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ヒメタケシマランとその近縁種との比較

及びヒメタケシマランの染色体数
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its relatives, and Chromosome number of 

S. streρtojうoidessubsp. breviρes 
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Abstract 

It is well known that Streρtoρus streρtopoides in Japan can be classified into 

two types. a typs with multicellular ciliary processes on the leaf margins and 

another without such processes. Plants of these two types have traditionally 

been treated as belonging to the same“species". K1KucH1 (1961) has emphasized 

the differences in geographical distribution of these two types within Japan and 

has regarded the type lacking multicellular ciliary processes to be identical with 

S. streptoρaides var. breviρzs FASSETT which is known to occur in North America. 

The present author had an opportunity to examine the plants in the field in Juneau, 

Alaska. Comparing their morphological and ecological features with those of the 

plants occurring in Honshu, Japan, the present author has come to the conclusion 

that K1KucH1’s opinion is warranted. the plants in question distributed in Honshu 

and North America are so closely related that they should be treated as one and 

the same taxon (Figs. 2 3). 

This type of plants which c丘nbe referred to var. breviρes differs from the 

standard type of S. strejdoρaides by having well developed creeping rhizomes, 

the stem which is usually simple and occasionally forks once, and the flattened 

hyaline cells that are lined up along the leaf margins. The distribution in Japan 

of the plants referable to var. brevzρes is limited to the central and northern 

parts of the Honshu Island and clearly differs from that of the standard typs of 

S. streptoρaides which is almost confin巴dto Hokkaido (Figs. 4-5). For the above 

reasons, the plants referable to var. brevi 1う：：smay be treated as different at the 

subspecies level from S. streptopoides s. str., viz. S. streρtoρaides sudsp. br.wi-

t>es (FASSETT) CALDER & TAYLOR・

ーノ



2 高橋 ：ヒメタケシマランとその近縁種及び染色体数

A count of 2n=54 has been made for a population of S. streρtoρaides subsp. 

breviρes growing on Mt. Iwodak巴（atan altitude of ca. 2500m) in the Yatsu-

gatake Mountain System (Fig. 1). TAYLOR & MuLLIGAN (1968) have reported 2n=16 

for this subspecies from the Queen Charlotte Islands. It is highly probable that 

this taxon is more or less variable cytologically. It is hoped that further dis-

cussion on the species differentiation is provided in connection with the investi-

gations of the chromosomes of a number of additional materials of Streρtoρus 

from various localities. 

1. はじめに

FASSETT (1935）は Streρtoρus属の monograph で Streρtoρusstreρtoρaides 

(sensu lato）を酋定的に次のように扱った。すなわち縁辺に cilateがあり， シベ リアに

分布するものを var.verus，茎は単純で縁辺に ciliateを欠き， 透明の丸い細胞があって

北米に分布するものを var.breviρes，日本産で縁辺は var.breviρesと同様であるが，

全体が大きく枝分かれするものを var.jαρonicusとした。

菊地 (1961〕は日本産タケシマラン S.streρtoρaidesには根茎を欠き，多く はl～2

回の校を伸ばし， 縁辺に柱状毛を欠如するタケシマラン var.jα抑制・cusの他に地下に旬

校を生ずる，いわゆるヒメタケシマランには， 北海道や本州北部に分布し， 縁辺に柱状毛

のある型と本州中北部に分布し，柱状毛を欠く 2型が含まれていること を指摘した。従来

有旬校型で縁毛型も無縁毛型も同ーの学名と和名を当ててきたが，菊地は両者の分布の相

違を考慮に入れて，縁辺に柱状毛のある基準形，すなわち S.strゆtoρaidesから柱状毛

を欠く型を別の変種に扱い， FASSETTが北米産で命名した var.breviρes を起用した。

そしてヒメタケシマランの和名は本州産の var.breviρesに限定して用いるよう提案し，

北海道に多産する葉縁毛型 S.streρtoρaidesには新たにエゾタケシマランの和名を与え

たc

CALDER & TAYLOR (1965）は Canadaの QueenCharlotte諸島のフロラをまとめた

際， ヒメタケシマランを亜種 S.streρtopoides subsp. bre:;iρesのレベルで扱った。

最近 UTEcH& KAWANO (1975〕はタケシマランの極生物学的研究のなかでアジア産タケ

シマランの形態と変異について詳細な論文を発表したが，本州における subsp.breviρes 

については論及しなかった。

筆者も1974年夏にア ラスヵを訪れ Juneauでヒメタケシマラン subsp.l:reviρesを採

集し，本州産の縁辺に多細胞の毛状突起を欠く型と比較検討してみたが， 少なくとも外部

形態の上では両種は同ーのカ テゴリーに入るものであるとの結論に達した 〔Figs.2-3〕。

したがって，本報は日本産と北米産の S strep toρaides subsp. brevipesとは同ーの

亜種との前提に立って，本種とその近縁極，エゾタケシマラン subsp.strゆtoρOl・des及

びタ ケシマラン subsp.j aρoni:us (UTErn & KAWANO in Acta Phytotax. Geobot. 27. 

l, 1975）との外部形態の比較を試み，その分布と染色体数の一例を観察したので報告する

もので、ある。
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2. 近縁2種との外部形態の比較と分布

エゾタケシマラン S st reρtoρoides subsp. streρto poi desとタケシマラン subsp.

jaρonicusについては UTECH & KAWANO〔1975）によ って詳細な外部形態の比較研究が

なされているので重複はさけ，ここではヒメタケシ 7 ラン subsp.breuiρes を加えて3

種の主要な外部形態、を比較することにした。

根茎 ヒメタケシマランとエゾタケシマランは長く横走する根茎を生ずるのに対し， タ

ケシマランはそれを欠き，節が密集している。 タケシマランは本年枝の根元に接して，前

年枝の枯れた葉柄基部が宿存していることがしばしばあり， 標本になっても明瞭である。

茎の分枝 ヒメタケシマランとエゾタケシマランは通常単純で， ときに l四分校するの

に対し，タケシマランの多くは 1巨｜又は2巨｜分校し，稀に単純である。

葉形 タケシマランの葉形は細長いものが多く，広ひ針形又は卵状ひ針H:,長だ円状ひ

針形で，葉先は漸鋭尖形をなすものが圧倒的に多数を 占め， それに混在して鋭尖形をなす

ものが見られる。この種の葉形は変異の幅が狭く，識別し易い特徴をも っている。

一方ヒメタケシマランとエゾタケシマランは一般にタケシマランより葉の隔は広く ， 卵

状又は長だ円状を呈し， 葉先も急、鋭尖形をなすものが多いようであるが，その変異の幅は

大きL、。その形を記すとエゾタケシマランは長だ円形～卵：｜犬長だ円形， 長だ円状ひ針形又

は卵形， ヒメタケシマランの場合卵状ひ針形のものが多く 3 他にだ円形～長だ円形，卵形

又はだ円状ひ針形をなすなど両種は多様性を示し， 葉先も両種は鋭尖～再ifr鋭尖形，鋭形～

急、鋭尖形などの変化がある。

ヒメタケシマラン及びエゾタケシマランは葉形からタケシマランとは 明瞭に識別できる

が， エゾタケシマランとヒメタケシマランの聞は変化が多く際立った特徴は見られないよ

うである。

縁辺の形 エゾタケシマランは縁辺に多細胞の毛状突起があるのに対し， ヒメタケシマ

ランとタケシマランはこれを欠き，レンズ状の低い突起がある 〔Fig.2-3〕。

果実 飛騨山脈烏帽子岳てfタケシマランとヒメタケシマランの果実の形を比較したとこ

ろ，前者は球形又はだ円体をなすのに対し， 後者はやや不整てい卵形又は洋梨に近い形を呈

していることを知った。 しかし，この差異はー小地域におけるー観察例のみであり，今後

エゾタケシマランも加えて，より多くの地域で多数の個体の現地観察が望まれる。

以上3種の外部形態、を比較してみたが， 有旬校型のエゾタケシマラン及びヒメタケシマ

ランと無旬校型のタケシマランとは茎の分校， 葉形などにも明瞭な差があり，外部形態に

よる識別は容易にできる。タケシマランは大井 (1931）の独立種 S.jaρonicus (MAXIM.) 

01nv1 とする見解もあながち否定できなし、。一方ヒメタケシマランとエゾタケシマランは

縁辺の多細胞の毛状突起の有無に注目 して観察しなければ区別できなL、ほど両種の外部形

態は酷似している。 しかしエゾタケシマランは本邦では北海道に分布の中心があって本州

北部に稀に知られ， 国外では千島，樺太，シベリアに分布域をもち， ヒメタケシマランは

本州の中部以北に普通に見られ， 北海道や千島， カムッチャッカ，アリューシャンに欠如

し， かけ離れてアラスカ， アメリカ大陸の北西部に極めて興味深い分布をする［Figs.4 

-5〕。 この両種は明らかに地理的に分布圏の相違がある。 エゾタケシマランとヒメタケ

シマランの分布が重複する本州北部でも各々別の小集団を構成し， 混生しないようである

が，本州におけるタケシマランとヒメタケシマランはときに混生していることもある。

3 



4 高橋：ヒメタケシマランとその近縁種及び染色体数

3. ヒメタケシマランの染色体数

本種の染色体数を八ヶ岳山系硫黄岳（標高約2500m）で根端を用いて調べた。 方法は

現地で Navashin 液を用いて固定し， プレパラー｜はノfラフィン法で作成し，G巴ntian

Violetで染色した。観察した結果は Fig.1に示したように2n=54を数えた。染色体は

長短あって，体細胞分裂中期で長いもの3.5-3.8μ，短かいものは約2μであった。今回の

報告はたった一例であるが， 今後さらに多くの地域で Streρtopus 属の染色体数を調べた

いと思っている。

邦産ヒメタケンマランの染色体数は未知であったが，北米産では TAYLOR & MULLIGAN 

(1968）が QueenCharlotte諸島産て＇2n=l6を， H1TrnEcocKet al. (1958）が2n二 about

54を記録している。したがって本種はnニ8,27の種内異数性が考えられるが，その決定は

多くのデーターが得られた後に， 種の分化とあわせて考察を試みたい。エゾタケシマラン

subsp. stre)toρaidesについては MATSUURA & Sum (1935）は北海道石狩札幌岳産の

Pollenでn=37を報じている。
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Fig. 1. Somatic Chromosomes of StreJうtoρusstre戸to戸aidessubsp. brevipes 2n=54. 

Mt. Iwo-d巴ke,Prov. Shinano, H. TAKAHASHI, 750706 3. 
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Fig. 2. Streptoρus strePtoρaides subsp. brevipes grows in North America. 1 & 2 Glacier 

Gulch, British Columbia. 3 & 4 Juneau, Alaska. 
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Fig. 3. Streptoρus streρtoρaides subsp. breviρes grows in Japan. 1 & 2 Mt. Kita dake Prov. 

Kai. 3 & 4 Mt. Eboshi-dake Prov. Shinano. 
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Kenntaxa: Saussurea riederi v. insularis. Cαrex scita v. scabrinervia, 

Polemonium acuti/Lorum v. laxifiorum, Cortusa matthioli v. yezoensis, 

Trollius ledebourii v.ρolyseραlus. 

Areal: Rebun-Insel. 
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Il 群集と群落 （つづき〉

木報では前報（神奈川県立｜呼物館研究報告 ・自然科学 7号 1974）に引き続き東北地

方と北海道の広葉草原を扱う。 l肖日光，谷川岳などの北関東の山地については資料を集積

中であるので別に報告の予定である。 群落の分類休系については次報において広葉草木低

木林と共に綜合的に論ずる。

12. オニアザミーヒゲノガリヤス群集 （表15)

Cirsium nipponens色・Calamagrostislongiseta-Ass. ass. nov. 

積雪量が駆めて多い東北地方の山岳では亜高山手｜干の主 1-1'!~樹林の発達が悪い。 特に亜高山

併に相当する高度での斜面勾配が急な山岳，特に 飯豊山系やlji}j日山系では雪崩，雪圧など

の影響が強くオオシラビソによる亜高山針葉樹林は全く欠けている。 従って亜高山針葉樹

林中の雪崩斜面をその主たる領域とする亜高山の広葉草原も発達が不良である。 これらの

山岳て手は 雪崩の多発する斜面は岩盤が露呈する岩壁状になることが多く，比較的弱L、雪崩

斜面はミヤマナラ， ミネカエデ3 マルパマンサク，ウラジロヨウラク等の低木群落が旺盛

に斜面をおおっている。 これらの低木群落は草本居の発達が極めて悪く＼群落の全構成種

の%以上が低木で占められるとLづ特異な様相を持っている。 この低木群落はミヤマハン

ノキ，ウラ ジロナナカマ ド等の広葉草本を豊かに持った広葉草木低木~ti下落とは種類組成上

全く異っており，むしろブナ群綱に関連づけられるものである。 一方月 111，鳥海山などの

比較的緩斜面が多い山体ではチシマザサ，クマイザサ等のササ原が発達して広葉草原は一

部の小規模な崖錐上や雪田上縁，風衝の強L、凸状斜面などに限定されて見られるに過ぎな

し、。東北地方では過度の積雪によって雪崩草原が発達を阻害されているといえよう。

東北地方の111岳で最も一般的な広葉草原は イワイチョウ，ショ ウジョウスゲ等の雪国草

原の周辺に生ずるものである。 これは普通ヒゲノガリヤスが佐占することが多く，広葉草

原という よりは禾本草原に近い姿であるがその種類組成は基本的に中部山岳E高山帯の広

民草原と異らなし、。 この雪田周辺草原は中部山岳の雪崩草原に くらべて柚成種が少なく，

ヒゲノガリヤスの優占と相まって単調な感を与える。 この群落に常在的な種類としてはタ

テヤマスゲ，コハイケイソウ，ハクサンボウフウ，ニッコウキスゲ， ショウジョウスゲ，

オニアザミなどで同じ雪国周辺草原であっても中部山岳の高所の雪凹周辺に生ずるクロユ

リーウサギギク上群集とはかなり異った様相を示している。 このj「千落をオニアザミ ヒゲノ

ガリヤス併集として認めることにしたい。 明瞭な標徴種としてはオニアザミ 一種を挙げ得

るに止まるが種類の組み合せは独自である。

現在手もとにある資料からするとその分布域は飛騨山系北部の亜高山帯下部から日本海

側を北に向って飯豊山系，朝日山系から裏岩手山地にまで及ぶ。 西はおそらく白山にも見

られるものと考えられる。 分布圏内のうち鳥海山では同質の環境をチョウカイアザミを主

とする別個の群集が占めている。

オニアザミ ーヒゲノガリヤス群集はその環境によって4値｜の下位単位が識別される。

ヒトツパヨモギ亜群集 ：雪田周辺の雪蝕崩壊地の周辺に生じヒトツパヨモギ，タテヤマ

ウツボグサ， イヮテトウキ， ミヤマクルマパナ，イワオウギなどによ って諮UJIJさオ1る。

般に山稜の北東側に形成される雪国の上縁に生じ腐植堆積は少なく地表にはかなり砂J擦が

露呈している。 秋田県乳頭山山頂の東南斜面iに形成される崖錐上には崩溶しやすい磯斜面

にヒトツパヨモギ亜群集に一致する植分が見られる。 ヒトツパヨモギ亜群集より更に雪蝕
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Abb.1.雪国的環境に生ずるクロユリーウサギギク上群集とオニアザミーヒゲノガリヤス群集の配分模式

V巴rteilungder zwei Staudenfluren Gesellschaften, die um Schneetalchen vorkommen. 

の強く働らく所にはナエパキスミレ群集が生ずる。 ナエバキスミレ群集はナエハキスミレ

の散生する荒原状の植生であるが，その立地は常に小面積で，その組成に変化が多く，し

ばしばミヤマクルマパナ，タテヤマウツボグサなどが散生している。 これらの点からする

とナエバキスミレ群集は単にオニアザミ ーヒゲノガリヤス群集の断片的な植分とも考えら

れる。またナエパキスミレとオオバキスミレとの識別も必ずしも明瞭ですなく，今後ナエパ

キスミレ群集の再検討が必要である。

シナノキンハイE群集：飯豊山系および朝日山系の高所には氷蝕乃至雪蝕によるカール

地形が多いが，このカールの急斜面のと部は中部山岳の氷蝕カール斜面に見られる広葉草

原とよく似た環境を形成し，比較的早い融雪と融雪後に左程湿潤でないことが 主因となっ

て雪田的雰囲気に比較的乏しい広葉草原が生じている。 これをシナノキンパイ， ミドリユ

キザサ，カラクサイノデなどを区分種にシナノキンパイ亜群集とする。

イワイチョウ亜群集： 雪国の低凹部に形成されるイワイチョウ，ショウジョウスゲ，ハ

クサンコザクラ或はヒナザクラ等の低小な雪国草原に接してその周辺のやや乾いた斜面に

生ずるものをイワイチョウ亜群集とする。 雪田草原とは相観的にかな り漸変的に接してお

り，ヒゲノガリヤス，タマヤマスゲ，ハクサンボウフウなどは雪国草原中にもかなり進出

している。 一方雪国草原から広葉草原に向つてはシラネニンジン，イワイ チョワなどが侵

入し両草原の移行的な状態を示している。 しかしイワイチョウ亜群集は雪田周辺にあって

ミヤマキンポウゲ， ミヤマセンキュウ，イフキゼリ， タカネスイノ＇＇ タカネアオヤギソウ

などの広葉草原の種類の存在で雪国草原からは容易に識別できる。 土壌は雪田草原のよう

な黒色泥炭を形成せず．薄く褐色で礁が多いのが一般である。

ハクサンイチゲ亜群集．これは飯豊山の雪国周辺のうち，融雪後植物の生育後期にかな

り乾燥する立地に見られるもので，ハクサンイチゲが特徴的に多いほか， 群落第二層にキ

パナノコマノツメ，ショウジョウスゲ，マイヅルソウなどが多い。 これは群落高が生育後

期の風衝乾燥のために低く， 反対に群落の春季相の発展時期には水分が充分であることに

起因すると思われる。

尚オニアザミは亜高山のみでなくブナ帯中の崩壊地にあたかもフジアザミの如く生ずる

こと も知られている（例えば裏岩手 ・葛根田川上流入このオニアザミの習性と群落区分上

の問題に関しては更に後考を期したい。
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・2

AuBerd酬 jeei＂＇閣 lin Aufn. Nr. 2o Rhododendron brachycarpum 1.2, Vacc,nium oval i fol iumつ ln 3 Euphras山川signisv. nummulari a・.2;in 4o Angelica edulis 1.2, Rodgersia podophyll 8・， AI nus咽旬umurae1.2; in 9, Epi lobium fauriei •, Polytrichum spec. • 2; in 10 Luzula 
pl U何回目 v.macrocarpa •, Oicranum scoparium •. 2; ln 11 Cop令is trl fol ia同 人2,Cornus canadensis •. 2 , Oicranum japonicum •. 2 , Sp。d'OP。宮ondepauperatus 1.2, Pl a判官F汁herospec.・； in 120 帥ol,niopslsJ•pon ica 2.3, in 14 Ar十emisiake'5kei •. 2 , Sedum lsh,dae・2,
Calamagrostis langsdorff i' 1.2，。n 15・Hyl。comiumsplendens 1.2; in 160 Po同門すi11 a matsumurae・2,Carex d。en, tz• i 2. 3, Saussurea sagi什a・.2;in 25・Aqui I eg i a buerger i ana・， ln 26・ Rhy十idi adel phus squarrosus・2,Plagiothecium spec・・.2, Bryum roseum・； in 290 
8rachyすh配 ium ref lexum 2.3; in 30 Ger汁iana japon,ca・.2

2 ・.2
2 ・.2

Fundorーすeund Auすor.
I ide-Massiv, Ohba und Sugawara, H. 1965ー附onnai -dake ( 1, 2>, Kiすama十a-dake<3-6, 18-21), Ryoheino-ike !17>, Yosh iすar。－ike!22, 32, 39, 40), 
Eboshi-dake <23-25), Monnai-dake <33, 35), Onishi-dake <36・38)
I ide-Massiv, Kikuchi, T 1975ーすab.4. Polygonum bi sすorta-Hemer。challismiddendroffii v esculenta-comm.,(Aufnahmenzahl 8). (41) 
Mikunl-Gebirge, Ohba, T 1967-1973 - Naeba-yama (7》， Nakano-dake(10, 11, 31>, Asahi-dake im Aizu (12), Echig。k白咽ga-take<13>, Hiraga-take <26-30>. 
Asahi-Kette, Ohba, T. 1974 (8, 24, 25, 35). 
Nyuすsubur,-yama im Ak，十a-PrMf Ohba, T < 14-16) 
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Karte. 9. オニアザミーヒゲノガリヤス群集（1）とオクキタアザミートウゲプキlrY＇集（ 2）の分布

Die Verbr巴itungder Cirsium nipponense・Calamagrostislongiseta・Ass.(1) und der Saussurea 

riederi v. japonica-Ligularia hodgsonii・Ass.(2). 
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16 大場：日本の亜高山広葉草原 2 

13. オクキタアザミ ートウゲプキ群集 （表16)

Saussurea riederi v. japonica-Ligularia hodgsonii. Ass. 0 HBA (1967) 

東北地方の最高峰である鳥HIJ1l1(2, 230m）にはかなり多様な相観を示す広葉草原が広い

面積にわたって認められる。石塚他 (1972）は 主として優占種および常在種によって多く

の広葉草原の群落型を区分している。 これに著者の1965年に行った調査資料を加えて検討

すると鳥海山の広葉草原（一部イネ科の優占するものをも含む〉は見かけほど多くの群落

単位が存在するわけではなく，その大部分は一個の群集にまとめられる。 著者は自己の資

料をもとにして既に1967年 （学研 ：原色科学大事典3）に鳥海山の広葉草原をオクキタア

ザミ ートウゲフキ群集としてまとめたが今回再検討の結果， l尚問題の余地も残るが，同じ

見解を保持しておく 。標徴種としてはオクキタアザミとチョウカイアザミが挙げられる。

オクキタアザミートウゲブキ群集の生育地として著しいのは千蛇谷のカルデラ壁下部の

崖錐上と河原宿など南斜面の雪田周辺およびハイマツ， ミヤマハンノキ群落中の凹状地が

挙げられる。 これら各所を通して常在的な種類にはコガネギク，シラネニンジン，ハクサ

ンフウロ，イプキゼリなどがあり，禾本としてヒゲノガリヤスと共にタカネノガリヤスの

量の多い点がオニアザミヒ ゲノガ リヤス群集と異なっている。 オクキタアザミ トウゲプ

キ群集は主と して崖錐的環境と雪国的環境の2個の亜群集に区分できる。

イワノガリヤス亜群集・主として千蛇谷の崖錐上に見られるものでイワノガリヤス， ミ

ヤマセンキュウ，ウゴアザ ミ，オンタデ，コタヌキラン，モミジカラマツ，ミヤマメ シダ，

ベニバナイチゴなどを識別種とする。 石塚他 (1972〕のコタ ヌキラン群落，エゾノヨロイ

グサーオニシモツケ群落，オンタデ群落，モミジカラマツーオオノくショリマ群落， イワノガ

リヤス群落は何れもイワノガリヤス亜群集に含まれる。 ただ石塚他の表ではこの亜群集に

高い常在度を持つと考えられるウゴアザミが全く欠けているほかナラ林に結びついたエゾ

ノヨロイグサが出現する（エゾノヨロイグサーオニシモツケ群落〉点が著者の調査と異な

っている。 恐らくエゾノヨロイグサとあるものはミヤマシシウドであろう。千蛇谷の崖錐

上では角礁の堆積上に生ずるが風陰側に当ってかなり湿った状態にあり群落はかなり密で

丈も高い。 イワノガリヤス亜i午集は南斜面のミヤマハンノキ群落の林縁にも帯状に生じ，

アザミ坂附近にも見出される。 この亜群集は更に変群集に区分が可能であるが著者自身の

調査資料が充分でないので後考を期したL、。

ショウジョウスゲ亜群集 ：雪田周辺や小凹状地の雪田的環境にはショウジ ョウスゲ，コ

イワカガミ， ニッコ ウキスゲ，ネノくリノギラン，ウメパチソウなどを識別種とするショウ

ジョウスゲ亜群集がある。 石塚他のハクサンイチゲj洋：結それに多分 ミヤマキンパイ ーヒメ

スゲ群落の一部もこの亜群集に含まれるものと考えられる。結城（1963）の河原宿附近の調

査によるニッコウキスゲ群集もこの亜群集の典型的な植分を示すものである。 チョウカイ

アザミはこの亜群集に常在的であるが低標高の場所では欠ける。 この亜群集が景観上著し

いのは結城がニッコウキスゲ群集と呼んだようにニッコウキスゲの量の多い点である。し

かし雪田周辺をよく観察すると 雪国の縁を形成する急、斜面の上部ではニッコウキスゲが多

いが，融雪の遅れる斜面下部ではそれがほとんど欠格している。

イワ ノガリヤス亜群集のような崩落性の際地の立地は 本州中部山岳の雪崩草原の環境に

よく 一致している。 しかしこのような環境は東北地方てぜは鳥海山を除くと稀に存在するに

過ぎず，これに対応する群落もまた少なし、。 その稀な例として朝日山系の大型の雪蝕崩壊



(Chokai -san) Tab 16. Sa ussure• riederi v. japonica-L1gular10 hodgsoni t・Ass
a= Subass. von Calamagrostis langsdor千fii

b = Subass. von Carex blepharicarpa 

LfJ.-Nr.: 
• Feld-Nr. 

MeereshOhe Cml. 

Expos lす，OQ・
Neigung C’｝・ ’
Grlllle d. Probef I ~che Cm‘｝： 
Vegeすaす1。nsbedeckung（軍｝－
ArすenzahI’ 
Kennすaxad. Ass.: 
Saussurea riederi v. japonica 
Ci rs i um choka I ense 
0 Clrslum ug曲目e
Caca Ila hasすatav. chokalensls 
Trennすaxad. Subass. : 
c。niosel lnum f i llcinum 
Calamagrosすis langsdorf’Ii 
Rubus vernus 
Po I ygonum weyr i chi I 
A十hy「ium melanolepis 
Fi I ipendula kamtscha十ica 
p。lys令ichum microch lamys 
Trauすveすすeriajap。nlea 
Carex d。enitzii 
Saxifraga fusca v kikubuki 
Po I ygonum sacha I I nense 
Trenntaxa d. Subass.: 
Carex blepharicarpa 
Shorすia s。ldanell。Idesv. alplna 
H町 ierochallls mlddendorffii v esculenta 
Aletrls fol lata 
Parnass 1 a pa I us令rls
Gent 1 ana n 1ppon1 ca 

c。p’isすr1 fol Iolaサa
Orchls arlstata 
Anemone narcissiflora 
Kennすa×ad. I曲herenE i nhe i ten目
Geranium yes。ensev japonica 
Tit i ngia h。lopeすala 
Peucedanum mu Iす！viすすatum 
Pedicularis chamissonls v japonica 
Veratrw胃 l。ngebracすeaすum
Calamag「。sすis sacha II nens is 
Cola帽 grcsすis longise拘
Tripeすalei a bractea十8
Veratrum sすamineum 
Adenoohoraすri phy 11 a v. hakusanens is 
Sanguisorba alblflora 
Ligularla hodgs。nii 
Ranunculus acris v. nlpponicus 
Hyper i cum kamtschat 1 cum 
Arte<宵isia monophyl la 
Lastrea querpaertens Is 
Carex aphy I I opus 
Gent i ana tr I f I ora v montana 
Al nus maxlmowiczl i 
Ange I i ca pubescens v matsumu rae 
Pedicularls yesoensis 
Ca lamagrostis maすsumurae
Sal ix rein! i 
Gal lum kamすschaすicum v. acuすif。I!um 
Hi erac 1 um japon i cum 
Boykinia lye民十onifol la 
Li I ium w嶋deoloides
Arnica unalascensis 
Tl are I la polyphyl la 
Prunus n 1 ppon i ca 
Luzula rostrata 
Carex sacha Ii nens is v.千ulva
S十rep十opusamp lex! foll us v pap i 11 atus 
Pia十han十hera。prydioldesv すakedae
Glycerla alnas十ereすum
Acer ukrundense 
Sorbus matsumurae 
lxeris denすaすav k lmurana 
Beo e +er: 
So dago virga-aurea v. leiocarpa 
Ti Ii ng i a ajanens is 
Thal i cすrumaquilegi folium 
Malan竹1酬 umdi lat計 um
Heloniopsis orientalis 
Sasa kuri lens is 
Vi。labi flora 
Sedum ishldae 
Tripteryglum regel i 
Vaccinium ovalif。lium 
Fauria crista-gal Ii ssp. japonica 
Rhod。dendronb「achycarpum
Ga Ii um kam十schaすicum v kamすschaすIcum 
Plantago hakusanens Is 
Pl aすanすheratipuloides 
Viola verecunda v. f lbri llosa 
Sax I f「ago forすuneiv oncisolobata 
Phy I lodoce aleutica 
Angelica acuti l。bav. iwatensis 
Carex f I av。cuspis 
p。すen十i1 la maすsumurae
Carex pyrenaica v micropoda 
Luzula。1igan十ha
Oplopanax japonicus 
Veronica n i ppon i ca 
Carex hakk。densis 
Vaccinium v iすls-idaeav. minus 
Acer十schonoskii 
Anapha 11 sπ喝 rgariすacea v. angust I or 
Copすis trlfolia 
Pl aすanther• ophrγdioides v. uzenensis 
Tri enすaI ls eur。paea 
Moose: 

一一百F百chytheclumspec 1.2 . • . ・.2 . 1.2 I.｝・2 ． ． ． ・ ・ ． ． ・ ． ． ． 
Bryum roseum • . . . • . ・.2 .・・・ ・ ー ・・・－－ － － －－ 
Mnlum spec. ・・ ー －．．． ・ ・2 ・ ー ーー. . . . . 目 ． ー －
Au Ile rd酬 jeel n問 lIn Aufn. Nr. I. Ory。肘erisausすrlaca2.}; In 2: Ph司op旬 rlspolyp。dlo ides・； in }: Dip l。phylumalbicans I, Pohlia叩ec.I, Polyすrichumlo門間sumI, Aralia cordata I, Aruncus 
dlolcus v. kamtschaすlcus I, in 4: Ag「OSすIsboreal is I, in 5: Fragaria i inumae 11, In 9 Poly廿 ichum spec ・， in 12. Rhac酬 i什 lum an回開d。ntoides11, In I}. llex crenata v 同 Iudosa～ Lonicera 
coeru I ea v. emphy I l。calyx I, Euonymus macropすerus I; in 14: Arcterica nana II, Vaccinlum smal ii II, Geum penすapetaI um I I , Sorbus c四nmix十a I , Hydrangea pan I cu I aすa I, Menziesla multi flora 

v longicalyx I, Leuco十h。e gray•na v. grayana II, Gaulすheriaadenothrix 11, Pl aすnすheramandarinorum v. brachγcentr。n I, Selaginella selaginelloldes I; In 15・Cornuscanadens Is 111, 
Lycopodium日付計um川 ， llex sugeroki v. brevipeduncul 計 a I，附oliniopsis japonica 11 l，出計a rectifolla I; in 17: H。計amon令ana •. 2, in 20: Viola brevi s刊 pula旬・； in 22: Olcranum叩配・～
Vaccinium shlkokianum・；in 28: Primula nlpponica・.2.
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ー(15).lshlzuka, K., Tachibana, H. und Saiすo,K. 1972 - (}-5, 12・141,Yuki, Y 196} 
Fundor十eund Auすor.
Chokai-san; Ohba, T und lshizuka, M. 1965 -CAufn. Nr I, 2, 6, 11, 16-28), 
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Karte. 10. ミヤマキタアザミー トウゲプキ群集（2）とガンジュアザミータカネノガリヤス群集（1）の分布

Die Verbreitung der Cirsium ganjuense-Calamagrostis sachalinesis・Ass.(1) und der Saussurea 

franchetii-Ligularia hodgsonii-Ass. (2). 



Tab. 17 Cirsium ganjuense-Calamagrostis sachalinensis-Ass 

a= Subass von Saussurea rieder1 v. yezoens1s 

b = Subass von Aster gl ehn、， v hondoensi s 
c = Subass von L1gularia hodgsonii 

Lfd -Nr. ・ 
Feld-Nr 

MeereshOhe (m). 
Expos i十loo:
Nelgung （－）今
GrOlle d Probe I I ~che ( m・）：
Vogeすa十lonsbedeckung(j) 
h。hed. Vegetatl。n(cm): 
Artenzoh I 
Kennすaxond. Ass : 
Cirslum ganjuense 

了renntaxad. Subass : 
Aruncus dloicus v. kamtschaticus 
Saussurea r i eder i v yez。ensis 
Ti I Jngia ajanensis 
Selaglnel la selaglnel loides 
Leon旬 podiumjaponicun 
Trenntaxa d. Subass. 
Asすe「 glehnii v. hondoensls 
Veron I castrum s i bi r i cum 
Ac。ni tum hakusanense 
Gal ium kamすschati cum v. kamすschatI cum 
Fi I ipendula kamすschati ca 
Trenntaxa d. Subass .. 
Ligularia hodgsonii 
Glaucidlum palmatum 
v i。la brevistipulaすa
Weigel la middendorffii 
Rubus vernus 
Lycop。dium selago 
Carex sacha Ii nens is v fu Iva 
Trautvetterla japonica 
Kenntaxa d. ha heron E i nhe iすen:
Ti I Jngla h。lopeすala 
Ca I amagrosすIs sachalinensis 
Sangulsorba albiflora 
Poucedanum multivittatum 
Veraすrumst am I neum 
Orchls aristaすa
Veratrum longebracteatum 
Trol I ius riederianus v. japonica 
Adenophora triphyl la v hakusanensis 
PI eurospermum camtschat i cum 
Tha I i ctr um aqu 1 I eg i fo I i um 
Pedlcularls yes。ensis 
c。nioselinumfilicinum 
Tripetalela brae十..すa
I xer Is dentata v. k i murana 
Pedicularis chami s印刷sv. japoo 1 ca 
Goran 1 um er 1 anthum 
Thal 1 cすrummi nus v sすlpol I a十um
Las十reaquerpaerすensis 
Angelica pubescens v. ma十sumurae
Platan令hera ophryd 1 o ides v. tokedao 
Pl aすnaすherachorisiana 
Picris hlerac l。idesv. olpina 
Hyper 1 cum kam十schaすicum 
Seepすrldium mu lすi千idum
Saussurea brachycepha I a 
Hi erac 1 um japon ocum 
Luzu I a rostraすa
Nepeta subsess i I is 
Ga I 1 um kamtschoすlcumv. acuすJfol ium 
Goran J um yes。ensev n i ppon i cum 
Be<l .すer:
Tha i c十rumf; I amentosum v.すenerum • .2 ・ 1.2 1 2 J.2 ・ e ・・・
v i。la b i千lora . J目2 J.2 ・.2 ・2 ・.2 1 2 ・2 ・.2 ・2 1 2 
Carex blepharicarpa 2 3 2.3 2.2 2.3 I 2 2.3 3.3 2.3 3.3 2.3 2.3 
Mai anすhemumdi I aすatum • . ・・ 2 J.2 ・2 ・ ・.2
Helonlopsis orionすaI is ・.2 ・.2 ・・・ー ・ ． 
Shorす；asoldanel loides v. alpina • • 2 ・.2 ・．．・．・.2 . . 
H。sすam。nすana • .2 ・ .3 3 2 2 3.3 . . 1 .2 . 
5。lldago virga-aurea v. le i。carpa • .・．・．・ 2 . 

Po I ygonum naka i i .・．・．・.2 .・.2 .・ ．
Aletris foll a令a ． ． ・・ 2 ・.2 ・・．－
Swer十ia cusp i data .・．・.2 .・．．・ J.2 1.2 
Parnassi a pa I usすris ・2 . . . . . . . . 
Spiraea beすuIi fol ia . • . . . 

Menziesia multi flora v. longicalyx J .2 ・．・．． ．－ －
Ped lcularis ap。dochyI a • . ・ ． ． ． ・目2 ． ・ ． 
Tof ieldia okubo• ・ a ・ － －－
Ane何>0nedebilis . ・．． ． ． ．
Calamagr。s十is nana • .2 . • . • .・.2 1.2 
PI otnothera mandar i no rum v. max I mo• I cz I ono .・.2 . . . .・ ．
Cacal la has十atav. orionすaI ls . . . . . . . . 
v l。la selkirkii . . . . . 

Me I i ca nutans ． ． ．．・.2 ・・ ・ー － 
Bupleurum japonicum • . . •・－－－ －
Polyg。numsacha I i nense • . . . . . . 
An0<聞 nonarcissiflora • . .・. • . ・ ．
Rh。dodendroncamtscha十icum . . . ・－－－－
Pheg。pすeris p。lγpodioides . . . . . . • . 
Moose. 

一一官rachyすhocI um叩虻． ・2 ・.2 ・ φ φ ・.2 ・ ． ・ ． ・.2 ・.2 ・2 ・・2 ． ・・.2 ・
Bryum r。seum . . . . . ・．．．．．．． ． ．
Dlcronum spec. ・ ・ ・・・・・ ー － － －－－－ 
Hepa十ici spec • . . • . .・.2 . ・．．．．
Mnlum spec. . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・．．．
AuBerd酬 jeei n同 Iin Aufn. Nr. I. Marsupel laceae spec. • . 2 , Gaul十heriaadeno十hrlx・， Coptis十rifol i a・， Geum阿川apeすalum •. 2, Sal ix reini i～i n 6: CalamagrosすIs • . 2 ; in 8: Anaphalis alpicolo •.2 , 
Carex doen I tz ii I. 3, Sedum i sh i dae・， in 9. lxeris dentata v. alpicol a・2;in 10・Lloydia seroすina・， in 18 Angelica eduli s・；in 20: Saxifraga fusca v. klkubukl •, In 23・Hypnumspec.・， in 24. 
Carex 計 enanすha～Carexoxyandra ., Voccinlum oval lfol ium・2,Carex flavocuspls •. 2 , in 26: Anaphalis margarl旬ceav angust I or・； Jn29・Ci酬計is ochotens is •. 
Fundorte und Autor: Hayachine-san, Ohba, T. und I lzuka, M. 1965 (Aufn. Nr. 1-22), lwaすe-san,Ohba, T. und lshizuko, M. 1965 (Aufn Nr 23-29). 

c 
23 24 25 26 27 28 29 
lw lw lw lw lw lw lw 
66 67 68 62 63 64 65 
1840 1840 1860 1820 1820 1820 1820 
ENE E NE ENE E E E 
20 20 12 35 35 30 38 
48 40 40 160 50 64 64 
100 98 100 100 100 100 100 
50 40 40 50 80 80 60 
29 35 30 30 27 20 19 

b 
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 
Hay Hay Hoy Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay 
66 58 日） 51 54 55 56 57 52 53 59 
1680 1480 1480 1日JD1400 1400 1400 1450 1440 1420 1500 
SE SE SE E SE SE SE SE ESE SE SSE 
38 30 35 35 30 30 38 30 35 35 35 
8 25 16 32 24 50 32 50 32 16 25 
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
60 70 50 50 50 70 田知 45 50 65 
29 25 26 32 21 29 34 24 30 29 21 

a 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hoy Hay Hay 
48 49 70 64 60 61 7 6 3 65 27 
1日均四刃 16201680 1500 1500 1810 1800 1880 1500 1790 
E SSE SE SE SSE SSE SSW SW W SSE SSW 
35 38 30 38 35 3ラ 35 38 38 40 38 
25 1 5 18 24 25 40 20 12 32 16 1 5 
100 100 100 100 1（泊 100 100 100 100 100 100 
40 40 30 70 70 40 40 40 40 40 40 
36 28 19 33 25 28 24 28 31 24 24 
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18 大場 ：日本の亜高山広葉草原 2 

斜面の一部に見られたウゴアザミーミヤマシシウド群：絡を挙げることができる〈大場1975）。

この群落はチョワカイアザ ミやオクキタアザミを欠くものの 全般の組成はイワノガリヤス

亜群集によく一致する。 このような断片的な類似群：終は月山でも見たし東北地方の山岳に

は点々と存在するものと考えられる。

14. ガンジュアザミ ータカネノガリヤス群集 （表17)

Cirsium ganjuense-Calamagrostis sachalinensis-Ass. ass. nov. 

北上山地の早池峯山は超塩基性岩てぜ構成され固有種に豊んだ特異なフ ロラが報告されて

L、る。 これらの特殊な植物が集中して生ずるのは山の西側斜面で，ここではハイマツ， マ

ルパシモツケ等の低木群落が発達するが，低木群落の間隙に散在する機地に超境基性岩地

のフロラが集中している。 この超i:!.'K基性岩の露呈する西側斜面の上音13に東向きの浅い沢状

斜面があり，ここに本州中部山岳の雪崩草原に相観，組成ともに近似した広葉草原が存在

する。ここは山の西面にありながら張り出した小尾根の陰になって日射量が少なく， 冬に

は雪が吹きたまるとみえて遅くまで残雪があり全般に湿った環境となっている。 ここの植

被は隣接の斜面が疎生的植生であるのに対し植被率100%で群落高も40～70cmに達し早池

峯山西斜面の乾燥的環境にあって特異な様相を示している。 この広葉草原に常在的な種類

はタカネ ノガリヤス，コパイケイソウ，ハクサンボウ フウ，タカネトウウチソウ，シナノ

キンパイ，ハクサンシャジン，オオカサモチ等で群落の下層はショウジョウスゲとキバナ

ノコマノツメが多し、。 この組成は木ナ卜｜の日本海側の多雪山士山のE高山帯の広葉草原と一致

する。 この広葉草原中には早池峯山の超塩基性岩地に固有の植物はほとんど全く見出され

ない。 この原因は広葉草原が水湿に恵まれて群落の現存量が多く土壌の発達熟成が速かで

かなり厚い土壌が形成されているためと考えられる。 この土壌層のために広葉草原の植物

はその根が超ijii[基性岩に直按達せずその影響を受けることが少ないためと考えられる。 こ

れと同様の状態は後述するように夕張岳の超塩基性岩地にも見られる。 しかし超塩基性岩

地の広葉草原が常に種類組成上の特徴を欠くわけではな く，土壌発達の不良な崩壊地周辺

や雪国周辺の一部の広葉草原では 前に述べたユキクラ トウウチ ソウー オオヒゲガリヤス群

集の如く特有の種類を含むこともある。

早池峯山のこの広葉草原には北海道の亜高山広葉草原に普通的なチシマフウロやナガノ《

キタアザミが生ずるのが 本州山地の広葉草原としては特異であるが，その他の特徴ある植

物としてはガン ジュアザ ミがあるにすぎない。 ガンジュアザミは岩手山の山頂附近の小規

模な沢状雪崩斜面や風衝を強く受ける緩斜面の ミネヤナギ低木群落＂ Iコに散在する広葉草原

にも生じている。 この岩手山の広東草原は早池峯山の広葉草原に多いシナノキンパイ ，シ

ョウジョウスゲ，ハクサンシャジン，ミヤマセンキュウなどを欠くが全体としては両地の

広葉草原の組成には大差が無くガンジュアザミを標徴種としてガンジュアザミータカネノ

ガリヤス群集にまとめることができ ょう。 他の広葉草原、と異る点としてはオヤマソパ，

ヤマアケボノソ ウ，オオパギボウシがかなり高し、頻度で出現することが更に挙げられる。

宕手山のガンジュアザミタカネノガリヤス併集は 早池峯｜｜｜にくらべて面積が狭く， 発達が

不良で種館組成も貧弱であるが， 早池峯山ではその領域が広く2個の亜群集が区分できる。

岩手山のものはその何れの亜群集とも異なるので第三の亜併集とするのが妥当と考える。

ナガパキタアザミ亜群集 早池峯山の山頂に近い1700～lBOOm附近の雪国状凹斜面に主

として見られヤマブキショウマ，ナガパ キタアザ ミ，シラネニンジン，ネノfリノギランな
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どで識別され，全体に湿潤環境を好む種類が多L、。 亜群集の生ずる立地は東北地方の日本

海岸の山地ならば当然，イ ワイチョウなどを主とした 雪田植生の発達する地形で， 実際に

この地形中の特に遅くまで雪の残る凹状部にはチングルマ，アオノツガザクラなどが生じ

ている。このような雪国的環境に広葉草原が成立するのは早池峯山が寡雪地域にあるため

であろう。 早池峯には典形的な裏日本型雪田植生は存在しない。

ゴマナ変群集，海抜1400mから1600m附近までの比較的低所に生じゴマナ，クガイソウ，

オニシモツケなどのブナ帯の高茎草木の混在が目立つ。 またこのゴマナ亜群集中にはハク

サントリガブトと思われるトリカブトが多く生ずるがハクサントリカブトはこれまで早池

峯山からは未記録のものである。

トウゲブキ亜群集 ・岩手山のものをマルバシモツケ亜群集とする。識別種としてはトウ

ゲブキ，オオパキスミレ，シラネアオイ，マルパシモツケ，ウ メパチソウが挙げられるに

過きなし、。 全般に乾燥した環境で早池峯山のシナ ノキンパイ亜群集に較べて組成が貧弱で

ある。 亜群集の生育場所は主として古期火口壁の内側の雪崩を集める沢ぞい急斜面と，新

期噴出物におおわれた緩斜面の沢ぞいや小凹地である。 岩手山の比較的高所に限られて分

布し裏岩手の山地には見出されない。

15. ミヤマキタアザ ミートウゲブキ群集 （表18)

Saussuna franchetii-Ligularia hodgs mii-Ass. ass. nov. 

飯豊山系の頂稜には急斜面で強L、風衝を受ける西面に高山風街草原のー形てvあるミヤマ

ウスユキソウ群集〈犬場 1967, 011BA 1974〕が生じ，それからやや平坦な尾根上に向って

丈の低い広葉草原ついでチシマザサ又はクマイザサ#Jiのササ原としづ植生配列が見られる

（図2〕。本州中部山岳では風衝草原は通常海抜2900m以上に限られるので，それが広葉草

原と接するような例は見られなL、。 飯豊山系と同憾な植生配分が後述するように礼文島の

西海岸にも見出されるのは興味深し、。 強L、西風と多雪 （飯豊山系〉 或は夏の霧による気温

低下（礼文島〕のために風衝草原（カラフトイワスゲー ヒゲハリスゲ群綱〉が亜高山常に局

地的に下降しているために生ずる現象であろう。飯豊山系のこの風街地広葉草原は 主とし

てハクサンイチゲ，タカネマツムシソウとアシボソスゲが多 くオオイタドリ，シラネニン

ジン，ネノミリノギラン，ニッコウキスゲなどが常在する独特の組成を持っている。 これと

近似の群搭は 飯豊山系に隣接する朝日山系にもあり， ミヤマキタアザミートウゲブキ群集

として記録されている（大場1975）。この双方の風衝広葉草原はその立地条件と共に初夏の

ハクサンイチゲ（イチリンハグサンイチゲと呼ばれる多毛型〉の白花，晩夏におけるタカ

ネマツムシソウの紫花による季観と極めて類似した様相を持っている。 飯豊山系では襟徴

種のミヤマキタアザミが朝日山系におけるほど恒存的ではないしミヤマウスユキソウ，オ

オイタドリが多いなどの差はあるが別個の群集とするだけの相異はないと考え飯豊山系の

風衝型広葉草原を朝日山系で記載されたミヤマキタアザミ ート ウゲプキ群集に含めること

とする。 襟徴種のミヤマキタアザミの分布は更に吾妻山系，月山にも及ぶので群集の領域

はこの両地域にまで拡がっているものと推測される。

ミヤマキタアザミートウゲプキ群集は組成上タカネコウリンカーイワオウギ上群集に近く

タカネナデシコ，タカネマツムシソウ，クモマシパスゲなどの共通する特徴的な種類もあり

その東北地方の低山岳で内容の貧化したものとも考えられる。従ってミヤマキタアザミート

ウゲブキ群集をタカネコウリンカ ーイワオウギ上群集に含めて考えることも可能である。

19 
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Abb. 2. 稜線附近の風衝環境におけるミヤマキタアザミ トウゲプキ群集を中心とする植生配分模式。

（飯豊山系および朝日山系〕 1＝ミヤマウスユキソウ群集，2＝ミヤマキタアザミ トウゲプキ群集，

3＝チシマザサまたはオオパザサ群落。

Schematische Darstellung der Staudenfluren auf windgestojSener Grat-Kante im Iide Massiv 

und Asahi Kette. 1 =Leontopodietum fauriei, 2 =Saussurea franchetii-Ligularia hodgsonii 

Ass., 3 =Sasa kurilensis-oder Sasa megaloJうhylla-Gesellschaft. 

恐らく氷期には飯豊，朝日両山系でも中部山岳と同等の種類に豊んだ広葉草原が西斜面の

崩壊性でしかも3郎、風衝を受ける立地に発達していたものと推測される。
トウゲブキ亜群集：朝日山系の花｜羽岩上に見られるものは土嬢被が飯豊山系にくらべて

薄く全般に乾燥気味である。 この植分はトウゲブキ，ムツノガリヤスなど を識別種として

トウゲプキ亜群集として区分される。尚大場 （1975〕を参照。

オオ イタ ドリ亜群集 ．飯盛山系においてはミヤマキタアザ ミートウゲプキ群集は朝日山

系より も海抜高200～300m以上高所に生じ， 変成岩の基岩上に主として生ずる点が異なっ

ており， トウゲブキを欠きオオイタドリ，キノ王ナノコマノツメ，コイワカガミなどが常在

的な点が異なる。これを仮にオオイタドリ亜群集としておく 。 これら群集の下位区分につ

いては月山， 吾妻山などの近似の鮮落の調査をまって：再検討の要がある。

16. タカネへビノネゴザ上群集 （表19〕

Athyrium yokoscense v. alpicola-Ass.-Gruppe OttBA 1975 

日本海岸の多雪山地で亜高山帯の針葉樹林を欠くような山地では，しばしば山の西南面

の風当りの3郎 、尾根部や風の吹きこす鞍部にタカネヘビノネゴザを特徴的に生ずる一種の

広葉草原があちこちに見られる。 この群落はブナ帯上部あるいは亜高山帯に相当するゾー

ンの下部に発達し，高山帯の風衝草原と同等の地形的位置を占めている。 この群落は一般

にミネヤナギ， ミヤマハン ノキなどの伏臥した低木群落中にあってその聞の凸状部を占め

ていることが多く ，それら低木群落と共に蘇苔地衣を多く生ずるのが普通である。 全体に

乾燥した環境といえるが綴による結露水は この群落の成立の重要な要因になっているもの

と考えられ，湿った強風はこの群落にかなり多量の捕捉水を もたらすものと考えられる。

そのためかかなり厚い土壌の発達をともなう ことが多い。 一方晴天時には乾燥が著しい。
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Tab. 19 Athyrium yokoscense v. alpicola-Ass Gruppe 

a= Calamagrostis lonqiseta-Athyrium yokoscense v. alpicola-Ass 

b = Calamagrostis sachalinensis-Athyrium yokoscense v alpicola-Ass 

l = Subass. von Ligularia hodgsonii 

2 = Typi sche Su bass 
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22 大場：日本の亜高山広葉草原 2 

そのような乾燥状態に耐えうるヒメスゲ，コケモモが高い常在度を保っている。 このほか

タカネノガリヤス，ヒゲノガリヤスなどのノガリヤス類が共存するのが普通である。 この

群落については既に上越国境山地でヒゲノガリヤスータカネヘビノネコザ群集 （大場1973〕，

朝日山系でタカネノガリヤスタカネヘビノネゴザ群集（大場1975）が記録され，それらは

タカネヘビノネコeザ上群集（大場1975）にまとめられている。ここには鳥海山八丁坂附近の

風衝斜面のタカネノガリヤス ータカネヘビノネゴザ群集 に属する調査例を加えて表示して

おく 。尚奥田他（1970）が岩木山で記録しているムツノガリヤス群落はタカネヘビノネゴ

ザ上群集に近い組成をもっている， 東北地方北部にはムツノガリヤスによって識別される

第三の群集が存在するものと推測される。

17. ナガハキタアザミ ーリシリスゲ群集 （表20,21. :22, 23, 24) 

Saussur2a riederi v. yezoensis-Geranium erianthum-Ass. 0HBA (1967) 

北海道の亜高山帯の広葉草原は尚充分な資料を得ていないが，その大部分のものはナガ

バキタアザミーリシリスゲ群集（大場 1967〕にまとめられると考えられる。北海道の山岳

では亜高山帯の環境分化が本州中部山岳などにくらべて充分でなく，広葉草原の生じ得る

雪崩糾面も規模が小さく，どのμ｜でも広葉草原の占める面積は狭い。 著者が夕張岳，日高

山系北部，大雪山群などで得た広葉草原はチシマフウロ，リシリトウウチソウ，ハクサン

ボウフウ， リシリスゲ，ナガパキタアザミなどが高い常在度を持っており 本州の亜高山広

葉草原とは色彩的に異った印象を与える。 本州中部山岳のものに比較して全般に花が淡色

に傾いている感がある。 このうちリシリトウウチソウとチシマフヴロはアラスカ太平洋岸

の多雪山地の広葉草原にも高い常在度を持って出現する点は興味深L、。 ナガバキタアザミ

のほかこの群集の標徴種としてはエゾミヤマソモソモ，エゾノサワアザミ ，リシリスゲ，

エソホソパトリカフト，タイセットリカブトなどが数えられる。 H下集の最も典型的な立地

は大雪山の黒岳北東斜面に見られるような急な雪崩斜面，特に沢ぞいの急斜面や崖主It上，

また 日高山系のようにカール壁の急斜面などがあげられる。 また大雪山や夕張岳のように

山頂部の平坦乃至緩斜面の凹状部に雪田的環境に接して見られることもある。 この雪田的

環境のものはイワイチョウ，アオノツガザクラ等の木来の雪田植物群落と混同，混合して

扱われている場合もある（TOIIYAMA1972）。 ナガバキタアザミ リシリスゲ群集の下位区

分は尚資料不充分のため仮の区分を示すことができるに過ぎない。 おおむね下記の4亜群

集が認められよう。

シブツアサツキ亜群集 （表20）：ナガパキタアザミ トウゲブキ群集としては特異なもの

で夕張岳の頂陵部の平坦で湿った所に見られる。 夕張岳は大部分が超i；恒基性岩i也で構成さ

れ特異な植物や植物群：治ーが多L、。 ここの海抜1500m附近は平坦な台地状でここは主として

ハイマツにおおわれるがその聞に雪蝕による凹所がありタカネクロスゲ，イワイチョウ，

ショウジョウスゲなどの湿った雪田底型の泥炭形成植生が見られる。 その周辺のかなり多

湿で泥炭状の土壌の厚い部分にはシブツアサツキ，ヒロハコメススキ， トモエシオガマ，

ナガハキタアザミ， リシリト ウウチソウ，シラネニンジン，ショウジョウスゲの常在度の

高い広葉草原が見られる。 特に湿った流水路縁などではイワイチョウが高い密度で群落の

下層に生ずるなど湿原的様相が顕著である。 しかし全体の組成からは雪田植生よりは広葉

草原に属するものと考えられる。群落の組成はかなり貧化していてナガバキタアザミーリシ



Saussurea riederi v. yezoensis Carex scita v. riishirensis-Ass. ( Hidaka-C,ebirge ) 

a = Typi sche Subass 

b = Subass von C,eum pentapetalum 
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Hidaka-Geb,rge (Hokkaido), Ohba, T, Murase, N., Ao十o,K. und lshizuka, M. 1964, 
Tottabeすsu-dakeund Po「oshiri dake 11-201. 
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Karte 11.調査地域（北海道〉， l＝礼文島，2＝利尻島，3＝大雪山群， 4夕張岳，5＝日高山系。
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Taisetsu (Daisetsu)-Massiv, 4 = Yubari-dake, 5 =Hidaka-Gebirge. 
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Tab 20 Saussurea r、ederi v. yezoensis-Carex scita v. riish1rens1s-Ass. 

Lid -Nr. 
Feld-Nr. 

Su bass von All ium schoenoprasum v. shi butsuense 

Meereshohe lml・
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Ne,gung 1-1 ヲ

GroBe d. Prabel l•che Im‘） 
Vege十a十ionsbedeckung I覧｝

Ar十enzahI. 
Kenn十axond. Ass 
Saussurea r i eder i v. yezoens is 
Trenn十axad. Subass. 
Al 1,um sch。enoprasumv sh' butsuense 
Deschampsia caespl十osav. fesすucaefoI ia 
Fau「iacri sすa-galIi ssp. japonica 
T「enn十axad. Var. 
Po I ygonum bi stor十a

Fi I ipendula mu l十ijuga v. yezoensis 
Ke門n十axad. hoheren E i nhe i十en
Pedicularis yezoe門Sis 
Sangu i sorba s十ipu I a十av riishirensis 
Ligularia hodgscnii 

Ranuncu I us acr is v. n i ppon' cus 
Peucedanum mu l十lv l十十aすum
Geranium er i an十hum
Orchis aris十aすa

Carex sc l十av.「＇ish,ren5's
Anすhoxan十humodoratum v. furum i i 

Arni ca una I ascens '5 
Hyper i cum kamすscha十Icum 

Ca I amagrosT is sacha I i nens is 

竺記豆主己
Ti I ingia ajanensis 
Ca 「exblepharicarpa 
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Viola langsdorffi' 
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Fes十ucaovina v. 
Meese 
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Fu門dor十 undAu十。「：
Yubari-dake IHokkaidol, Ohba, T U門d Sa十o,F. 1964 I 1-71。

リスゲ群集の他の亜群集とは相異が大きいが面積的ひろがりも狭く特に標徴種として挙け、

られるものもないので独立の群集とは認め難L、。 湿潤な超塩基性岩上の広葉草原としては

白馬岳のネプカ平附近のものが挙げられるがそこでも Alliumが多く 出現するのは興味深

L、。

タカネノガリヤス亜群集（表21）：夕張岳のシブツアサツキ亜群集の周辺で雪田を成す雪

蝕凹地の急斜面部や，ハイ マツj作落中に分在する小凹地で 融雪の早い雪田状の部分にはか

なり種類の多い広葉草原がある。 ここはタカネノガリヤス，シナノキンハイ ，ミヤマキン

ポウゲ，ナガパキタアザミ，チシマ フウロの量が多く，地表の革本第二層にショウ ジョ ウ

スゲが多L、。 群落の立地は東北地方などの雪国周辺型の広葉草原に対比されるものであろ

う。 群落は黒褐色粘質の土壌を形成し基岩の超i荒基成岩と群落の綬群とは一応隔離されて

おり群落中には夕張岳の超境基性岩上に特産する固有種や特異分布穫はほとんど全く見出

されなL、。 タカネ ノガリヤス亜群集は夕張岳山頂部など各所に露出する輝緑岩上にも分布

し両者の聞には組成上の差はほとんど認められなL、。輝緑岩上では小規模な谷頭部の雪崩

斜面にも生じている。

典型E群集（表22,23）：日高山系北部の戸蔦別岳，幌尻岳周辺の氷蝕カールの急斜面．や

大雪山黒岳附近の崖錐状斜面に生ずる雪崩草原を一括して典型亜群集とする。大雪山では

一部雪田周辺環境にも及んでいる。これら各地に共通して常在度の高いのはチシマフウロ，

リシリトウウチソウ， リシリスゲ，ハクサンボウフウ，ナガノ〈キタアザミ等である。 この

雪崩斜面は比較的遅くまで残雪が残るためかかなり湿潤でミヤマイ，イトキンスゲのよう

な好湿潤地性の種類が多いのが目立つ。 ToHYAMA (1972）のミヤマイハクサンボウ フウ



(Taisetsu-Massiv) Saussurea riederi v. yezoensis-Carex scita v. riishirensis Ass 

a = Typische Subass 

b = Su bass. von Ge urn pen tapeta l um 
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Au日erdemje einmal in Aufn. Nr. 2' Angelica acu十lloba v. iwa十ensis', in 3，問acropodi um p十erospermum • . 2; in 4' Lago十ls s十eII er i v. yesoens i s • ; in 7 F「l十l1 laria cam十scha十censis 
• . 2 ; in 11 Anapahl ls marga「l十aceav. angusすJor 1.2; Jn 13, Angellca edulls ., CJmJclfuga sJmplex • ; Jn 14・Saxifraga fusca • . 2 ; '" 16' LycopcdJum s i十chensev. n J koense • ; 
Jn 19, Gau I十heriamJquel Jana., TofJeldJa okuboJ • ; Jn 20, Ar十emJsJaarc↑l ca., Jn 21' Carex hakkodensis 1.2, i内 22・Shor十la soldanel loJdes v. alpJna 1 1, Ledum pal us十「ls 
v diversipJ losum • ; Jn z3, Phy I lodore coerulea 3.3, Rhacom l十「lu• canescens v. erJcoJdes • . 2 , CladonJa m l十1s 1 2, C.ladonJa oracJsl Ja v. elo門ga十δ.2, 
Deschamps J sa a十ropurpureav pa「amush,rensJs• 2, in 24 Clado"'a rangiter,na • 5,, ,, 25 Call ,ergonella sch「ebe「J • 2, Anemone yezoens J s 1.3, Sphagnum b' s十or十a 1.2 
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NeJgung 1-1 勺

GroBe d. Probeflilche Im』）

Vegeすa十Jorsbereckung I事）
Ar十enzahl
百石市axa-寸:-A5s
Saussu「ea 「lede「lv yezoens is 
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Aeon i十umyamazak'' 
CJrsJum pee十inellum v. alpJnum 
Trenn↑a>a d. Su bass. 
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Geum pen十ape十aI um 
Deschamp5' a f I exuosa 

Cop十15十ri foli a 
Phγl lodoce a leu十Jca
ドenntaxad. hoheren E J nhe i十en
Peuceaanum mu I十Jvi十十a十um

T「clI 1us r'ede「1anus

Renunculus acris v "'PPO門lcus 
Sangu J sorba s十ipu I a十av rJishirensis 

Gera"' um er Jan十hum
Carex sc i十av r1 '5hJrens'5 

HyperJcum kam↑scha十icum 
Rumex mon十anus

Vera十rumoxysepa I um 

ConJosel inum fll JcJnum 
Pleurrspermum cam十scha十icum 
GlycerJa a lnas十ere十um
TJ I ingJa holopetala 

Tha I J C十「umaquJ legi千olium 
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Sa I " rein i i 
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Exposition. 
Neogung （ー） ・ ゥ

GroBe d. Probef(ache (m-) 

Vege↑aす1onsbedeckung (i), 

Ar十enzah(
Kenn十axad Ass .• 
Saussurea riederi v yezoens1s 
Poa yezoe Ip i na 
Aeon i tum yuparense 
Taraxacum yupare門se
Trennすa×ad. Subass.・
Ca I amagros十1s sacha I i nens is 

Luzula「OS十「a↑a
Anapha Ii s margar i十aceav. angusすior
Picris hierac，。，desv. alpina 
Las十reaquerpaer十ensis 
Kenn十axed. hcheren Einhe l十en・

Trcllius 「iederianus v. japo門icus
Ra門unculusacris v. nipponicus 
Garan i um er i an十hum

Hypericum kam十scha十icum
Arni ca una I ascens is 
Peucedanum mu It iv i十十a十um

Orchis ari S十aすa
Polygonum bi s十or十a

Sangu i sorba s十ipuI a十a v. ri oshirensis 

Rumex mon十anus
Pedicularis resupina十av caesp l十osa

Care× SC l十a v r" sh o rens is 
PI eurospe「mumcamrscha十lcum 
Vera十rum longebrac十ea十um

Ligularia hodgsoni 1 
Pl a十an十heraohrydioides v takedae 

Salixreinii 
Hedysarum vicioides 
Gen↑i ana十rif lora v mon十ana
Pedicularis chamissonis v. japonica 

Bcykinia lycoc十onifolia
Ve「a十rumo>ysepa I um 

Hemerochal I is middendo「fIii 
Vera十rums十amineum

Al nus maximowiczi i 
Pl a十anすherachor is i ana 

Micros十ylis monophyl los 
Ped i cu I ari s yezoens is 

Tha Ii c十rumaqu i I eg i to Ii um 
Glaucidium palma十um
Hi e「aciumjaponicum 

He「acI eum du Ice 
Thal i c十rumminus v s十ipel la十um

Alchemi I la japonica 
Adenophora persciaefol ia 

生記ど主三
Carex b I ephar o ca rap 

Helonoopsis orienすaI is 
Vaccinium ovali千olium v. coriaceum 
Anemone narc1ssoflora 

Erigero門十hunbergii v glab「a十us
Viola brevi s十ipu I a十a

Ti I ingia ajanensis 
Parnass i a pa I us十ris 
Sol idago v i「ga-aureav. leiora「pa
Veronica sすelleriana v. longistyla 

Genすiananipponica • 
A「十emisiaa「C十ica 
Viola bi flora 
Be十ula ermanii 

Co「Soum spec. 
しuzulaol igan十ha
Aegcpod i um a I pes十re

Carex hakkodens is 
Saxifraga fusca 

Gau l十heriaadenothrix 
Tofieldia okuboi 

問。ose

－一百rachy十heciumspec. l.2 • 2 l.2 1.2 l.3 • l.3 • 3 I 2 •. 2 •. 2 
Ca 11 oergonel la schreber l ・ eφ.2 • • ). 2 . ). 3 

Pogona十umspec. ・・・ ー ー ー ＞.2 .. 2 

Au日erdemje einaml in Aufn. Nr. 2' Geum cal f一haefolium v. nipponicum., in 4, Pyrola alpina ., in 5, 
Hepa十icae>.2, Thuidium spec ., in 6' Leuco十hoegrayana v grayana ., in 7, Selaginel la helve十ica 
• 2, on 9・Macrop。dium p↑erospermum., Sorbus sambucifol i aφ2, Bupleurum nipponocum >; on 10. 
Polygonum viviparum., Vaccinoum voす，s-idaeav. minus ., Lycopodium sitchense v. nikoense I 2, 
Prune I I a vu I gar is v. I i I ac i na ., in 11 Po十en十i11 a matsumuraeる .2,Phy I lodoce nlpponica v oblongo-

ovaすa., Dicranum spec.～Bryum roseumφ.2 

Tab. 21 

Lfd -Nr .. 
Feld N「．・

5 6 7 8 9 10 11 
Yu Yu Yu Yu Yu Yu Yu 

13 16 14 12 61 20 11 
SE SSE SE ESE SSE SE ESE 
30 20 40 38 28 36 35 
36 36 30 24 36 48 
100 100 100 100 100 100 100 
32 30 30 33 32 35 46 

3 4 • 2 2.2 2.2 1.2 
• 2 • • 2 

1 2 2.2 13 33  3.4 1.2 

• . 2 • 
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Yubari-dake (Hokkaido), Ohba, T und Sa十o,F. 1964 Cl-11). 
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Tab. 24. Obersichtstabelle der Saussurea riederi v. yezoensis-Carex scita 

v. riishirensis-Ass (Hokk引do)

1 = Subass van A 11 i um schoenoprasum v. shi butsuense (Yubari-dake l 

2 = Subass. van Cal amagrosti s sacha linens is (Yubari-dake) 

3 = Typi sche Subass （出daka-Gebirge) 

4 = Typische Subass (Taisetsu-Massiv) 

5 = Subass van Geum pentapetalum (Taisetsu-Massiv) 

6 = Subass. van Geum pentapetalum (Hidaka-Gebirge) 

I 2 3 4 5 6 
Zahl d. Aufnahme 7 11 7 15 10 13 

Kenn十axad. Ass.ー
Saussurea「leder i v yezoens is IV v II v IV 

Paa yezoa Ip i na 111 Ill IV 

Aeon i十umyamazakii II 

Ci rs i um pee十inel lum v. alpinum 

T renntaxa d. Su bass 
Deschamps i a caesp i tosa v. fes十ucaefoI i a v II 

A I 1 i um schoenoprasum v 

Fau「ia c「is十日－ga11 i IV 
Fi I ipendula mu l十ij uga v. yezoens is 111 

Trenn十axad Subass. ' 
Ca I amagros十is sacha I i nens is v II 
LUZL』la「OS十ra十a IV 

Pieri s hi e「acioidesv. alpina IV 

Las十reaque「pae「十ensis IV 

Anapha I is ma「ga「itacea v. angust i or Ill 

Trenn十axad. Subass. 

Gen十ia円a nipponica II V IV 

Geum pen十ape十aI um Ill Ill 

Vaccinium ovalifolium v co「iaceum Ill Ill 

Deschamps i a I I exuosa 111 II 

Sa I ix yezoa 1 pi na v 
Phy I lodoce aleu十ica v 
lくenn十axad. ho he「e門 Ei『；hei十en'

Ge「ani um e「ia 「1十hum v IV v 
Saussurea stlpulata v.「iishirens』S IV IV II 

Carex scita v.「iishirensis 111 IV II 
Aeon i十u『nyuparense II 

Adenophora pe「sciaefolia 
Trol I ius riederianus v riede「ianus 

Peucedanum mu It iv i十十a十um II v V IV IV v 

Hype「icum kam十schaticum v I Ill II IV 
Rumex mo『1十anus IV Ill Ill . 
Ranl」「；cuI us ac「is v. 円lppon i cus 111 Ill IV ＋ 

Orchis aris十a十ヨ v Ill 
Pedicularis chamissonis v. japonica II II II Ill 

Pedicularis yesoensis II IV 

Gen十ia門司十「illD「3 v. mon十a「10 IV II 

Sa I ix rein i i II 

Phleum alpinum Ill 

Pedicula「is resupina十a v caespitosa v 111 

Ligularia hodgsoni i Ill II 

Trol Ii us riede「ianus v. jape円icus v 

Pleurospe「mumcam十scha十icum II II 

Boykinia lycoc十onifolia II 
Vera十rumoxysepa I um II 
Pia十an十herachori s i ana 令

Coniosel i『；umIi I ic i門um II 4令

T「＂＇」十ve十十eriajape『；i ca ＋ ＋ 

Tha Ii c十「umaquilegifolium 4・
Veratrum s十amineum Ill 
Viola al I iariaefol ia . 
Herac I eum du Ice . 
Tha Ii c十rumminus v. s十ipel la十u『n

Hi erac i um japan i cum 4砂

Alchemi I la japonica φ 

Al nus maximowici i 

Hedysa「umvicioides II 

Pia十an十he「aophrydioides v. 十日kedae II 

Glyceria alnas十ere十l」m II 
Acon1十umgigas 
Tilingia holope十ala 
Tripe十aI eia b「ac十ea十a ＋ 

Loni ce「acham i sso i 
Weigelia middendorffii . 
Li I ium medeoloides 
lxe「is den十a十av. kimu「ana

Beg~＝~十.：「 ~ lepharicarpa v IV v v 
Paranss i a pa I us十「is Ill 111 II II v 
Heloniopsis o「ien十aI ia v Ill Ill v 
Anemone narcissiflora Ill Ill V 11 
Ti I ingia ajanensis Ill φ Ill 
Carex hakkodens is Ill ＋ IV 
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Tab. 25. Crepis hokkaidoensis Hedysarum vie、oides-Ass
Lfd.-Nr 
Feld Nr 
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Vege十a十ionsbedeckung <%1 
Ar十enzahI 
Kenn-u. Trenn十axad Ass ' 
Crepis hokkaidaensis 
Sedum i sh i dae 

1. 2 3. 3 .. 2 + 
2.3 1.3 2.3 

Ange I i ca acuすiloba v iwa十ensis 
Agropyron yezoense 
Kenntaxa d hoheren E i nhe iすen
Hedysarum vi c i o ides 
Arabis lyra↑a v. kam十scha十Ica 

Al I ium splendens 、
Tha I ic十rumminus v. s十lpel I a十uoげ
Pedicularis chamisso門isv japo門ica 
Acencphcra persciaefol ia 

Poa yezoa Ip i na 
Cue< SC i十a v riishirensis 

Aeon l十umyuparense 

生記ど主三
Barbarea o「十hoceras

Sup I eurum n i ppo~ l号um
Aquilegia flabePI語十a v. pumila 
Aegopod i um a I pes十「e
Geum ca I十haefolium v. nipponicum 
Sol idago virga-aurea v leiocarpa 
Gen十ianel la yuparensis 
Er，十richium nipponicum 
Sedum roseum 
Polygonum viviparum 

Campanula chamissonis 
Moehringia I a十eriflora 
Musci spec. 
Dian十hussuperb us v. spec i osus 

5十eIlaria nippo門icav. yezoensis 
Epi labium tau「iei 
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群集はアオノツガザクラやエゾコザクラ等の多く生ずる真の雪田植生と混成されている

が，そのうちトカチフウロ亜群集とされたものはナガノ〈キタアザミーリシリスゲ群集の典型

亜群集にほぼ一致すると考えられる。但しその調査は何れも 1m2について行われたもので

この調査面積は広葉草原に対して明らかに小さすぎ各方形区とも出現種が少なすぎる。本

報の表には或程度以上の出現種類を示す調査区のみを採っておいた。

チンク。ルマ亜群集（表23）：これは前述の典型亜群集より明らかに雪国環境条件の5齢、場
所に見られ，しばしばアオノツガザクラ，チングルマなどの優占する，融雪後に比較的乾

燥する雪田植生の周辺に生じている。 群落中には雪田植生からミヤマリンドウ，チングル

マ，アオノツガザクラ等が入りこんでいる。 雪田植生とその周辺との聞には両群落の構成

種の共存する移行帯が形成されるのは東北地方の山岳でも見られる所であるが，斜面角度

の強L、場合，すなわち環境傾度の5齢 、場所ではその移行帯の巾は狭く雪田植生と広葉草原
（しばしば禾本が優勢となるが〉との区分は明瞭である。しかし大雪山の五色ケ原のように

平坦な場所では移行的植分が巾ひろく，両者共存する移行帯を典型として把握する可能性

が出てくる。 ミヤマイーハクサンボウフウ群集はそのような例のーっと考えられる。尚この

問題は日本の雪田植生に関する用意中の論文て字雪田植生の側からも触れる予定である。 五

色ケ原などではチングルマ，アオノツガザクラ，キパナシャクナゲが谷地坊主状に盛り上

り，その小丘の聞の凹所にハクサンボウフウを主とする広葉草原の断片が生ずるのが見ら

れる。
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18. フタマタタンポボーイワオウギ群集 （表25)

Crepis hokkaidoensis-Hedysarum vicioides-Ass. ass. nov. 

夕張岳は趨塩基性岩の台地状の山形でその台地面には幾つかの輝緑岩の岩塔が散在して

L、る。 そのうち最も大きなガマ岩はその基部に礁の堆積した；崖錐を持っている。その礁の

崩壊しやすい斜面には夕張岳の雪国周辺的環境に見られるのとは種類組成の異なった崩壊

地型の広葉草原が見られるc 際移動のかなり激しい斜面では植被率はかなり疎でイワオウ

ギ，フタマタタンポポ，オオカラマツ， ミヤマラッキョウ等が主体となって群落を構成し

ている。 ここには夕張岳の超塩基性岩地の特有種は入りこんでいなL、。ただユウパリリン

ドウがわずかに生ずるが，これは大雪山なと 北海道の他の基岩から成る山にも見られるも

ので超塩基性岩地に特有な植物ではない。 この崩壊地広葉草原は夕張岳に限られるもので

はなく北海道の他の山岳にも分布するものと考えられる。手許にも大雪山白雲岳の崩壊斜

面てず得た断片的ながら類似の植生調査票がある。 群集としての性格は更に他の山地の資料

を加えぬと明らかにできないが， 一応 フタマタタンポポ イワオウギ群集として記録して

おく 。 フタマタタンポボーイワオウギ群集は明らかに本州中部山岳の崩壊地周辺草原であ

るタカネコウリンカ イワオウギ上群集に対応する北海道の群集と考えられイワオウギ，

ミヤマラッキョウ，オオカラマツ， ミヤマオダマキ3 タカネナデシコなど共通する種類が

少なくない。

19. レブントウヒレン ーチシマフウロ群集 〔表26a) 

Sau ssur~ a riederi v. insularis-Geranium erianthum-Ass. OttsA (1967) 

北海道の北端に位置する礼文島は長さ23伽ほどの細長い島で最高点でも海抜4卯 mで隣

接する利尻島が海抜1719mlこ達する円形の火111島であるのとよい対照を示している。 利尻

島はハイマツ帯の下限が海抜500mil付近にあるが礼文島ではほとんど海岸線からハイマツ

が現れるなど植生上の対照も著しL、。 礼文島の西海岸は，ほとんどその全長に渡って比高

100～300mに達する断崖で，ここは夏季に高い頻度で海霧が起り，強L、西風と共に特異な

植生を形成している。 西海岸にはハイマツにともなって高山， 亜高山性の植生が海岸近く

まで低下して生じており， 特に 高山帯上部を本拠とするカラ フトイワスゲ ーヒゲハリスゲ

群綱の風衝草原が見られるのは興味深い。 この風衝草原（レブンソウ オノエスゲ群集〉は

この西海岸断崖の岩棚や特に断崖上縁の風商を最も強く受ける突角部に生じている。この

断定上は比較的なだらかな斜面でチシマザサの丈の低いササ原となっているが，そのササ

原と断崖上縁との聞にトウゲブキ，レブントウヒレン，チシマフウロ，チシマワレモコウ，

エゾカンソウ等の多い風衝型の広葉草原、が帯状に生じている。 この風衝地広葉草原はまた

西海岸に流入する谷の斜面，特に風の吹き通す谷の斜面にも広くひろがっている。 これが

レブントウヒレンチシマブウロ群集（大場1967）である。群集の標徴種としてはレブント

ウヒレン，シコタンスゲ， レフンサクラソウモドキ， レブンキンハイソウなどが挙げられ

る。レフントウヒレンチシマフ ウロ群集と近似の海岸型の草原は，海霧が多く 夏に低温の

地域，特に千島には広く分布しているものと考えられ，また知床半島にも分布するものと考

えられる。 更に日本海沿岸の各地に点々と知られるトビシマカンゾウを生ずる海岸草原も

環境条件的には類似の場所を 占めている。 しかし佐渡などに見られる トビシマカンゾウを

含む草原はススキ群綱に含まれるもので，ここに取り扱ったE高山帯の広葉草原とは群落
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Tab. 26 Anthoxanthum odoratum v. furumii-Carex scita v. riishirens1s-Ass 

l = Subass. von Coelopleurum lucidum v. qmelinii 
2 = Subass. von Orchis aristata 
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分類上は一応無関係である。

シコタンスゲ亜群集 ，｜折崖上縁に接して生ずるものはシコタンスゲ，イブキト ラノオ，

オオハナウ ド， ミヤマキンポウゲ，レブン キンパイソウ等を識別種として シコタンスゲ亜

群集にまとめられる。rnせまく乾燥気味の所に生ずる植分は，土壌も薄く構成種も貧弱で
あるが，風下方向へやや下り気味の斜面では群落の巾がひろがり， 土壌が厚く群落高も高

くレブンキンパイソウの多いのが目立つ。
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30 大場 ；日本の軍高山広薬草原 2 

ススキ亜群集：やや内陸に入った風道となる谷斜面に見られるものはススキ，ヤマブド

ウ，ゴマナ，ヤマグワなどの種類によってススキ亜群集として分けられる。 このうち一部

の植分は山火事等によってトドマツ林等が破壊された跡地に成立したらしく，極めて厚く

膨軟な黒色土壌を有し歩くと靴が地中に半ば没するほどの所もある。

ミヤマオタゃマキ亜群集 ・これは礼文島中部のウエンナイ附近の内陸深く入った所の谷の

屈曲部の局地的風街地に見られる もので3 周囲はトドマツ林に固まれており谷に面した巾

の狭い急斜面のみが広葉草原になっている。 おそらく冬期には一種の雪崩斜面となるもの

と考えられる。礁のやや多い土壌は褐色で粘質が強く ，礼文島の他の広葉草原に見られる

ような軟かい土壊とは大いに異なり 3 本州中部山岳の風衝草原に見られる よう な枯性の強

L、壁状の薄い土壌である。

20. ミヤマハルガヤ リシリスゲ群集 （表26b) 

Anthoxantum otloratum v. furumii-Car2x scita v. riishirensis-Ass. nov. 

礼文島に隣接する利尻島はかなり浸蝕の進んだ火山島で，その中央に位置する利尻山の

山頂部は鋭L、岩i峰が並立している。 これら岩峰の聞のルンゼ状の斜面は小規模な雪崩斜面

と考えられ，そこにリシリスゲ，タカネノガ リヤス，イブキトラノオ，リシリトウウチソ

ウ等から成る草原が見られる。この群落はナガノくキタアザミーリシリスゲ群集に類似するが

ナガパキタアザミ ，エゾミヤマソモソモ等を欠きミヤマハルガヤ，サマニヨモギ，ウラジ

ロタデ，リシリオウギ，チシマアザミなどを生じている。 ここには利尻島固有の種類はほ

とんどなく， 北海道の他の山岳にも広く分布している種類ばかりであるが， 只ミヤマハル

ガヤは北海道における唯一の産地であってこの群落を特徴づけている。 ボタンキンパイソ

ウは利尻島に固有のものであるが，著者の調査には緩めて少ない。 群集としては特徴に欠

ける点もあるが種の組み合せは北海道の他の亜高山広葉草原に比較して独特である し，量

は少ないが固有種のボタンキンハイソウを含む点で仮にミヤマハルガヤ リシリスゲ群集

として認めることにしておきたい。

ミヤマハルガヤーリシリスゲ群集は南～西面の乾いた斜面に生ずるエゾノシシウ ドE群

集と， 東北面の被陰でやや湿度の高い環境に生ずるハクサンチド リ亜群集が区分できる。

著者の以前のフロラ調査の際の経験によれば 山］頁からやや北東に下った雪国周辺の斜面に

リシリトウウチソウ， リシリブシ，ボタ ンキンパイソウ等の生ずる雪国周辺型の広葉草原

があり，これが第三の亜群集となる可能性が強い。
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Karte 12. レプントウヒレンーチシマフウロ群集（1）ミヤマハノレガヤーリシリスゲ群集 〔2）およびナガ

パキタアザミ リシリスゲ群集（3）の分布

Die Verbreitung der Saussurea riederi v. insularis・Geraniumerianthum-Ass. (1), der 

Anthoxanthum odoratum v. furumii-Carex scita v. riishirensis-Ass. (2) und der Saussurea 

riederi v. yezoensis-Carex scita v. riishirensis-Ass. (3). 
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9. オニアザミーヒゲノガリ

ヤス群集 （飯盛山〉
Cirsium nipponense-

Calamagrostis longiseta-
Ass. mit Veratrum 
stamineum im 

Iide・Massiv (N-Honshu). 

10.オニアザミーヒゲノガリ

ヤス群集 （飯盛山〕
Cirsium nipponense-

Calamagrostis longiseta-



11.オクキタアザミートウゲ

プキ群集 （鳥海山〉
Saussurea riederi v. 
japonica-Ligularia 

hodgsonii・Ass. im 

Chokai-san (N Honshu〕．

12.ガンジュ アザミータカネ

ノガリヤス群集（早池峯111)
Cirsium ganjuense-
Calamagrostis sachal-
inensis-Ass. 
im Hayachine san 
(N-Honshu). 
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13.ナガバキタアザミー リシリ スゲ群集
〔日高山系・幌尻岳・七ツ沼カーノレ〕
Saussurea riederi v. yezoensis-
Carex scita v. riishirensis-Ass. in 
der Hidaka-Gebirge (Hokkaido). 

14. ナガパヰタアザミーリシ リスゲ群集
（日高山系 ・トツタベツ岳〉
Saussurea riederi v. yezoensis-Carex 
scita v. riishirensis-Ass. in der Hida 
ka-Gebirge (Hokkaido). 



15.ナガパキタ アザミーリシリスゲ群集
（大雪山・黒岳〕
Saussurea riederi v. yezoensis-Carex 
scita v. riishirensis-Ass. i:n Taisetsu・ 
Massiv. (Hokkaido). 

16.ナガパキタアザミー リシリスゲ群集

（大雪山・ 白雲fir)
Saussurea riederi v. yezoensis-Carex 
scita v. riishirensis-Ass. im Taisetu-
Massiv (Hokkaido). 
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17. レブン トウヒレン チシマフウロ

群集 （干し文島〉
Saussurea riederi v. insular is-
Geranium erianthum-Ass. in d巴r
Rebun Insel〔Hokkaido〕ー

18. レブントウヒレン チシマフウロ

群集（干し文島〕
Saussurea riederi v. insularis-
Geranium erianthum-A•s. in der 
Rebun Ins巴l(Hokkaido). 
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西丹沢水没地区（三保一世附〉の蘇苔類相について

レヒ’Fニ l士l 智！ 哉

A Note on the Bryophyte Communities in the Area to be 

merged in Dam in West Tanzawa, Kanagawa Prefecture 

Toshiya OrzuRu 

Summary 

In the pres巴ntpaper the author investigated the bryophyte communities, with 

special attention to their community structure, at Yozuku to Miho, western part 

of Kanagawa Prefecture. This area is surrounded by several mountains of about 

800 llOOm. alt. and there are several small rivers in this area. Th巴 forestvege 

tation is of the temperate broad leaved forest and main component was Quercus 

glauca and the plantation of Cryρtomeriαjaponicαwas also common. 

The bryophyte communities on rocks, on soil, and on miscanthus thatched roof 

were analyzed respectively. The structure of each community was shown in 

Tables 2 4. The characteristic species on rock at roadside were Didymodon canst-

rictus, Hyophila propagu!ifera, and Bηu m argenteum; on the miscanthus 

thatched roof the characteristic species were Dicranodontium denudαtum and 

Hyρnum p u mαeforme, on moist soil with the characteristic species was Thuid:"um 

kanedae, on sandy soil at riv巴rbed Rhacomitr:"um canescens, on rather dry soil 

composed of Anomo)ryum fi!iforme and Brachymen:・um ex』：te.

1. はじめに

現在，神奈川県の西端，酒匂川の上流で三保ダムの建設工事が進められている。 この地

域には水没する三保 ・此附の二部落が位置している。 そこでこの二部落の自然及び民俗資

料を後世に残すべく神奈川県教育委員会から委託をうけた酒匂）I／文化財委員会が， 1970年

7月から1974年3月までの約4ヶ年にわたり多角的視野にたって， 地質，動物，値物，民

俗の総合調査を実施した。 その結果は1974年3月に酒匂川文化財総合調査報告書として出

版された。しかしこの報告書には蘇苔類に関する記述がないため，著者は総合調査とは別

に，1974年1月から1975年11月まで，蘇苔類相の調査を試みた。 その結果蘇苔類群落の現

状の一端を知ることができたのでここに報告する。

本文に入るに先立ち，研究全般にわたり御助言，街l教示いただいた国立科学博物館植物研
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Fig. 2. 調査地域の概略図.x：調査地点

Maps showing the investigated area. X・・・・・・Sample plots 

究部井上浩博士， 同定困難な蘇類の種について御助力下さった調布市の斉藤亀三博士並び

に植生に関して街］教示をいただいた当館大場達之主任研究員の方々に厚く御礼申し上げま

す。

2. 調査地の概要

足柄上郡山北町三保及び世附地区は， 標高200～400mの低山地で， 東経139°3'' 北緯

35°24’に位置している。調査地は酒匂川の河口から約30向上流のところで， 丹沢山塊から

流出する玄倉 ・中川・｜主附の3本の川が合流する河川域にあたる（Fig.1, 2）。また調査地

は浸蝕が進み地形的に複雑で， 地質学的には丹沢の石英閃緑岩体の南側に位置しているた

めに， GreenTu力c（緑色凝灰岩〉が各種の変成岩に移り変わる地域で， 主として Green

Tuffと変成岩から成っている。

調査地域の気温を横浜地方測候所の統計資料（Tab！巴 1）によって横浜と比較すると， 1,

2月には中川大仏が2.0。Cと2.9° Cで， 横浜が5.0。Cと5.4°c，その平均差が約3.0。
Cある。また中川大仏の全年降水量は2095mm, 県内では箱根地区（大涌谷3232問〉に次い

で多く，降雪量は2月の多い時に25～30cmを記録している。

調査地域は常緑広葉樹林帯（ヤブツバキクラス域〉に属する（Fig.3）。

また調査地域は古くから人為的な影響をうけており， 自然植生は河辺沿いや，やせ尾根

にわずかに残存しているにすぎない。 この地域に自然植生または半自然植生として認めら

れるアラカシ ウラジロガシ群落は， 渓谷沿いの急斜面や露出した岩盤上の土壌が薄く乾

燥しやすい環境条件に生育している。 谷や沢沿いはヤマハンノキ，ヤシャブシからなるタ

マアジサイーフサザクラ群集が帯状に発達しており， また斜面の下部から尾根にかけて，

スギ，ヒノキの造林地に成っている（Fig.4〕。

39 



40 生出 ：商丹沢水没地区の対一苔類相

Fig. 3. 三保の全景 A view of Miho. 8 October 1975. 

3.調査 方 法

調査地点は世附）II・玄倉）11・中川川！の流域に24地点を選び， 方形区を82区設置した（Fig.

2）・a道路沿い 1）乾性の岩上， 2）向陽土上， b垂直な岩面〔湿岩）， c.河床（砂質土

上），d.沢沿い 1）湿岩上， 2）腐植土上と生育立地別に組成表に記録した。各方形区に出

現した蘇苔類については，各種ごとに， Braun-Blanquet法により被度を測定した。

群落調査の方形わくの大きさは， 主にO.lm2 (33×33cm）とし， 場所により0.25m2(50×50 

cm）とした。

球団 (1975）は市街地のギンゴケーツメクサ群落を調査し， 方形わくは主にO.lm2を使

用し， O.lm2のわく面積は普通の雑草群落の場合には小さすぎるが， 環境の違いに敏感な

蘇苔類のわ く面積としては， 過大と記述している。

Table 1. 神奈川県の温度と降水量

The temperature and pr巴cipitationat Kanagawa Pref. (1961-1970) 

県内月$<1平均気漏（骨商・長惜の平均） 1961 1970 （単位。 横浜帥方気割台網

場~ 1 月 2 月 3 月4 月5 月 6 月 7 月 8 月日月 1 0月 11月 1 2月全 年
Nakaga＜皿

DA!BUTSU 2.0 2.9 う，9 12,l 16.4 19.6 23.与 24,8 20.8 14,7 10,0 4,9 1 3. 1 

MATSUDA 斗，9 5,3 8.2 1斗，2 ヨ広 21.5 25.8 27.2 23.3 17.斗 12.7 7,9 1 5. 6 

YOKOHAMA 5,0 5，斗 8.2 13.9 18.3 21.6 25.』 27.2 23.2 17.2 12.6 7,7 , 5. 3 

×印は欠測を示す

県内平均陣ホ，（月別）.1961 1970 （単位mm) 描浜地方気象台調

2 月 3 月4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 1 0月11 月I12月｜全 年
7斗 73 13』 177 233 3斗9 229 299 192 149 121 I 6 5 I 2 0 9 5 

79 65 116 工斗9 198 303 172 200 157 162 104 I 70 I , 1 6 s 
58 63 101 128 182 277 116 130 136 170 96 158 l1s1s 
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Fig. 4. 世附のスギ造林地

Cryρtomeria jaρonica plantation at Y ozuku. 8 October 1975. 

上記の調査以外に， ダム工事により水没する世附神社近くの2家屋のカヤブキ屋根ヒに

着生する蘇苔類群落を調査した。 屋根上にはO.lm2 (33×33cm）の方形わくを32設置した

(Fig. 5）。 方形わく数はN面と S面， E面とW面がそれぞれ同数になる ように留意して調

査した。屋根の長さは東西方向に1Qm, 南北に 7mの長方形のために，南北面の方形わく

数が束西面のわく数より多くと ってある。 また， 調査区に出現した蘇苔類は全て標本とし

て保存してある。地衣類および高等植物は今回の調査から除外した。 樹幹，樹校に着生す

る蘇苔類群落についての調査は現在進行中であるので次回に報告する予定である。

4. 調査結果

今回の調査資料は組成表の比較によ って次のような群落に区分された。

a 道路沿い

1) i~Z:性の岩上 ， Didymodon constrictus Hyoρhi/aρroραgulifera群落

務合から浅瀬へは一 日数本ノくスが運行していたが，ダム工事の進！！日こ伴~ ¥, 現在パス

は運行を中止している。 しかし落合から三保を経て中川温泉へ通じる道路は，一般車鯛，

工事用車胴などで交通量が多い。 道路沿いに露出する岩石は丹沢の変成岩地帯に分布す

る緑色片岩類である。 この岩上は一般に乾燥が著しく Hyophi1aρァopagulifera,*

Didymodon constri ~ tus を主とし ， Bra ~hythecium brotheri, Entodbn chalf-

engeriなどのほふく型の群落である。 しかし局部的にやや湿った岩上では大形苔類の

!W苔類の和名は Table2～4の組成表に記載したが，学名と和名は主として保育社版の日本務苔

類図鑑に準拠した。
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Fig. 5. 屋根上の方形わくと覇軍苔類の植被状況

Diagrammatic sketch of miscanthus thatched roof. showing the place of investigated 

quadrate frameworks （口）and distribution of bryophytes ( t的

Cono::eρha!um conicum, Cono::eρha!um suρradecomρositumが大きな 7 ツ 卜

(50×5Qc的を作り， Plagiomniumtri::homanes, Fissidens spp., Heteros ~yρhu s 

bes ;herelleiと共存している。

落合から西へ世附川に沿って約2kmのところに世附がある。

落合及び方の口の西斜面の乾燥している緑色片岩上では， ！！if類の Hyoρhilαρroρa-

gulifera, Didymodon constrictusを主とする群蒋が優占している。岩の割れ目には

Campyloρus jaρonicusが塊状に着生している。J/:.yoρhilaPropagulifera, Didy-

modon constrictusは群落の延長が50mにおよふりてき！なものを形成している。苔類の出

現は皆無で，イワヒパ （Selaginellatamariscina）とシバヤナギ（Sali「xjσρonica) 

がわずかにみられる程度である（Fig.6）。

道路沿いの岩石上に着生している蘇苔類の多 くは， 乾燥に適応した形態をしている。

例えば， 落合から方の口に至る緑色片岩に着生するHyoρhilαρroρagulifera,Didy-

modon constrictusは， 雨後は葉を広げ緑も鮮かに生きかえるようになるが，やがて

葉を密着して重なるか，内曲して縮れる。このよう な生育形態をも った着生種は， 乾燥

に耐え，また自動車の排気ガスから 自己を防御していると考えられる。

延原 （1975）は Hyoρhilaρroρagulifera, Bryum argenteumが降雨後の水分

保持量が極めて高いことを観察し， 記述している。 この性質が道路沿いの乾燥した環境

に生じ得る要因のーっとなっていると考えられる。

時田（1973〕は， Hyoρhilaρroρaguliferaが Bryumargenteu m より もS02

に対して耐性が強L、と記している。

落合から世附へ向う道路沿いの緑色片岩は， 落合発電所や方の口付近では局部的にコ

ンクリ ー トで覆われている。コンク リート壁面の群落は， 蘇矧の Bryumargenteum, 
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Fig. 6. 落合一方の口聞の乾燥した岩体

The road-side dry rock along way between Ochiai and Hounokuchi. 14 November 

1975. 

Didymodon constrictusの数種にかぎられている。Bryum argenteumは路傍の

勺まこりっぽL、ミコンクリートの壁面によく生育することが知られている。 ほこりを吸

着，蓄積しながら生長して，厚さが3cm以上になる大きな蘇座を形成する。 コン クリー

ト壁面は級密で滑らかなために，Didymodon constrictusと Bryum argenteum 

以外が蘇座を形成することは不可能のようにみえる（Table2）。苔類は壁面が常に乾燥

している状態のコンクリ ー卜上では， 着生がみられない。

著者の調査では道路沿いの乾性岩上と コンクリート上の蘇苔群落の種類組成には大き

な差が認められず，コンクリート上では， Bryumargenteumの多い傾向が認められ

たのみである。 この点については更に調査する必要があると思われる。

2）向陽土上 ・Anomobryum filiforme-Brachymenium exile群落

ダム建設により荒廃している三神障道のローム層上では蘇類の Weissia controve-

rsa, Barbula unguiculata, Funaria hygrometricaの多い傾向が見られる。また

これらの群落と共に Atrichum undulatum, Phaeoceros laevis subsp. carolini-

anus, Conoceρhalum supradecomρositumなどのプロック状群落も見られる。

b 湿った垂直な岩面 白Bryoxiphiumnorvegicum subsp. japonicum群落

岩面が垂直で湿っている所では蘇類の Bryo xiρhi um norvegicum subsp. j aρoni-

cumが優占種で， Plagiomniumcusρidatumや苔類の Heteroscyρhusbeschere!lei, 

Lejeuneαjaρonicaを伴って出現する傾向が見られる。 Plagiomniumcusρid a tum 

や Plagiomniummaximovicziiの長いストロン状の校による繁殖が見られる。それ故

に上記2種は他種よりはやく岩面を覆い優位にたつ傾向が見られる（Fig.7）。
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生出：西丹沢水没地区の.(i1平吾類中日

帥

…
叩

M

e

M

H

h

e

e

e

e

川

山

附

？

r山

い
山
川

一
弘
e
L

U

e
m

川口
L

e

e

r

r

附
M

p

u

r

r

口
以
川
ゲ
山

J

M

……u
……附町一一
ω

……仙川…む…………日……一一一………………純一……時的…一

明

い

よ

な

目

立

は

川

口

山

川

町

川

お

h

h

M

k

h

M

む
に
む
に
に
M

M
出

向

制

川

M
h
h
同

沼

町

四
H
訂

a
H
J
o
日

ぅ

一

3

2

2

2

2

E

G

o

－
 

ri

’E－
一

‘，

a
円
叫

n
a
問

i
向

日

生

一

．

2

2

A

E

O

一

ぼ

d
市

叫

u
h
J
M
O
M
3

一

・

3

2

l

p
u

－
 

問
吋

η

Z

J

日
目
加

H

一

・
・
・

・
e

2

3

3

0

‘
U

o

一

1

6
8
時

a
u
－－円四
3

て・

・・

・・

3

n

r

E
，
o

－
 

U

官

一

V

円刀帥
a
s

山
曲

2

一
・

・

・

一ら

吋
．

n

o

一

n
H
φ
ι

1

1

一

au

コ

一

b
H
リ
盟

ι124叩
印

7

一
・

－e

i

一

c

o

o

－
 

0

5

2

3
喝
“

S
汚

O
旧
6

一－－

－

A

3

2

3

T
A

I

－
－
：

一

、
vd

o

一

！
f

i

s

t

2

d

f
；
ラ

一

時
間

品

川

1

J

6

一

事

仰

げ

M

A川
6
A
w
a
川

1
氾

m
N
7

一

－－

－

－3
3

1

2

類
m

1

1
1
4

E

O

T

一

苔

引）

C
9
2
；
U
2
3
一

山峰山

町

K

8
h
9

：1
1

1

J

一

・

・

2

3

1

・1

：

2

6

5

－

る

w
w

。
一

す

m

h

；
t
r」三一

3

1

育

g
は

6

d

d

N

自
主
二

2

3

1

－

生

活

廿

o

一

こ

山

口

町

3
2
3
b
川
町
田
印

8

一

色

2
B

面

h一
い

；

加

b

L

日

加

げ

一

3

3

2

2

2

kr

コ
i
e

o

一

一

円

W

3

7
リ
b

剖

山

羽

田

同

一

；

2

－

リ
l

b

2
引

A
F
U
町

出

店

句

9

一22
1
1

’’
P
A
Y目晶

、

d

一

J

，
o

e

s

m
u
a
出
ぅ
同
ゆ

7

一

ン

r

d

f

5

3

：7

3

i

t
 

コ

比

古

n

d

 

u
a
 

上

品川

m

石

川

岩

G
向、

山

・Ri

－

－

i

an 

M

H

M

沼

通

’

i

i

s

E
 

同

m

同

a

－一叩

H

開

附

山

m

m

問

H
口

四

日

間

品

川

附

叩

山

山

知

山

田

川

畑

町

町

仇

山

肌

im

川

叩

山

白

a

M

M

州

内

川

山

a

m

山
川

｛

u
u

－
一I
U

1

9

d

i

c

e

E

。f
p
h
a
g
佃

e

c

i

ω

m
s
t
a

－－且

n
刊

N

a

r

s

－句
ゼu

r

r

M

吋

町

山

一

山

川

町

内

山

似

日

向

川

叶

川

町

開

p

町

内

仰

酬

h

町

H
a
v
m
M
h
削
引
は
向

町

制

u
廿
山

H
N
川
ー一

h
m
耐

叩

kmLm

山

山

山

日

目

一

一

山

内

同

町

川

仙

川

川

叫

引

同

開

m
b
m
伺

b
a
抑

m
p
v
し
山
“
山
間
同
日
川
町
山
刊
肘

一一

a
m

－hm
仰
山
川
町
山

P
M
h
M
P

江

川

山

山

一

一

日

山

明

…

口

出

向

山

一

記

山

川

丸

山

M

m
山

一

川

開

山

川

一

…

ぷ

川

口

一

山

叫
ん

川

町

立

山

山

口

一

い
い

t
m

山
山
。

一町
山
ー
一
山
山
山
ぃ
阿
川
町
制
i
H
h山

川

叩

川

町

山

山

山

町

仰

向

川

h
m
n
町

川

叫

州

川

明

日
一
肌
畑
一
川
山
市
川
町

h

u
山
一
山
町
巴
戸
川
山

町

山

口

一

U
U
一
百

一

山

…

江

口

出

rm山一
一

一

一

一

一

一

日

叩

…

山

む

川

町

一

山

山

山

山

山

山

山

山

…

出

む

口

山

h
u
九
刷
出
白
日

h
h
rM

一回

開

h
h
u
』町

円

u
h
h
m
h
肘

h
k
陥
臼

L
m
m
h
h
L町
h
h
U
M
M
h
h
h
仏日
出

町
内
町
印
刷
行
円
山

h
L町
L円
円

L刊比
m
L
m
m

Fig. 7. 湿った歪直岩面；ニ着生するエビゴケ ・ジャゴケ

Bryophyte community on wet vertical rock, with Bryoxiphium norvegi・cumsubsp. 

jaρonicum, Conoce戸halu1丹 SUρradecomρositum,and some small ferns. 
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Fissidens 

床

1）砂質土上；Rhacomitriumcanescens群：溶

河床の乾燥した砂質土上では Rhacomitriumcanescens, Hyρnumρlumaeforme 

の蘇類群落の形成が著しく見られるが，他の蘇苔類はほとんど見られなL、。

河床に近似した環境と思われる三保中学校校庭の低木の植え込みの下にある砂質土壊

では， Rhacomitrium canescensや， Hyρnumρlumaeforme, Trematodon 

longicollisが混在して大きな群落を作っている。 苔類はわずかに Marchantiaspp. 

が生育している。

2）河岸岩上，

W:附の河岸の湿岩上では， Thamnobryumsandeiと Philonotissp, 

grandifrons （ホソホウオウ ゴケ〉の群落がみられた。

河c 

沢沿 い；

1）湿 岩上；ThαF

沢は適度に混A気が保たれるので、， 蘇苔類 ・革本植物 ・シダ類の植被が多L、。湿岩上で

は1方形わく内の蘇苔類の出現種類が多い傾向である。蘇頒のThα？

や Philonotisspp.がみられる。
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Japanese name 
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Fig. 8. 北面屋根上に設置した方形わく

North side of miscanthus thatched roof with quadrate frame-

work. 8 October 1975. 

Table 4. カヤプキ屋根上の蘇苔類群落

Bryophytes community on the miscanthus thatched roof. 
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流水近くの水しぶきがかかる岩上では，好多湿性蘇類の Dichodontiumρelluci-

dum, Cratoneuron filicinumが群生しているのがみられる。湿岩上の苔類 は，

Heteroscyphus bescherellei, Lejeuneαjαρonicaが多く着生してしも。

2〕腐植土上；Thuidiumkanedae-Taxiρhyllum aomoriense群：搭

調査個所における腐植土上の群落は，いずれも広い面積を1種で占めている場合が多

く，このよう な地点の 調査を行なう場合には， O. lm2 (33×33c的 の方形わくでは面積

が狭く ，種類組成の違いが明らかにならないために， 方形わくは最大の0.25m2(50×50 

cm）を使用した。Thamnobryumsandeiやほふく型の Taxiρhyllumαomoriense,

Thuidium kanedaeなどの大形蘇煩が多い。直立型で大形の Rhodobryumgigan-

teumや Hyρopterygiumfaurieiが散生している。 この種は大きな群落を形成する

ことがなく ，数個体ずつ生育している（Table3）。

以上述べた蘇苔類j汗務の群落分類上の取り扱L、は， 今後他地域の資料と比較考察して決

定したいと考えている。

e カヤブキ屋根上；

近年カヤ等の草屋根の家屋は著しく減少しつつあるが， 県内では三保および世間地域は

草屋根が比較的多い所として知られていた。

カヤブキ屋根上の群瑞：については， 宮脇（1956）の横浜市保土ヶ谷の報告例がある。保

土ヶ谷では屋根の北面が最も種類数が多く ，他の面は著しく構成が少なし、。保土ヶ谷の各

面に共通して生じるのは， Bryum aアgenteum, Ceratodon Jうurρureus と地衣類の

Cladonia conistea （ヒメ ジョ ウゴゴケ），Cladoniαρityreα（ヒメレンゲゴケ〉と記し

ている。

調査を実施した屋根は， 大部分が約42度傾斜しており， 屋根の最上部では勾配は急にな

Fig. 9. 南商のカヤプキ屋恨

South side of miscanthus thatched roof. 8 October 1975. 
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つでいた（Fig.5）。N面は世附神社境内に隣接し，境内のスギ林の影響下におかれ，カヤ

が常・に湿っている（Fig.8）。S面の前は庭で終日日照を受けカヤは乾燥して上へそ りかえ

っている。蘇苔類と維管束植物の着生量は，N>E>w>sの順になる。 蘇苔類の種組成
と量は， Dicranodontium denudαtum>Hyρnum ρlumaeforme > Leucobryum 
nei!gherrense>Polytrichum communeの傾向がみられる（Table4）。

i停類の Dicranodontiumdenudaturnは， E,W, S, Nいずれの屋根上にも着生

し， N面において Polytrichumcommuneを混在している。Hyρnumplumαeforme 

は， N面，W面の屋根上にみられる。Leucotryumneilgherrenseは， N面，W商で塊

状群落を作り，特lこW面の屋根の下部で30×30C躍の大きな群落を形成してL、る。

N面屋根の蘇苔類の植被率は70%,維管束植物が30%を占めており ，S面では蘇苔類が

5%, 維管束植物が0.5%となっている。 N商の相対比 Cb/a）は 2.3, s iiiでは10を
示す。 以上のことからN面では 蘇苔類が維管束植物よりも 2.3倍多 く着生しており， こ

の屋根の環境条件に蘇苔類が適応していると考えられる。 またS面では蘇苔類の植被は維

管束植物のそれを大巾に上まわっている。 S面はN面に比べて維管束植物，蘇苔類の着生

量がともに少ない（Fig9）。S面はN面に比べて維管東植物，蘇苔類の生育環境としては，

不適当な立地だといえる。維管束植物の生育状況が悪いにもかかわらず，蘇苔類は維管束

植物よりも多く生じていることから，蘇類のDicranodontiumdenudatumは乾燥に対

して耐性が強いと思われるが，このことから Dicranodontiumdenudatumは Bryum

argenteum類似の生育型を示すことでもうかがえる。

W面とE面の雇根上の植被率は， 維管束植物では5%の差であるが，蘇苔類ではE面の

植被率がW面の2倍にな る。 E面に多く着生している Leucobryum nei!gherrense, 

Po!ytrichum communeがW面ではみられない。E面はW面と比べ，1日の日照時聞が

短かく， 午後からは日陰になるので屋根は常に湿っている。 W面は午後から 日射を受け，

カヤが水分を内部に留めておく間もなく蒸発するので， 屋根上は乾燥状態になる。Leuco-

bryum neilgherrenseと Po.'ytrichum communeが乾燥しやすい W面に見られない

のは，両種の水分要求度がかなり高いためと思われる。

｜主附のカヤブキ屋恨のN面， E面には， LeucobryumneilgherrenseとPolytrichum

communeが着生しているが， 両種は本来地上や， 木の根元に生育する蘇類であることか

ら， 今回の調査において最も興味ある現象と考えられる。 屋根上のW面，E面は日陰でし

かも多湿のためにカヤの腐植化が著しし、。 この両面に着生している Leucobryumnei伝－

herrense, Po!ytrichum communeが本来の生育地を離れて屋根上に生育していること

については， N面の裏山から本種の葉の断片などが， 風によって多湿なN面， E面上まで

運ばれ，付着したものと考えられる。 N面，E面は栄養体が発芽し成体になりうる水分が

充分存在するので，本種の群落が形成されたと思われる。 Leucobryum neilgherrense 

はよく 胞子を着けるので屋根上でも発芽し うる と考えられるが確証はなL、。Dicranodon-

tium denudatum l心、ずれの面にも生育しているが， このこ とはこの積が乾燥に対して

耐性をもち，どの屋根の面においても適応している種と考えられる。

S面，W面は乾燥が著しいが， とくにS面は維管束植物や蘇苔類はほとんど見られず，

わずかに Cladoniαspp.が群務を形成しているに過ぎなし、。 しかし最も乾燥する所は全

く無植生である。

カヤ屋根の材質について保土ヶ谷では，ススキ， アズマネザサが使われているが， 世附
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では大部分がススキと思われる。保土ヶ谷と世附の屋根上で共通な種は， Hyρnum plu-

maefoァmeの一種にすぎなし、。従って屋根上の群落は，地域によってかなりの変異があ

るものと考えられる。今後県内各地のカヤブキ屋根上の群：1%について調査を進めたい。

5.おわりに

酒匂川上流， 三保ダム湖によ って水没する地域の蘇苔類群洛について調査を実施し， 世

附の道路周辺，沢沿い， 河床，カヤブキ屋根上などの蘇苔類群落を記録した。 この地域の

蘇苔類植生には，特記すべきものは見出されなかったが， ただ本来樹幹下部や湿岩上に着

生する Leucobryum neilgherrenseや地上生の Po!ytrichumcommuneが屋根上で

群生していたのが注目すべきことであろう。 今後ダム完成後の三保及び世附の蘇苔類全般

にわたり，種類組成の変遷を調査してしぺ予定である。
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PI. 1 生出 ：酉丹沢水没地区の蘇苔煩相

i場

3 

Explanation of Plate 1 

Fig. 1 Dicranodontium denudatu1河（Brid.〕E G. Britt. on miscanthus thatched roof. 

Fig. 2 Hyρnum Plu附aeformeWi!s. on miscanthus thatched roof. 
Fig. 3 Polytrichu1河（Hedw)on miscanthus thatched roof. 

Fig. 4 Dumortiera h・rsuta〔Sw.)Reinw目 etal. on mo凶 soil.

Fig. 5 Plagiomnium cus戸idat山内 Hedw.and Conoceρhalum suρradecomρositu1但
(Lindb.) Steph. on wet rock. 

Fig. 6 Didymodon constrictus (Mitt) Saito. on dry rock. 

6 
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New Species of Rhyacophilidae 

(Trichoptera : Insecta) 

Mineo Ko BAY ASHI 

ナガレトビケラ科の新種について

著者はトピケラ 目 （昆虫〉の標本を分類整埋している過程において， 新種と思われる個

体を数個休見出した。 そこでこれらの個体を既知種と比較した結果，明らかに新種である

ことが判明したので，ここに新種として発表する。 （小林峯生〉

During the past twenty years many specim巴nsof J a panes巴caddisflieshave 

been studied, most of which are in the collection of the Kanagawa prefectural 

Museum in Yokohama, Japan. Many others, however, been submitted by oth巴1・

institutions for identification. Inevitably many undescrib巴dspecies have been 

found in these materials. This paper is presented to provide names for these 

species so that this material may be dispos巴dof properly, and to facilitae future 

inclitification of caddisfli巴Sin this family. 

Family RHYACOPHILIDAE 

The Rhyacophilidae are composed of two very distinct subfamili巴s.The sub-

family Rhyacophilinae temparate in distribution and is known many species from 

the Japanese Region. The genus Rhyacophila is widespread over most of the 

region. 

The larvae are all free-living, and apparently promarily predaceous. They live 

in fast-flowing, and generally, cool water, which limits th巴irdistribution to hill 

or mountainous areas. 

Genus Rhyacophila Pictet. 

This genus is known from the Japan and China, Sibelia, and Southeast Asia. 

There are numerous species in the genus, 38 having been describ巴dpreviously 

to the 5 herein described. Few, howev巴r,are known from巴noughlocaliti巴Sto 

give a clear indication of their overall geographic range. 

Rhya;oρhila asahiensis sp. nov. 

Figures 1-3. 

ADULT. Insect brownish, of medium size. Length of forewing 8 mm. Head blak 

ish brown; oceli black. Antennae blackish brown, paler than the head. Basal 

joint of the same colour as the remining joints. Legs and palpi pale brown. 
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Maxillary palpi five jointed, the first two joints short, and the thir・dlonger and 

thinner, terminal joint as long as the fourth joint, not articulated. Labial palpi 

four-jointed, the first joint short and stout, the third joint long, as long as the 

t巴rninalone. Anterior wing blackish brown, elongated. Stigma darker than the 

rest of the wing; the usual white patches at r m and m-cu. Posterior wing 

blackish brown, paler than the anterior wing, narrowed. Stigma darker than the 

rest of the wing. Male abdomen with numerous small potches of dark on the 

tergites, the third and the fourth sternite with one corss lines; the fifth sternite 

with broad plate; ventral plate of the eighth sternite short, and acuted at apex. 

Male genitalia: Ninth segment with ventral portion much shorter, middle and 

dorsal portion much rnoderally long, apical margin with a few bristles. Tenth 

tergits short, apical margin with the apical portion sinuate to produce a slender 

ap巴x.Anal sclerite much small. Clasper with basal s巴gmentalmost parallecl side, 

apical segment narrowed apically, almost projectile-shaped. Aedeagus with base 

broad, apical portion divided to two lobes, stigam-shap巴cl.

MATERIAL.-Holotype, male・ Asahimura, Niigata Pref., 25 September 1968・

Mus. No. 2206; M. Kobayashi leg. Paratype, male. Same data, 4合.Mus. No. 2204. 

Rh ya ;oρhilc hayakαwai Kobayashi, R. shiraishiensis Kobayashi, and R. asa-

hi ensi s, new sp巴cies,from a closely related group of species hardly differing in 

shape of clasper or aedeague. From its congeners R. asahiensis may be easily 

recongnized by the structure of clasper and aedeagus. 

Rhya ~ophila nagaokaensis sp. nov. 

Figures 4-6. 

ADUL T.-Length of forewing 7, 5 mm. Head dark brown. Antennae yellowish 

brown. Legs and palpi yellowish brown, paler than the antennae. Maxillary palpi 

five-jointed, the first two joints short, clothed with long stout hairs, and third 

longer, terminal long, not articulat巴d,acuted at apex. Labial palpi fo山」jointed,

the first joint shortest, with a few long hairs. Anterior wing dark brown, broaded. 

Stigma darker than the rest of the wing; the radius jointed to the mid by a trans-

parent vein. Posterior wing dark brown, paler than the anterior wing. Stigma 

darker than the rest of the wing. Tergite of male abdomen dark brown, sternite 

yellowish brown; ventral plate much long produced, rounded at apex. Male 

genitalia. Ninth segment dorsal and ventral portion short, medial portion long. 

Tenth tergites broad, long, apical margin rounded, lateral margin emarginated at 

basal portion. Anale sclerite with fairly broad base and having its apical margin 

a triangle incision the midline. Aedeagus divid巴d to two long lobes; aedeagus 

tubular tapering to a slender apex. Clasper with basal segment constricted in 

middle flatened at apex ; apical margin broad, posterior margin gently incurved 

the midline. 

MATERAL.-Holotype, male: Nagaoka, Niigata Pref., 15 May 1966 Mus. No. 
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2250: K. Baba leg. 

This口巴wspecies resembled to Rh ya 70ρhila shJkigαωαna Kobayashi in struc-

ture of body and wings, but it is earsly distinguished from R. sfnkiga川αnaby 

in shape of clasper and aedeagus. 

Rhya::ophila lwwaralo::nsis sp. nov. 

Figures 7-9. 

ADUL T.-Lenth of forewing 8, 5 mm. Head dark brown; oceli black. Antennae 

dark brown, paler than the head. Legs and pairコidark brown, paler than the 

head. Maxillary palpi five-jointed, the first two joints short and the third longer, 

terminal joint as long as the fourth joint, not articulated, t巴rminaljoint acuted 

at ap巴x.Labial palpi four-jointed, the first joint shorter and thic'<er than the other 

joints, terminal joint as long as the third one, acuted at apex. Anterior wing 

dark brown, narrowed. Stigma darker than the rest of the wing; the radius 

jointed to the mid by a transparent vein. m-cu become transparent. Posterior 

wing dark brown, paler than the ant巴riorwing, narrowed. Stigma darker than 

th rest of the wing. Male abdomen without patches on tergite; ventral plate 

slightly processed. Male genitalia. Ninth segment enlarged laterally. the tenth 

tergite much elongated backwardlly. Anal sclerite long, stout, with a fairly 

narrow base and broaded apex. Clasper with basal segment almost pralled side, 

apical segment narrowed apically. A巴deaguswith a small rounded base; ventral 

with a pair of hook like processes. 

Rhya::o.ohi!a vercunda Tsuda, R.ρa;ata Tsuda, and R. lwwaracocnsis, new 

species, from a closely related group of specis hardly differing in shape of clas-

per or aedeat』s.From its cong巴nersR. kawaraboensi・smay be easily distinguished 

from the above species by the structure of male genitalia. 

MATERIAL. Holotype, male: Kawarabo, Mt. Hayachine, Iwate pref., 4 July 

1973 Mus. No. 4990: M Kobayashi leg. 

Rhya::ophila hαya::hin;nsis sp. nov. 

Figures 10-12. 

ADULT. Length of forewing 7, 7mm. Head dark drown; oceli black. Antennae 

blackish brown, paler than the head. Legs and palpi pale brown. Maxillary palpi 

five-jointed, the first two joints short, and third longer and thinner, terminal 

joint as long as the fourth one, not articulated. Labial pal1コifour-jointed, the 

first joint shortest and stout, the third joint long, as long as terminal one, termi-

nal joint acuted at ap巴x. Ant；巴riorwing d呂rkmosky. Stigma darker than the 

rest of the wing. Posterior wing dark mosky. Stigma dark. Male abdomen dark 

drown above, slightly lighter brown below the fifth sternite with large plate; 

ventral plate of the eighth sternite slightly processed, acuted at apex.恥falegeni-

talia. Ninth segment with dorsal portion much longer, medial and ventral portion 
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mod巴rallyshort, apical margin with a fairly borad base and slightly bulbous 

sharp巴d apex. Tenth tergites short, acuted at apex in the side. Anal scierite 

slender, rounded at ap巴x. Clasper stout, with basal segment almost paralled 

side, apical segment beans-shap巴din the sid巴. Aedeagus with broad, narrowed 

apically, medial portion with a pair of small spines. 

MATERIAL.-Holoype, Male・ Kawarabo, Mt. Hayachine, Iwate Pref., 4 July 

1973: Mus. No. 4992 ・ M. Ifobayashi leg. 

This new sp巴ciesresembled to Rhya :o/Jhila ulmeri Navas in shape of clasper, 

but it is easily distingushiecl from R. u!meri by the structur巴 ofAedeagus. 

Rhya;;oρhila niizakiensis sp. nov. 

Figures 13 15. 

ADUL T.-Length of forewing 8, 5 mm. Head dark brown. Antennae dark brown. 

Legs and palpi dark brown, paler than the antennae. Maxillary palpi five-jointed, 

the first two joints short, with a few long hairs, and third longer, terminal long, 

not articulated, acuted at apex. Labial palpi four-jointed, the first joint shortest, 

with a few long hairs. Anterior wing dark brown, broad巴d. Stigma darker than 

the rest of the wing; radius jointed to the mid by a transparent vein; m cu 

be com巴 transparent. Posterior wing dark brown, paler than the anterior wing. 

Stigma darker than the rest of the wing. T巴rgitewith brown numerous potches, 

ventral plate slightly processed. Male g巴nitalia Ninth segment broad dorsal and 

ventral portion short, median portion slighty long. Tenth segment typical; Anal 

sclerite with broad base and rounded apex. Clasper with basal segment almost 

paralled side, apical segment broaclecl, apical margin rounded. Aecleagus with 

small basal cup, the sagittate process well-clevelopecl, lateral processes of aecleagus 

simple. 

MATERIAL.-Holotype, male. Riv. Niizaki, Yugawara, Kanagawa Pref., 24 Jun巴

1973: Mus. No. 5036 M. Kobayashi leg. 

This new species is easily distinguished from the other sp巴ciesby the structure 

of male genitalia. 
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Figures 1 9. Male g巴nitalia. RhyacoPhila asaniensis, new species: 1, lateral; 2, dorsal; 

3, ventral. R. nagaokaensis, new sp巴ci巴s,4. lateral, 5, dorsal, 6, ventral. R. kawaraboensis, 

n巴wsp巴cies:7, lateral ; .8, dorsal ; 9, ventral. 
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Figures 10-15. Male genitalia. RhyacoPhila R.hayachinensis, new species: 10, lateral, 11 

dorsal; 12, ventral. R. nz・izakiensis,new species: 13, lateral , 14, dorsal, 15, ventral. 
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静岡県の更新統産のノコギリガザミについて

ネす 岡 健 作

Pleistocene Remains of the Portunid Crab, Scylla serrata 

(FORSKλL), from Shizuoka Prefecture 

Kensaku孔foRAOKA

Abstract 

Four specimens of portunid crab in the Pleistocene were obtained from the 

Kusanagi and Furuya muds in Shizuoka Prefecture. Two of them are movable 

fingers, and two others are immovable ones of chelip巴ds. The present specimens 

resemble closely a living species, Scylla serrata ( FoRSKAL) in a few points, 

specifically, in having the robust fingers and the arrangement of blunt teeth on 

the pr 

stronger than the living speci巴s.

1. はじめに

本邦産カニ類化石はこれまでにかなり産出していると思われるが，その報告は少なL、。

その理由として，カニ類の甲殻は石灰化の程度が低く，比較的薄い殻で形成されているの

で外圧に弱く，損傷や変形がおこりやすいため，産出した多くの化石は 甲殻や胸脚など一

部分であり， 種を同定するに至らないことがあけ、られる。

ここに報告する静岡県更新統産のカニ類標本4点は鉛脚の不完全標本ではあるが，現生

標本の鉛脚鉄部と比較した結果，以下に述べる種々の特徴から ノコギサガザミ Scylla

Serrata ( FoRSKAL）に同定し得たのて＼ここにその資料を取りまとめた。

2. 化石標本の錯脚欽部の形態

共産貝化石

右鉛脚欽部可動指（図3, a；図版 1, a～c) 

静岡県清水市草薙神社西約lOOm宅地造成地 （北緯34°59131ぺ 東経138°271

18つ（図 1, a）。

草薙泥層 （上位の小鹿探層の基底より約7m下位層準のシルト層〉（図2,

A）。

Pecten (Notovo！α〉αlbicans( ScHRbTER), Mac Jina (M.) inc mgrua 

(v. MARTENs), Batillaria multi/Jr mis ( LrsCHKE). 

時 代 更新世中期（土， 1974による〉。

第 1＊栗 本

産 地

産出 地 層
および層準
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図1. 錯脚化石産出地点（×印） ; a，静岡県清水市草薙（草薙泥層） ；b，静岡県小笠郡小笠町ー（古谷

泥層〉。 地形図は2.5万分の1' 「静岡東部」および 「相良J。
Fig. 1. Maps showing the localities (x〕 forthe chelae of fossil crab from Pleistocene beds 

in Shizuoka Prefecture. (Topographical maps “1/25, 000" Shizuoka Tobu (a) and 

Sagara (b)). 
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面は幅広い。 歯は基部から末端にかけて10歯列生する。このうち， 基部の第1歯は臼歯状

で最も大きく，その長さは可動指の基部から末端までの長さのほぼ%を占めている。第2

1濁から第10歯にかけての歯はいずれも第 1歯と比べて発達は著しくなL、。 これらのうち，

第3，第5歯は丸味を帯び，臼歯状を呈している。 末端の第9，第10歯はやや摩滅し， 最

も小さL、。

右錯脚鉄部可動指 （図3, b；図版 l, d-f)。

左錯脚欽部不動指の末端部分（図3, c，図版 l, g）。

右錯脚欽部不動指の末端部分（図3, d；図版 l, h）。

静岡県小笠郡小笠町古谷原の南約500mの崖 （海抜130m）。（北緯34°42’51"
東経138°8’13つ〈図 l,b）。

古谷泥層 （古谷泥層基底より約lOm上位層準のシルト層〉（図2,

第 2標 本

第 3標 本

第 4標 本

産 地

B）。

ScHENCK et REINHARDT, Anadarα（Tegillarca〕gra nosαbisenensis 

Batillariαmultiformis ( L1sCHKE). 

産出 地層
および層準

共産化石

＼ 

＼ 、

図2. 草薙泥層（A）および古谷
泥層（B〕の地質柱状図。
l，砂礁岩；2，砂岩；3，シ
ノレ ト岩； 4，泥炭； 5，サン

ドパイプ；6，鉛脚欽部化石
産出地点。（土・池谷〔1970,
1971〕の調査資料より作成〉。

Fig. 2. Geological columnar 

S巴ctionsof the Kusanagi 

mud (A) and Furuya mud 

(B) in Shizuoka Prefecture. 

L conglomerate; 2, sand・ 

stone; 3, siltstone; 4, peat; 

5, sand-pipe; 6, positions 

of samples collected. 
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ぷ18.4mm
tip 

下一

c 

a イ10.7mm

d 

b 

区J3. 化石標本の可動指および不動指の測定値。a，右欽部可動指，第l標本（草薙泥層産）; b，右
欽部可動指，第2標本 （古谷泥層産〕； c，左欽部不動指，第3標本（古谷泥層産）; d，右鉄部
不動指，第4標本（外側面，古谷泥層〉。

Fig. 3. Diagram showing the m巴asurm巴ntsof movable and immovabl巴fingersin the specimens 

of fossil era b. 

｜時代

採集者

採集年月日

更新世中期 （Tsuchi,1958による〉．

池谷仙之（神奈川県立博物館へ寄贈〕

1971年11月12日

本産地から 3点採集されたが3 いずれも釦脚の鉄部の一部である。 これらのうち， 第2

標本は最も大きい。 背面にあたる部分は溝のある位置まで欠損しているが， 岐合面は完全

で歯とともに保存されており，特徴をよくつかむことができる。基部から末端までの長さ

は直線的に測って55.?mmである。 基部は肥大し，その内側縁から外側縁にかけての厚みは

18.0仰である（図3,b〕。｜：！交合面には大小のl密が基部から末端にかけて列生しp その数は

10歯である。これらの歯の形態、並びに配列は草薙泥層産の標本とよく 一致する。

第3標本は左鉛脚掌節の不動指の末端部分で， 中央部から基部にかけては欠損している。

校合面の歯はよく保存されており，かなり特徴をつかむことができる。 日皮合面の長さは直

線的に測って28.0仰である（図3, c）。歯は8歯で，欠損部に最も近い2iおは五角形をな

し，他の歯よりも大きし、。

第4楳本は右鉛脳l掌節の不動指の末端部分である。 日交合面の長さは直線的に測って全長

27. Immで（図3, d），第3標本とほぼ同じ長さである。しかし，木楳本は前者よりも著し

く肥大している。 歯はやや摩滅するが， 8歯認められ，欠損部に最も近い1歯は乳頭状を

呈し，他と比べて大きL、。
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3. 現生種の鉛脚欽部の形態

今までに，ノコギリガザミ の鉛j凶l欽白Jlの外部形態及びその個体変異について詳細に扱っ

た報告はない。 ここでは本化石標本と比較するうえで，2例のみではあるが，三重県鳥羽

沖の雌1個体（甲長144m冊，甲幅223mm）と静岡県浜名湖産の雄1個体（甲長85伽，甲1隔126

脚〉（図版2' 3〕を材料として用い，その欽部の歯の形態観察を行った。

鳥羽産の標本では，主甘l出］の掌節は左右いずれも強大であるが，特に右は著しく肥大して

L、る。右可動指の日交合面の歯は111歯で， 基部第1歯は最も大きく臼歯状を呈する。第21者

以下はいずれも第1歯より小形であるが，これらのうち，第3，第5歯は他歯よ りやや大

きし、。右不動指の岐合商の歯は 91密で， 第2，第3，第4歯は他歯よりも大きL、（図版2,

a, b）。 左鉛脚の可動指のl攻合面の歯は111淘で，基部第1歯は最も大きいが3 右のそれと

比べて小形である。左不動指の歯は 9t却で，右の不動指と同様第2から第4歯が最も大き

い（図版2'c）。

浜名湖産の標本では， 鈎脚は左右不相称で左が大きが， 可動指基部の肥大の度合いは鳥

羽産と比較して著しくはなL吋図版2,d,e;3,b）。岐合箇の歯数は左可動指では13歯，

左不動指では11歯，右可動指では15歯， 右不動指では12歯である。 これらの歯数は鳥羽産

と比較し；てやや数が多いが，いずれも末端部の小歯の数の多少の相違のみで， 基本的には

歯の配列は一致している。

4. むすび

本報告の化石標本の釦脚鉄部の外部形態は鳥羽産のそれと比べて， 1）右鉛脚が肥大し，

その可動指の基部第1歯は臼歯状。2）右可動指の岐合面の歯数ならびに配列。3）左不動

指の末端部の歯の配列等はL、ずれもよく 一致している。 しかし，木化石標本は現生標本と

相違して右可動指の腹面への湾｜曲の度合いが強く ，さらにその基部は著しく肥大している。

したがって，その外部形態は必ずしも現生襟本とは一致しないが， これについては成長に

伴う形態の変化とも関連があるように思われる。また，本化石は甲殻は無く鉛脚鉄部のみで

あって完全な標本でないことや， 観察に用いた標本の点数が少ないことなどからその形態

についてはさ らに比較検討する必要がある。ここでは一応ノ コギリガザミScyllaserrata 

( FoRSI<AL）と同定しておく。
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図版説明

Explanation of Plates 

図版1.カニ類の鉛脚欽部化石． a～c，草薙泥層産の右可動指，第l標本 （a，内側面， b,r佼合面，

c，外側面）； d～f，古谷泥属産の右可動指，第2標本 （d，内側面，e，岐合商，f，外側面〕；

g，古谷泥j雷産の左不動指，第3標本〔内側面） ; h, 古谷泥溜産の右不動指，第4標本（外

側面〉．

Plate. l. Chelae of fossil crab. a c, right movabl巴 fingerfrom the Kusanagi mud 〔a,inner 

surface, b, prehensile edge, c, outer surface，×l. 3); d f, right movable fing巴rfrom 

the Furuya mud (d, inner surfac巴p 巴， prehensileedge, f, outer surface, x 1. 3); g, 

l巴ftimmovabl巴fingerfrom the Furuya mud (inner surfac巴， ×l.3〕， h,right immo-

vable finger from th巴 Furuyamud (out巴rsurface, x 1. 3). 

図版2.現生種の／コギリガザミ Scyllaserrata ( FoRSKAL）の紺脚欽部． a～ C ，鳥羽沖産，d

～巴， 浜名湖産 （a，右鉄部外側面； b，右欽部内側面， c，左欽部内側面，d，左可動指

内側面， e，右可動指の内側面〕．

Plate. 2. Chelae of Scylla serrata ( FoRSKAL). Recent. a c, Loe. Toba, Mie Pr巴f.,d e, 

Loc. Hamanako, Shizuoka Pr巴f (a, outer surfac巴 ofright chela，×1. 3 , b, inner 

surface of right chela, x 1.1, c, inner surface of left chela, x 1. 2; d, inner su1 face 

of l巴ftmovable fing巴r,x 0. 8, e, inner sur fac巴ofright movable finger, x O. 8〕．

図版3 ノコギリガザミ Scyllaserrata〔FoRSKAL). a，三重県鳥羽沖産，b，静岡県浜名湖産．

Plate. 3. Scylla S€rrata ( FoRSKAL). Recent. a, Loc. Toba, Mie Pref., x O. 3; b, Loc. Hama 
nako, Shizuoka Pr巴fp ×0. 4. 
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ミツクリザメの体色と ー 奇 形個体

ヰ ** ＊ヰキ
上野輝5雨 ・仁！コ村 一曹、 ・三ヒ 進

On the Body Coloration and an Abnormal Specimen of 

the Goblin Shark, Mitsukurinαowstoni JORDAN 

ヰド ヰ＊ ＊ヰドヰ

Teruya UYENO, Kazue NAKAMURA, and Susumu MIKAMI 

Atstra:t 

Th巴 bodycoloration of a live specimen of the goblin shark, !Vlitsukurina 

d:cstoni JoHDAN, is reported here by color photographs. The color is white to 

light purplish grey, and semitransparent. The specimen was collected in Suruga 

Bay, Shizuoka Prefecture, and was an immature male which was 1320 mm in total 

length. Anoth巴rsp巴cimenof the same species, which is abnormal with the bent 

snout was also collected in Suruga Bay. In the specimen the snout is directed 

toward left at the angle of about 45 degree from the bodyaxis. This specimen 

was female and 1410 mm in total length. 

ミツクリザメ JV!itsukurinaowstoni JoRDANは駿河湾，相模湾に生息する深海性のサ

メであって，ネズ ミザメ目 Lamniformes，ミツクリザメ科 Mitsukurinidaeに属する。体

色は白色で紫灰色を帯びる部分もあることが報告されており ，全長5mに達すると されて

いる。 吻がへラ状に突出しており ，外形が酷似することなどから， Woodward (1889）が

白亜紀の化石に基づき創設した Sca_tJanJrhynchus属，Scapanorhynchidae科の中lこ入

れられて来た。 しかし， 最近に至って再び別属別科 として認める傾向が強くなっている

(Compagno, 1973〕。 ミツクリザメ採捕の最近の記録は久保圧｜・ 青木 (1971）によ って要

約されているので，ここにくり返さぬが， 最近ではかなり珍しいサメの一種である。

筆者のーノ川中村は 1967年に駿河湾で捕獲されたミ ツクリザメを漁船上で生きている状

態でカラー写真に撮影することに成功した。 筆者らの知る限りではミツクリ ザメの体色は

きわめて特殊であるにもかかわらずカラー写真で発表されていないので，ここに報告する

次第である。

また筆者の一人，三上は 1968年に駿河湾で捕獲された ミツクリザメの珍しいー奇形個体

を入手し保存することができた。 この種の奇形標本は興味ある形態を しており， 未記録で

もあるので，ここに合わせて報告することとした。

式 日本ノレーテノレ神学大学 Nippon Luther Shingaku Daigaku 

料 神奈川県立博物館 KanagawaPrefectural Museum 

キキキよみうりランド海水水族館 Yomiur卜landMarine Aquarium 
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体色撮影個体

採集年月日 ：1967年10月23日

採集場所駿河湾，静岡県獅子浜から約20kmの大瀬崎沖，＊深約400mの場所

採集方法 ．底曳網

採集者：盛庄丸，中村一恵

標本保存場所：神奈川県立博物館

ミツク リザメ（雄〕が漁船上に引きあげられた時の体色は図版1で明らかな如く ，全体

としてほぼ白色に近く，体の部位によっては血液の色で桃色にみえた。 吻端から眼の上後

方に至る頭部背面はわずかに紫灰色を呈していた。 口部周辺から眼孔にかけてと， J正門周

辺は充血してかなり赤みを帯びていた。 各鰭は白色で，むしろ｜土l濁半透明の感があ った。

本1察本はその後， 10%ホノレマリン液中lこ固定，保存され現在に至っているが， 固定後の

体色は灰色を帯び，いわゆる一般的なサメの体色に近い色に変化している。

なおこの個体と同時に採集された生物を，当時の中村のノートにより記せは次の様にな

る。 「魚類はギンザメのほか種知多く，ムラサキヌタウナギが多かった。 ボタンエビ， ト

ンガラシ（地方名〕，ミノエビなどのエピ類が豊富。貝類3～4種，ヒカ リボヤ，深海性の

ナマコ，ウミエラ， クラゲ，タコ，発光性の小形イカ，ガラテア，ヤドカリなどであった」。

標本各部位測定値を表1に示す。

奇形個体

採集年月日 ：1968年1月

採集場所 ：駿河湾，静岡県j'(:r/i子浜魚市場

採集方法 ：車IJ網

採集者・不明

標本保存場所 ．よみうりランド海水水族館

本標本は頭部が吻の基部より！日！折している珍奇なものである。 吻部は鼻孔附近で休の正

中線に対し左側へ約45°の角度てすlli｝）］：している。吻端から五日しまて。の距離は左側が143mm,

右側が180仰であり，かなりの差異がみられる。そのため左鼻孔附近には深いしわが生じ，

右鼻孔附近は伸長している。

本個体はこの様な異常形態でかなりの期間遊泳していたらしく， 吻より後方の頭部もか

なりゆがみを生じており，左右対称ではない。 この奇形を生じた原因を調査するために，

レン トゲン写真の撮影も行われたが， 詳細はわからず， その構造究明は正常個体との比較

解剖に待たねばならなL、。

標本各部位測定値を表1に示す。
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表 1 ミツグリ ザメ 2標本の体各部測定値

Table 1. The external measurements of 2 specimens of 

Mitsukurina ows':oni JoRDAN from Suruga Bay 

正常 個体 奇 形個体

全 長 1320mm 1410mm 

見1 長 3 6 8 3 7 4 

RJl! 径 1 5 2 1. 5 

最後の問、孔～』工門 3 3 8 3 5 0 

日工門～尾鰭後端 6 2 4 7 2 9 

I吻 長 2 0 2 左 1 7 3 
右 21 4 

吻端 ～ 鼻孔 1 6 8 左 1 4 3 
右 1 8 0 

ffi,1 孔間隔 7 7 6 2 

I吻端～第一背鰭基底前縁 4 3 4 4 9 1 

第一背鰭基底長 9 0 8 9 

第二背鰭基底長 7 9 7 7 

日旬 性首 長 1 2 0 1 4 4 

腹鰭基底長 1 2 5 1 5 3 

瞥自蓄 基 底長 1 1 0 1 4 6 

交 接器長 （雄〕
左 2 5 
右 2 7 

上 顎 長 1 0 0 9 5 

下 顎 長 8 4 8 0 

尾鰭下業長 4 5 3 4 8 6 

1m 千歪 1 5 2 1. 5 

引用文献

Compagno. L. J. V. 1973. Interrelationships of living elasmobranchs. Jn Interrelationships of 

fishes. Edited by P. H. Greenwood, R. S. Miles and C. Patterson. Linnean Society of 

London. pp. 15-61. 

久保田正 ・青木光義． 1971. 駿河湾で漁獲されたミ ツクリザメ とラブカ 採集と飼育． 33巻8号 ：

191～193. 
Woodward, A. S. 1889. On the Myriacanthida巴。 Anextinct family of Chimaeroid fishes. Ann. 

Mag. Nat. Hist. (6), ser. 4 : 275 280. 
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70 上野 ・中村・ 三上 ：ミツクリザメの休色と奇形

EXPLANATION OF PLATES 

PLATE 1 

Fig. I. A living specimen of the Goblin Shark, Mitsukurina owsto削・ Photos by K. Nakamura 

Fig. 2. Ventral aspect of head region of the same specimen. 

Fig. 3. Lat巴ralaspect of head region of the same specimen. 

PLATE 2 

Fig. L An abnormal specimen of Mitsukurina owstoni. 

Fig. 2. Ventral aspect of head r巴gionof the same specimen. 

Fig. 3. Lateral aspect of head region of th巴 sam巴 specimen.
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Pl. 2 上野 ・中村 ・三上：ミツクリザメの体色と奇形
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県 内産 ホンドタヌキ 2例の 胃内容 物

1-Li 口 主
主，aq－－ 秀

A short note on the Japanese Raccoon Dogs (Nyctereutes 

ρrocyonides viverrinus) with Stomach contents. 

y oshihide y AMAGUCHI 

Resume 

1. Identifi巴ditems in the Stomach of two specimen were as follows: frog 

(1 sp., 1 famよ insects(7 spp吋 6fam.), plants (6 spp., 6 fam.〕，mashroom (1 sp., 1 

fam.), also an earthworm and putrid meet. The detailed analysis were shown in 

Table 1. 

2. A Japanese Raccoon Dog (Nycterutesρrocyono2・des 11iverrz・nus) with 

abnormal teeth was reported with some anatomical notes. The animal which was 

collected at Kamakura City, Kanagawa Prefectare, lacks the right lower teeth 

(I 1, I 2, I 3, C, pml〕andleft lower tooth (11). 

1974年10月，神奈川県津久井郡青根，神ノ川林道で拾得したホン ドタヌキ Nyctereutes 

procyonoides viverrinus T EMM1NcK 雌1個体と1975年10月に神奈川県鎌倉市十二所で

捕獲されたホンドタ ヌキ:li:IU個体を入手する機会を得たので， その二頭の胃内容物の分析

を行なった。＊

本文に入る前に， この貴重な標本を当館（に寄贈された鎌倉市教育委員会ならびに秋本正

樹氏に紙上をかりて厚く御礼申しあげる。

資料1. 神ノ川産

捕獲場 所 ：神奈Jl!J県津久井郡青根神ノ）11林道

捕獲年月日： 1974年10月29日（午後8時頃〕

捕獲者・秋本正樹（拾得〉

性 別 ．雌亜成獣

ホ分析方法

開腹後， l噴門と幽門を麻糸でしばって胃を切除し，5096のアノレコーノレの中に内容物を浸した。その

後，少量の内容物をシャーレに取り出して昆虫，fl自物などの特徴あるものを選出し，さらにビュノキ

ュラで観察しながら細選別し，同定した。

重量計測は種類ごとに室内にて自然乾燥（2～3日〉をしたのち測定した。
種類の同定は，柏物質については当館高橋秀男主任学芸員に依頼した。また，昆虫，カエノレについて

は当館に保存されている標本と照合し，同定した。



74 山口 ：県内産ホンドタヌキの胃内容物

表 1 タヌキの胃から検出された内容物

Family name Sc>entific name 

Locality I KA州出AWA I K馴 Al印刷
I Parts of I Parts of 

Japanese n凹 e I the eaten Dry Wt・N・Ithe ea ten Dry Wt・N・
Table 1. Result of indentihcahons 
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Animal matter RHACOPHORIDAE Rhacophorus buergeri カンカがエル

STENOPELMATIDAE Diestrammena japonica マダラカマドウマ

MANTIDAE Paratenodera angushpenni s カマキリ

HARPALIDAE コミムシ科町一櫨

FORMICIDAE アリ科目ー櫨

B!BIONIDAE ケバエ”のー直

ミミズのー櫨
フ陶

1（個体

1.89 l.5g 
1（個体

0.2 

羽毛 ；：：ゴ--;ra!ilz;；一寸幅六~a;,-_:______ 

外部測定値全長580.oinm，尾長157.Om m，耳長50.0mm，体重3140g 

頭骨測定値 ．会長102.Om m，他は破損のため測定省略

歯

死

3 1 3 3 
式 .I－・C－・pm－・M-=40
3 1 4 2 

困 ：右よ腕骨骨折及び頭骨の破損状態や皮F出血等からHt祭して1 右側より頭

部付近に車輪による衝撃をうけ即死したと考えられる。

胃内容物 ．植物質はサルナシ Ac!inidfa argutaの果皮4個と種子 250粒（乾重量 1.6 

g），クサボケChaenorne.’esjaρonicaの種子 1粒 co.1 g），カキノキ Diasρyroskak;' 
の種子1粒 cu.4 g），カ ヤツリグサ科の一種 Carexspp.の葉（0.1g〕，落葉広葉樹の一
種の葉 co.3 g），腹菌頒のツチグリ As:raceushygrometricus (3. 8 g）の6種頒で，
植物質全体の重量は5.sgであった。

動物質は，カエル自のカジカガエル Rhaco}Jhorusbuerge打 1個体，直題目のマダラ

カマドウマ D』es.rammenajaponica (l.Sg），鞘麹目のゴミムシ科I-Iarpalidaeの....＇....種

6個体， 双麹目のケパエ科目bonidaeの一種1個体， ミミズの一種1個体の6種と毘肉

（貝柱と思われるものo.2g〕で，動物質全体の重量は6.5gでめった。 また， 全重量に対

する植物質と動物質の割合は，植物質43%に対して動物質57？ちで，これらは表lに示した。

資料2. 鎌倉産

捕獲 場所 ：神奈川県鎌倉市 ｜二所（鎌倉霊園｜燦〉

捕獲年月日 ，1975年10月15日 （午前6時頃）

捕 獲者 ．鎌倉市教育委員会より寄贈を受ける。

性 別 ：雄成獣

外部測定値 ：全長649.0mm，尾長171.Om m，耳長55.0mm，足 〔爪ナシ〕102.0mm,

体重445sg

頭宵測定値 ：全長111.3mm，央j＂［骨弓1[1[ii61.9mm，下顎長83.0mm

歯 式 ．この個体に歯数異状が認められたので記録する。

右下顎骨では， 第1・2・3門歯及び犬歯， 第1小臼歯が欠失し， trn・2・3門歯部
及ひo犬Jilli"部のl歯槽を欠く 。第1小臼歯部に三角形の孔がわずかにあいている。宵は4.3rnrn 

で左下顎骨6.6mmの約%と薄い。Plate1-4. 
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左下顎骨では第1門歯及び門歯部の歯槽を欠く。第2門歯及び第3門歯は正常と思われ

る神ノ）I ［産の個体と比較すると第2門歯が第1門歯側に伸長し，歯隙は l.3mmもあり，

磨滅状態、は，臼歯の磨滅状態と比較すると非常に進んでいる。

犬歯は臼歯の磨滅状態、や上顎犬歯， 神ノ川l産の個体などの犬歯と比較して異状は認めら

れない。歯槽から突出している長さ11.Qmm。

第2小臼歯の歯冠，歯頚には左右に差は．認められないが， 歯槽から突出している長さ

は，左3.7mmlこ対して右5.7mmあり，右下顎第2小臼歯の歯根の伸長がいちじるしい。

Plate 1-3. 

第3小田歯，大臼歯及び上顎歯の形態，大きさ，磨滅度には左右の変化が認められない。

死 因．病死？

胃内容物 ：植物質はクサボケの種子12粒 co.4g〕，アズキ（ゆで小豆と思われるもの〉
Phaseolus radia var. aureaの種子 c2. 3 g），カヤツリグサ科の一種の葉 c0. 2 g), 
の3種類で植物質全体の重量は2.9gであった。

動物質は直姐目のマ夕、ラカマドウマ（1.5g），カマキリ目のカマキリ Paratenodera

αngustiρennis 1個体，膜題目のアリ科 Formicidaeの一種4個体の3種と羽毛（体羽2

枚〉で，動物質全体の重量は2.0gであった。 また，胃内容物全体の割合は，植物質59%

に対して動物質41%であった。これらは表1に示した通りである。

考察

（イ） 同定された内容物のすべてはタヌキが一次的に捕食したのではなく， 二次的，副次

的に胃内に入ったと思われるものも多い。

例えば，鎌倉産の個体から羽毛が選出されているが， 他の内容物の選出状態から推察し

て鳥を捕食していたとは考えがたく， なにかに付着していた羽毛が副次的にのみこまれた

と考えられる。 また，神ノ川産の個体より選出されたアリやハエもカジカガエルが捕食し

たものが二次的に胃内に入り選出されたと思われる。

（ロ） 神ノ川産の個体から屍肉や柿などの栽培果実が 選出されていると同時に鎌倉産の個

体からもアズキが多量に選出されている。 これらは二頭とも観光客や登山者の捨てた食物

や，あるいは基地，人家付近で人為的な食物にかなり依存していたことが推察できる。

け今泉 (1949〕によるとタヌキの食性は雑食性であるとLづ。

今回調査した個体は2例と非常に少ないが， 全内容物の動物質と植物質の含める割合は，

神ノ川産の個体では57彪： 43銘，鎌倉産の個体は41%:59%で， 二頭ともほぼ同量を食べ

ており，雑食性であった。

（ニ） 鎌倉産の個体にみられた歯の欠失は，先天的に欠失したものか，事故による欠失かい

まの所明瞭でない。またホンドタヌキのこの様な報告は筆者の知るところでは見ていない。

この個体にとって歯の欠失は，この個体の生活にかなりの影響があったと想像される。

引用文献

今泉吉典，1949.分類と生態 日本晴乳動物図説，洋々書房

今泉吉典， 1960.原色日本晴乳類図鑑．保育社．

小原秀雄， 1972.続日本野生動物記．中央公論社．

湯川 仁， 1970.タヌキの「ためぐそ」．晴乳動物学雑誌， 5: 84. 
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Pl. 1 

Explanation of Plate 1 

Skull of the Japanese Raccoon dog (Collected at Kamakura City〕

1 Lateral aspect of cranium 2 Ventral aspect of the left mandible 

3 Ventral aspect of the right mandible 4 Dorsal aspect of mandible 

5 Anterior aspect of mandible 
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箱根火山北麓地蔵堂の地質

」＇＞..
7 刀く 勇

Stratigraphy and Geological Structure of the Jizodo Area, 

North of Hakone Volcano 

Isamu IMANAGA 

The Jizodo area is located in the southwestern part of the Ashigara Mountains, 

north of Hakone Volcano. 

The deposits in the studied area ar巴 classifiedinto the following members in 

descending order. 

Hakone Old Somma pyroclastics and lavas 〔mainlyvolcanic breccia) 

－~ unconfomily 

( A3 member (conglomerate, sandstone) 
Ashigara Group J 

¥ A2 member (siltstone, sandstone) 
(Pliocene Pleistocene) I 

ノ lA1memb巴r(conglomerate, sandstone) 

A1 and Az members generally dip to the west. A synclinal structure, whose 

axis is N 73° E, plunging to the southwest, is observed in the southern foot of 

Mt. Yaguradake, north of Jizodo. 

Two faults, which cut the Ashigara group, trending from northeast to southwest 

are recognized in the south of Zizodo. One of them is the Uchikawa fault, which 

runs with N 60°E direction along the Uchikawa river and the other is the Teizan 

fault, which runs across Mt. Teizan, south of the Uchikawa river. 

A3 member dips to the southeast which is reverse to the general dip of the 

Ashigara group. Conglomerate of the member contains many pebbles and cobbles 

of quartz diorite, and it seemes stratigraphically to be upper than Az member. 

It is distributed in a narrow area between the Uchikawa and the Teizan faults. 

These facts indicate that the block of A3 member has dislocated to th巴 present

location as the result of the left lateral fault movements. 

はじめに

調査地域を図1に示す。この地域は，内川と狩川の上流にあたり， 標高およそ600mを境

にして，以上には， 箱根火山古期外輪山噴出物が分布し， 以下には，足柄層群の砂岩 ・探

岩互層，シル卜岩 ・砂岩互層，シノレ卜岩 ・傑岩互層が分布する。

これまでの当地域の研究は， 加藤鉄之助 (1910）の山北を中心とした地質調査報文， 久

野久 (1950,1951）の箱根火山の研究における 基盤足柄層群についての詳細な研究，足柄

. 



78 今永．箱根火山北麓地蔵堂め地質

層群全般にわたる山崎(1955）の研究がある。

また蛤沢及び狩川支流の化石については， 1~t't

｜上I(1921），大塚 (1931,1932）の研究があ

り，地形については， 鈴木 （1963), KANEKO 

(1970〕の研究がある。

当地域は，足柄層群分布地域最南端の小地

域であり，これまでは，蛤沢及び狩川支流から

貝化石を多く産出することで注目され，その

士山質構造が深く追求されることはなかった。

しかし， 今回の調査によ って，加藤，久野，

山11時が，北から連続して内川の南に伸びると

していた地質構造が， 実際は，内川に沿う北

東 南西方向の断層によ って大きく変動して

し、ることがわかった。 図1. 位置図

本報告は，このこ とを中心に足柄層群の構

造，及びそれと箱根古期外輪山噴出物との関

係について述べる。

地 形

地蔵堂（海抜約400m）の周囲には，北北東 町

には矢倉岳 （870m）が， 西に足柄峠（750m）”

を含む南北性の尾根が，そして南に東北東に伺

下る尾根がある。矢倉岳は，足柄層群を貫ぬ

く石英閃緑岩からなり，まわりから突出した 」一一一一山

ぷグ足柄層群 ：.第四紀火山

釣鐘状の山である。矢倉岳北斜面から西に伸
図2目 足柄峠をふくむ南北の尾根と箱根古期外

びる尾根（650～700m）は，南へ流れる内川 輪山噴出物の下限を N13。E方向の韮直

と，北へ流れる畑沢川の分水嶺をなしてい 面に投影した図．

る。地蔵堂西方の足柄峠をとおって北へ伸びる尾根は， 足柄層群をおおう箱恨古期外輪山

噴出物よりなり，850m付近に平坦な山頂面が， また尾根の東斜面には， 厄柄層群からな

る約560mの平坦な地形が見られる（図2，図4-2）。 地蔵堂の南には，箱根古期外輪山

のなだらかな山腹斜面があり，約soの傾斜てや東北東へ下る。
本地域の河川は，内川と狩川とがあり，内川は， 調査地域の中， 北部の足柄層群分布地域

を流域とし， 狩）IIは， 調査地域南部の箱根古期外輪山噴出物分布地域を流域としている。

内川と狩川の流路は，地蔵堂から下流3仰 にわた って平行に流れ，その河床の高度は，内

川が狩川より常に20～30m高L、。
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図3 地蔵堂付近地質図
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地質層序

調査地域の地質層序を表1に示す。

表 1

箱根古期外輪山噴 出物

一（一一一一不整合一一一一一一

「A3層 際岩・砂岩互層
足柄l （磯岩中に石英閃緑岩礁を多く含む〉
層群 jA2層 シルト岩・砂岩互層

LA1層 際岩・砂岩互層

A1層 ・矢倉沢の海抜 530mの地点と矢倉岳貫入岩体の南側で袖尾の沢が内川に合流した

地点より楢尾の沢へl50m入った地点とを結んだ線の東側に分布する。岩相は， 暗緑色の円

礁を主とする際岩と砂岩の互層からなる。厚さ580m以上で下限は露出しない， 互層の各単

層は， 礁岩，砂岩ともに数mの厚さ をもっ。際岩の礁種は， cobble～boulder／＼.の良く円

磨された凝灰岩，凝灰角際岩，玄武岩，輝緑岩より なり，石英閃緑岩を含まない。砂岩は，

細粒から粗粒である。矢倉岳の南斜面にN73°E方向の有11をもっ向斜状のi構造があ り，その

北翼では， 北北西の走向30°～60°西傾斜，南翼では，北東走向50°～90°西傾斜を示す。

A2層 ．分布は，地蔵堂西方及び北西方禍尾の沢に広がり， A1層に整合に重なる。分布

の西側は，箱根古期外輪山噴出物に不整合におおわれ上限は見えないが， 層厚は820m以上

である。岩相は，青灰色シルト岩 ・砂岩互層を主とし， 牒岩層の薄層を挟む。 砂岩は，細

粒砂岩からなり， 互層は， 層理が明瞭でない。 単層の厚さは，砂岩，シノレト岩ともに一般

に数lQcmで，部分的に10～20mの厚さの均質なシル卜岩をお！とむ。最下部は，砂岩 ・シルト

岩 ・傑岩の互居になる。礁岩は， cobble～pebblesiz巴の円傑からなり ，細粒～粗粒凝灰岩，

凝灰角陳岩，玄武岩，輝緑岩，小量の石英閃緑岩機を合む。A2層には，火山砕屑岩層を数

枚挟み，その1枚は，槍尾の沢の海抜470mから北西方向へ海抜500mにかけて連続する。

この火山砕屑岩は， 角閃石石英安山岩角i際と黄色浮石からなり， 青灰色シルト岩角礁を多

量にとり込んでいる。シルト岩角際は， 数cmから数lQcmに達する。 この火山砕j青岩の層厚

は， 最大約30mである。A2層の走向 ・傾斜は， 矢倉岳南斜面を通る N73°E方向の向斜軸

を境にして北翼では，走向北北西p 傾斜40°～50°西，南翼では， 走向北北東，傾斜55。～

80°西を示す。

上述の他にも地蔵堂南側の定山断層（後述〉 と箱根古期外輪山噴出物との聞に分布する

地層は，Az層と考えられる。 ここでのA2層は砂岩 ・シル ト岩互層からなり， 礁岩の薄層

を挟み，走向 ・傾斜は， NlO。～30°E，垂直～80°東を示す。砂岩中には貝化石を産し， 化

石には， Meretrixlusoria (REDING〕， Pイyα japonica JAv, Solen strictus GouLD, 

Dosinia jaρon』ca(REEVE〕，Tannaluteosto；仰αcKOSTER）などがある。化石の産状
から東傾斜の部分は逆転していることがわかる。 また， 本層の最上部には，両輝石安山岩

の cobble～boulder大の角際岩とスコ リア質砂岩の互j留からなる火山砕屑岩が見られ，こ

の中には， 30cm以下の軽石層が3枚挟まれている。 この火山砕j丙岩と， 楢尾の沢の火山砕

屑岩とは岩相が全く異なる。

この地域でのAz層の厚さは1,OOOm以上に達すると考えられる。 また儲尾の沢地域に分

布するAz層との直接の関係は不明であるが， 楢尾の沢のAz層が， 貝化石を合まないのに

対して，この互層中には貝化石を合んでいること及び酒匂川流域における層序との比較か

79 
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図4-1.地質柱状図 A ：シル 卜岩・

砂岩互層 B：シノレ ト岩・際

岩互層 C：砂岩・礁岩互層

D：砂岩 E：磯岩 F：火

山li宇屑岩 G：箱根古期外輪

山l噴出物

ら恐らく楢尾の沢のAz層より上位の部分を代表するものと思われる。

A3層 内川に沿って走る内川断層（後述〉と定山を北東に横切る定山断層（後述〉に扶

まれた蛤沢，採石場，夕日の滝入口などの挟い地域に分布する。 岩相は，砂岩 ・磯岩互層

及び砂岩 ・シルト岩互層からなり，員化石層を挟む。磯岩は， cobble～pebble円礁からな

り，磯種は，細粒～粗粒凝灰岩，凝灰角磯岩の他に多量の石英閃緑岩礁を含む。 また砂岩

は，優白色の綱粒～粗粒のルーズな砂岩である。 以上の岩相は，調査地域外の塩沢，透間

付近の足柄層群上部層に良く似ている。 砂岩 ・シルト岩互層は，分布地域の東部工一橋か

ら蛤沢付近にかけて広がり，砂岩 ・磯岩互層との関係は， インター フィンガーである可能

性が？郎、。化石！曹は，蛤沢及び採石場に良く露出する。蛤沢には，中粒砂岩と砂質シルト

岩互層中に5QCmから1～2inの間隙を置いて10～45cm厚の7枚の化石層がある。化石群は，

Merelrix lusoria (REDING), Crassoslrea gigas (THUNBERG), Tanna luteostoma 

(KosTER), Raρana venosa c v ALENCIENNES）で特徴づけられ，化石層の走向 ・傾斜は，
N80° E, 80°南を示す。

A3届の走向 ・傾針は， N60°～80。E，垂直～70°南を示し， 貝化石の産状（Pl.1）や層

Iill, load cast等からみて常に南倶が上位であることがわかる。

A3層とAz層との関係は，断層で媛し直緩観察できないが，A3層の岩相及び貝化石を含

む点から酒匂川流域に分布する足柄層群の居序と比較すると， A3層は， Az層より更に上

位の地層であると考えられる。
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箱根古期外輪山噴出物 ・火山角磯岩と溶岩

の互層からなり，地蔵堂地域の足柄層群をと

り巻いて， 東，西，南の三方に分布する。

地蔵堂西方〈内｝11断層北側〕では，本層は，

足柄層群に不整合に重なり，一部は水平断層

で接する。ここでは本層と足柄層群の境界の

高度は， 次のように著るしい等高性を示す。

南より北へ（図7参照〉

①滝下西方の沢筋 570m

②相ノ川橋西方，札田山北東の沢筋

560～570m （水平断層，東一酉，8。南〉

①相ノ川橋西方の沢筋 560m（水平断層〉

①相ノ｝ii橋北西方500m地点 560m

＠相ノ川橋北西方600m地点 570m 

（不整合〉

①槍尾の沢 605m 

また，噴出物の走向 ・傾斜は，南一北， 100

～30°西である。

地蔵堂南方（内川断層南側〉では，本層は，

足柄層群と数本の断層で複雑に接している。 ここでは， 走向 ・傾斜も複雑に乱れており，

2,3の地点で計った走向 ・傾斜は，夕日の滝付近で東 西，70。南，黒白林道でN70°W,

55°南，狩川支流で N20°E，垂直である。

図5.蛤沢ノレート ・マップ

地質構造

調査地域には， 上に述べた足柄層群を切る2本の北東一南西方向の顕著な断層がある。

lつは，内川の南岸に沿って走るほほN60°E方向の垂直断層で，夕日の滝入口付近を通過

し3 地蔵堂岩下の南（図3a地点〉を経て，工一橋の約30m上流（図3b地点〉を通る。こ

の断層を内川断層と命名する。また一つは，内川断層南側の定山と定山の南を東西に流れる

狩川｜支流との聞に推定したおよそN50°E方向の断層であり，これを定山断層と命名する。

内川断層によって隔てられた北側には， A1,Az層が分布し，全体として西に傾斜する。

またN73。E方向の軸をもっ向斜状構造がある。一方，定山断層によって隔てられた南側に

はAz層があり，西方に単傾斜している。つぎに，内川断層，定山断層の両断層によって挟

まれた地域には， Az層より上位と考えられるA3層が分布し， 走向 ・傾糾は， 東北東 西

南西？南傾糾である。以上のように両断層に挟まれたA3層の地質構造は，両断層で隔てら

れたまわりの地質構造と著しく違っている。

A3｝曹のこのような分布と構造は3 定山断層，内川断層の運動に伴ない，Az層より上位

（西側〉に存在した A3層が，これら断層の左横づれによ って東に移動した結果生じたもの

と考えられる。定山断層南側に存在するAz層は，内川｜断層以北の層の下限の位置から考え
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不整合 一一一ーー断層 ＼走向傾斜

/ _L一一←旦旦
図7.箱根火山噴出物分布図

弘、

巨ヨa Eヨb Eヨc E;::ヨd

図6.定山ノレート ・マップ

a : l深岩層， b：砂岩層， c：シノレト岩・砂岩互層，d：化石層．

て少くとも東に800m以上移動したものと考えればよい。

上述の断層の他にも調査地域内には， 箱根古期外輪山噴出物分布地域を含めて数多 くの

小断層が観察される。 図8は，これら小断層のポールをシュミッ トネットの下半球に投影

したものである。 これからわかるように内川断層北側地域には，北東一南西方向のものが

卓越する。定山断層と内川断層に挟まれた地域には，東北東 西南西方向及び西北西一東

南東方向の断層が発達し，露頭では両者は共役関係にある。定山断層南側の地域には，南

北方向のものが優勢であり，また狩川支流，黒白林道，明神林道に見られる箱根古期外輪

山噴出物中には， 低角度から高角度の南北走向のものが卓越する というこ とができ，全体

として各地域の小断層の卓越方向が，地層の構造と良く一致することがわかる。

最後に足柄層群と箱根古期外輪山噴出物との関係について述べる。 内）1 J断層以北 （地蔵

堂西方〕では，箱根古期外輪山噴出物は，多くは，足柄層群に不整合に乗り， 一部は不整

合面にほぼ一致する水平な断層てや援している。 このことは，不整合面にそって部分的にす

べリ， 水平な断層を生じたものと解釈される。 また不整合面は，著しい等高性を有し，ま

た，その高度は， 現在足柄層群からなる地形に見られる一部の平坦な地形の高度にほぼ一

致する。 これらのことから，箱根火山噴出前には，平担な浸食地形があったものと思われ

る。 内川断層以南では，数本の断層によって箱根古期外輪山噴出物と足柄層群とが複雑に

接している。そのうちの代表的な断層は，夕日の滝の打者面を通り，黒白林道にぬけるN80°

w, 70°南の断層， 定11!東部にみられる N65°E 18°北の衝上断層，狩川支流にみられる
N60°E走向及びほぼ N50°E走向の垂直断層等である。
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2 4 

ダイヤグラム（ポーN 

ノレをシュミ ット・ネ

ットの下半球に投影

した。）

1.内川断層北側地域． 
2.定山断層南側の足． ． ． 柄層群分布地域． 」 ． 
3.内川断層，定山断． ． 
思Jこ挟まれた士山城． ． 
4.箱根火山古期外輪

山l噴出物分布地域

まとめ

以上述べたことを要約すれば， 次のとおりである。

1. 本地域には， 足柄層群及びその上に傾斜不整合に来ーる箱恨古期外輪山噴出物が分布

し， 足柄層jjfは，下位より Ai, A2, A3層に分けられる。A3層は， 岩相から酒匂川流域

の塩沢，透間付近に見られる足柄層鮮上部層に似る。

2. 木地域の足柄J菌群を切る北東一南西方向の2本の断胞を認め， それぞれ内川断j国，

7と山断層と命名した。

3. A3層は，この2本の断層に挟まれて分布し， 走向は東北東ー西南西，傾斜は南で，

両断層をへだてて接するまわりの地層の地質構造と異なる。 この構造は，両断層の左横づ

れ運動により， A2層より上位にある A3層の地塊が， 東に移動した結果生じたものと考え

られる。

4. 木地域には小断層が多く発達し，その卓越方向は，地）¥'iiの構造に良く 一致する。

5. 箱根火山活動前，足柄層群からなる平担な浸食地形があ ったと考えられる。
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上：定山南側狩川支流のA2層に挟まれる Solen,A今日を主とする貝化石層。走向・傾斜はNl5°E,

垂直。 Solen,A。。は生没型の産状を示し，これにより写真右側（西側）が上位であることがわか

る。

下 ：蛤沢のA3層中の貝化石層7枚中のl枚。走向 ・傾斜N82°E，垂直。Meretrixの産状から写真上

側（南側〉が上位であることがわかる。

Pl. 1 
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The Alluvial Depo0its in the Southern Part of the Miura 

Peninsula, Kanagawa Prefecture* 

y oshiaki MATSUSHIMA 

Abstract 

Stratigraphy and the molluscan assemblages of the alluvial deposits distributed 

in the coastal areas of the southern part of the Miura Peninsula are described 

based on the data from observations at the exposures and the bore-holes. New 

radiocarbon clatings are presented. The dating allows more accurate correlations 

of the deposits with those outside and within the area studied. 

The alluvial deposits distributed along the west coast of the Miura Peninsula, 

in the areas of Odawa Cove, Miyata Cove and Mito-hama are named as the 

Odawa formation. The formation is composed mainly of shallow marine mud 

which fills the V -shaped valleys. The valleys were considered to be formed during 

the proceeding age of low sea-level, the Wiirm Glacial. The peat beds are seen at 

the uppermost part of the alluvial deposits along the upper course of the valleys. 

The thickness of the alluvial deposits attains about 30 m in maximum below the 

present coast-line. The alluvial deposits distributed along the coast of Tokyo 

Bay, the east coast of the Peninsula, are called the Nobi formation. The deposits 

also fill the drowned valleys, and cover the wave-cut-bench. Some parts of the 

deposits constitute the coastal terrace, the Nobi Terrace. The formation is 

characterized by the predominance of the sandy facies when compared with the 

Odawa formation. The thickest part, about 30m thick, is observed in the Kami 

Miyata drowned valley. 

The molluscan fossils found in these deposits indicate the sedimentary environ 

ment of de巴pembayment, besides vertical change of the assemblages shows the 

paleogeographic change of the ernbayrnent during the Post-glacial transgression, 

the Jomon Transgression. In the central part of an embayment, the molluscan 

fauna changes vertically from the Assemblage A (characterセedby Crαssostrea 

gigas, Trapezium liratum, Tegillαrca granosa and FJatillaria zonalis etc.), 

an assemblage of intertidal zone in the bay-head, to the Assemblage C (chara-

cterized by Dosinellaρenicillata, Paρhia undulatαand Theora lata), an 

assemblage of subtidal muddy bottom in the bay-head, and again to the Assem-

~ 1975年日本地質学会第82年学術大会で講演，その後の成果を加えたもの。
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blage A or Assemblage B (character包edby Phαcosoma jαρo仰・cus,Mαcoma 

incongrua and Umbonium moniliferum). The distribution area of the Assem-

blage A shifted towards the upper course of the drowned valley with the progress 

of the transgression, and afterward shifted back to the center of the embayment 

with the aggradation of the valley and or regressive movement of the sea-level. 

The Assemblage B is restricted to its distribution in the sandy facies of the embay-

ment. It is rare in the alluvial deposits along Sagami Bay. The C Assemblage 

is restricted to the muddy facies of the culmination stage of the transgression, 

and is distributed in the central part of the embayment. The distribution of the 

C Assemblage had been narrowed with the regression, and in some places, it was 

disappeared. The assemblage E, which is dominated by Glycymeris albolineata, 

Meretrix lamarcki and Mactra chinensis, is found around Miura-Kaigan area, 

the Tokyo Bay coast, in the sandy facies of the culmination horizon of the 

transgression. The assemblage is living in the shallow sandy bottom of Tokyo 

Bay coast although the constituent species has been diminished in number. 

The altitudes of the top hor匂onof the marine alluvial deposits exhibit a 

marked vertical dislocation by the active faults which transverse the peninsula. 

The Miyata hills and the Hirasaku River lowland are relatively less upheaved 

than the surrounding areas. This suggests that there are more complicated 

crustal movements during the Holocene in the Miura Peninsula than those ex-

pected from the movement at the time of the earthquake. 
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1－ は じめ に

三浦半島南部は1923年の関東地震のさい新しい断層が生じたり， lm以上の隆起をみた

地域で（山｜｜均， 1925），房総半島の南端や大磯丘陵南西部と共に海成沖積段丘の発達してい

るこ とで知られている。しかし，沖積層の調査はその分布が狭く限られているのでほとんど

進んでいなし、。 青木 (1925）は~~i~須賀市野比海岸に分布する粗粒砂からなる海成推積物を

野比貝層と名付けたが，その層j享や分布などについて記載してない。その後，野村 (1932〕

も本属から若干の二枚貝化石を報告したが，地層についてはなにも記述しなかった。

海成沖積段丘については， 杉村 ・成瀬 (1954)' fJIJ回 (1973），松田ほか (1974），米倉

(1975）などが関東地方南部の海成沖積層の頂而高度を知るため本地域で段正面の汀線高度

を求めたが， 段丘分布は明らかにしていなL、。

今回の調査は三浦半島周辺の沖積層調査 （松島，1971，’74，’75）の一環として， ①三浦

半島南部の沖積層を記載すること， ①縄文海進期以後の地椴変動を求めること， ①貝化石

群集の変遷の手がかり を求めること を目的に行なった。

T 0 K Y円 RA y 

＼ 

q 

S A G A問 I B A Y 

4km 

第1図 三浦半島南部の調査位置図 （アミ面の範囲）
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調査地域は第1図に示したように三浦半島南部の宮田台地周辺である。 本地域の相模湾

側には小田和湾，宮田湾 （現在は湾口まで埋立てられ低地となっている〉，小網代湾，油壷

湾，諸磯湾などが分布し屈曲に富んだ海岸線をつくる。 沖積低地は小田和湾に流れ込む河

Jil沿いや宮田湾々奥部，三戸浜などのおぼれ谷を埋積して形成されている。一方，東京湾

側の と三浦海岸ミは千駄州I（横須賀市久里浜〉から雨｜崎〔三浦市金田〉にかけて大部分が単

調な弧状の海岸となり相模湾側とは対照的である。また，沖積低地は海岸沿いに幅狭く 帯状

に分布し， 一部は海岸段丘になっている。

2. 沖積層の層序と構造

Ii l調査方法

調査方法は鎌倉や逗子と同じ方法（松島，1974）をとり， 野外調査のほかに，低地で実

施されているボーリングや深井戸資料をできる限り収集し， 散点的な資料を比較総合して

沖積層と基盤岩類の岩相の特徴を把握し層序区分した（第1表〉。木地域でも ボーリング資

料から沖積層と基耀岩層との区別は比較的容易であったが， 宮田層の泥層あるいは宮田層

に対比される洪積層と考えられる泥層との区別はむずかしく， ボーリングコアの検討と露

頭調査によ って決めた。 とくに，野外調査では基盤岩類やボーリング資料の確認をふくむ

露頭観察を行なしり 100分の1の柱状図を作りボーリング資料と対比した。 数ケ所の地点

から採集した貝化石の群集解析を行なしらまた貝化石を使って14C法による年代測定を行

なった。

ボーリングや深井戸地点の標高は， 鉄道工事のような特別な資料を除くとほとんど明記

されてなく， 横須賀市発行の2千5百分のlの地形図（等高線間隔は 2m）と三浦市発行

の3千分のlの地形図（等高線間隔は 2m〕上で高度の明瞭な地点を基準として算出 した。

埋立以前の海岸線や造成工事以前の地形を知るために，明治21年出版2万分の1の迅測図

第1表 沖積層と基盤岩のボーリング資料による識別基準

沖積扇 （武山沖積層・野比沖積層） 基盤岩（洪積層 新第三紀層）

ジルト・粘土 砂 レキ 宮田届・宮田層相当層 三浦層群・葉山層群

泥岩 砂岩 5 0以上
N 値 砂レキまじり 10～50 10～ 50 

（風化の進20ん～で5い0る部分は
（部分は 10～ 10～ 50 20～50 

暗背灰色 暗灰色 暗緑色 黄褐色 暗灰色（泥岩）

色調 暗灰～暗緑色
淡緑～暗緑色 暗育灰色

暗灰色 乳白色 暗青灰色（泥岩、砂岩）
上部砂躍は黄補色

暗緑色
時K黄褐色 から茶褐色が 責褐色 暗緑色 責褐色（砂岩、凝灰岩）

目立つ

貝化石
多〈含まれる 多ν、 極〈稀K含まれる

中部層K多い 時々含まれる 在し 密集する
時々含まれる

（三浦層群の泥岩層中）

多量K含まれる
稀K含まれる まし 時々含1 極〈稀K炭化した木片

腐植物
（上部・下郎層1 稀K含まれる

K多い
れる が含まれる

火山灰
時々軽石 軽石0層を スコリ 7・軽石の層

軽石 在し 在し まし

スコリ 7まど を含む はさむ をはさむ

側方への変化は 側方への変化は 側方への変化は 側方への変化は在〈連続する 泥岩・シルト岩・砂岩・

岩相 少左くよ〈連続 多いがかまh 著し〈，極〈 レキ岩・凝灰岩と記されている時K砂岩泥岩の互層

する 良〈連続する 限られた分布 あるいは土丹岩の記載がある

を示す （宮田層と三浦層群Kみられる）
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「海j頼1lt鳥」「八l幡久里浜村」「長井村」，大正10年測図の2万5千分のl地形図「浦賀」，「秋

谷」 を判読した。第2～4a図に示す調査結果は，神奈川県発行の1万分のlの地形図 「観

音崎」「武111」「三1/i奇」 を用いた。

基盤まで達しているボーリング資料をもとに地表調査やその他の資料も合せて沖積層の

基底の深さの分布を5m間隔の等高線で描いたものが第2～4a, b図である。これらの等高

線は沖積層ift積以前の古地形を復元したもので， これによ って多くの埋積谷や埋没波食台

地形が明らかになった。 第5～22図は地質断面で，これからは沖積層の層相と層厚，i里積

谷の形，波食台の存在などが読みとれる。

I 2 l 小田和湾周辺の沖積層

小田和湾は調査地域内で最大の内湾であり，湾内へ流れ込む河川が多い。 三浦半島で最

も高い大楠111(242m）に源をもち南下する松越川l，前耕地川，武山方面から西流するノJ.＇田

和Jll，大橋川lおよび宮圧l台地からの川間川などがある。 Jll間川流域の長井を除く小田和湾

湾奥部は，早くから埋立てられ，白衛隊武山駐とん部隊や各種研究所用地に変わっている。

資料は松越川沿L、と駐とん部隊内および武山付近に集中し 長井や川間川泣い、は少ない。

第2' 5～11図は木地域の沖積層を示す。 この地域にはいくつかの埋積谷がみられる。

また谷と谷の聞には埋没波食台が発達する。

本地域の沖積層は松越）ii埋積谷 （第5図〉と大橋川埋積谷（第7図〉の地質断面から次

のように細分できる。

頂部泥炭層 ：（TP）層厚O～ 1m. 

上部泥層，上部砂層 〔UM,US〕層厚3～5m，泥層中には腐植物，砂層中には貝殻が

多くふくまれる。

中部泥，シル卜 層 ：（MM）届厚15～IOin，貝殻を多量にふくむ， 青灰色ないし暗青色の

泥ないしシノレト層である。

下部泥層 (LM）層厚5～IOin，礁や腐植物をかなり多くふくむ点で中部泥層（MM）と

区別される。時に厚さ1～2mの砂層 （LS〕や泥炭層を挟む。

最下部砂l1染層 ：（βG)！雷厚O～ lm，砂岩や泥岩の角礁をふくむ泥j冨で， 松越川±1£!積谷

底に部分的に認められる。

この BGから TPまでの沖積層を標式とし，三浦半島南西岸の小田和湾や宮田湾などに

分布するj中積層を小田和層と名付ける。

松越）｜｜沿いの沖積層は BGから UMまてつ三部分泥相で、特徴つ寸けられ，砂相あるいは探相

はあまりみられない。海岸付近に分布するusは層厚約5mと厚いが，上流に向ってほとん
ど発達せずグサピ状に尖滅する。UMは海岸に近いところから上流まで厚さがあまり変ら

ない。Bb21, 13, 18などでは貝殻をふくむが，上流の Ba6, 5, 3, 2では腐植物を多量

に混入する。MMは海岸付近ではシル卜相を呈するが，それより上流は泥相となり 員殻を

多くふくみ埋積谷全域にわたって分布する。MMとLMとの区別はあまり明瞭でなく，ボ

ーリングコア（Ba2 , 5 , Bb 20, 21, 24, 25〕を調べた結果，LMの方が腐植物を多くふく

み， 時々礁をもつことを特徴として分けた。 BGはごく限られた場所に分布するだけで連

続しない。コアで確認した機種は数明大の角際状泥岩，シルト岩とpebble大のスコリア質

砂岩，凝灰岩が目立つ。本地域の海成層の上限は，Ba2の海抜＋7mで泥層の色が変わる付

近と思われ， ＋5mまでは貝殻をふくむ。

大橋川沿いの沖積層には， 松越川l沿いのそれと比べ砂相がかなり発達する。usは厚さ約
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3mで， 海岸線から約1伽上流まで分布し員殻をふくむ。 この砂層は水平方向に少年工科

学校一帯の波食台を被い， ）1 f間川低地の最上部に連続する（第6図〕。MMは約l5mと厚く

シノレト相からなり員殻を多くふくみ部分的に腐植物もふくむ。上流の武山付近（Cb8～13)

では砂層（MS）ないし砂陳層に変化する。LMもBb74, 72, 73, 76にかけて約lQmと発達

し腐植物と礁をふくみ稀に員殻もみられる。 ボーリン グコアでみると武山付近の厚い砂層

(LS, MS）には貝殻が多くふくまれる。その海成層の上限は Cb8で＋4m（貝殻の上限は

+l.Sm）であり， Cb14では＋Sm（員殻は＋6.Sm）を示す。

川間川沿いの沖積層は資料が少ない。 河口から約1伽上流の国道134号線際まで員殻を

多量にふくむ砂質層 （US）が露出する。しかし，それより下位の地層は明らかでなL、。本

地域の資料による海成層の上限は深井戸資料 Bc14の＋5.Sm〔貝殻の上限＋ 3 m）て前ある。

松越川埋積谷には海岸付近で前耕地Ji［±引責谷が流れ込みさ らに南下する。 大橋川i里積谷

には駐とん地入口付近で小田和川埋積谷が合流し， 小田和湾湾央で松越川埋積谷や北流す

る川間川埋積谷などを合流して， 大きな埋積谷となり西へ延びる。 この埋積谷を武山埋積

谷と名付ける。武山埋積谷は小田和湾から西方に発達する小多和海谷（田山， 1950）に連

なる。すなわち，この海谷の頂部が埋積されたものが武山±ill積谷であると思われる。小多和

海谷は直線的な流路を取り， 佐島西方約4km沖合の－120～－l30m付近て、葉山方面から南
下する埋積谷 （木村ほか， 1969）と合流し， 葉山洋谷 （田山， 1950）になることが知られ
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ている GJ?:木，1955）。
松越川l:l哩積谷は海岸線直下（Bb

28）で 26. 5m，約L5km上流の

宮ノ前（Ba2）で一lOmを示し，

15/1000の谷底の勾配をもっ。谷

底は海岸線に近いところで1／幅広く

平であるが， 上流に向って第9a図

のように狭まり，第9b図では典型

的なV字形の埋積谷を形成する。

大橋川埋積谷は海岸際（Bb74)

で一29m，約1.5km上流の武山付近

(Cbl4）で＋3mを示し，20/1000

以上の急勾配である。谷底は，左

岸側の資料が少ないためやや不明

瞭なところがあるが，かなり幅広

く平坦化されている（第6'10, 11 

図〉。

小田平日川埋積谷でもかなり上流

部（Cal）まで海成層の分布が認め

られることや他の部分の海成層の

分布からみて，古小田和湾は， 複

雑なリヤス式海岸であったといえ

る。

第3,6医｜から埋没波食台は，

前耕地川と小田和川とに挟まれた

鹿島付近，林の南方， 自衛隊少年

工科学校一帯，長井の岡Iii奇から松

崎にかけての海岸沿L、に発達して

し、るものが目立つ。鹿島の埋没波

食台は海抜－ 3～÷2mを示し，
その上にO～5mの薄い泥質シル

卜ないし泥層（UM）がのる。この

泥層中にはかなりの量の腐植物と

貝殻がふくまれる。少年工科学校

一帝＝の埋没波食台は海抜－ 2～＋

2mで， 比較的平坦，かつかなり

広い。波食台上にはO～3mの薄

い砂層（US）が被い，ところどこ
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E 0 Cう
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ー ． ろの凹地を O～2mの厚さをもっ

たシノレ ト層（UM）あるいは泥炭

層 CTP，厚さ Im以内〉が埋め

ている。砂層には貝殻がふくまれ

る。岡｜｜｜奇から松ケ崎にかけての埋

積谷は資料が少なくはっきりした

ことはつかめない。

本地域の埋没波食台の形成年代

は現在の海岸に発達している波食

台と連続していること， 少年工科

学校付近は古い地形図でみると埋

立前に波食台からなる恵恩寺崎が

あったこと，上部砂層（US）ある

L、は上部泥層（UM）がごく薄くア

パットするように堆積しているこ

となどから判断して，員塚(1955)

が述べたように縄文海進最高期以

後の最も新しい時期に形成された

とL、える。

(3) 宮田湾の沖積層

宮田湾は，昭和30年中頃までは

国道134号線の西側まで入江がみ

られ遠浅の内湾で，湾内中央部に

は波島がみられた。湾内に流入す

る河）1 fは，宮田台地北縁の高円i)j

水ケ尻方面からの上宮田川と，下

宮田の飯森 ・馬場あるいは岩神の

谷からの小川だけである。

資料は湾内埋立に伴う基盤調査

資料，京浜急行三崎線工事の資料

および深井戸である。

湾内の沖積層の層序は，第12,

13図の地質断商から次のように分

けられる。

頂部泥炭層 ：（TP〕層厚O～3

m，谷の入口から上流に向っ

て発達する。

上部泥j留，上部砂層 ：（UM,U 

E 
0 

0 0 0 
0 

-’ 
れ』 M 

ー ’ 第10図大橋川沿い横断のG-G'

地質断面図
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第11図大橋Jl[i印、横断のH-Hr地質断面図

S）居ii享10～15m, UMは主に暗青灰色から暗灰色シルトからなり谷奥まで透る。貝
殻を多くふくむ。

中部泥層 ・（MM）層厚5～lQm，砂質シルトで員殻をふくむ。波島より湾奥にかけ厚く

堆積する。

下部砂層 ーCLS）層厚8～Om，湾口！~fl)で発達する 。

黒崎のはなから波島までの湾口部は幅が狭いが， 外洋に面しているので砂相の発達が著

しく， 泥相はMMのシルトがLSとUSの聞に挟まれる。しかし，波島より奥では泥相が顕

著で，砂質シルトが広く分布する。上部には砂層 （US）がみられ上宮田川沿いの和田（Ee

26, Cc 4）付近で2～7mの厚さをもっ。本地域ではMMとUMの区別はむずかしく，は

っきりした資料が少ないため明瞭な境は引けなし、。

埋積谷は上宮田）I[埋積谷と， 飯森 ・馬場 ・岩神の谷から続く埋積谷とが認められる。 両

埋積谷は波島の＠で合流し， 急峻な谷を形成しほとんど直線的な流路をとり黒iii奇のはなよ

り西に延びる。本埋積谷の延長は三浦洋谷 （田f_Li,1950，茂木， 1955）へ連なる。長浜から

南下する:lhllr賓谷は黒崎のはなの沖合でこの上宮田i盟積谷へ流れ込む。

埋没波食台は湾口部の矢作から西方の長浜に至る海宇に沿って分布する海抜－ 5～＋l

mのものと，湾;k部でかなり広く発達する－12～一7mの平坦面が目立つ（第13,14図〉。

前者は厚い上部砂層（US）におおわれる。 小田和湾周辺から荒Iii奇にかけて発達している最

も新しい時期に形成された波食台と一連のものである。 湾中央部の平坦面は中部泥層 CM

M）におおわれることや， 飯森の谷で明らかにされたように上部泥層の年代が約 5800y.

B. P.であることから判断して，純文海進に伴う最高i海水町期以前に形成されたといえる c

第13図の馬場の谷やその南側の飯森の谷でも， 最奥まで海成庖が分布する。 谷の入口か

ら谷奥にかけ最上部は泥炭層が層厚を増して形成されているが， それより下部は腐植物と

貝殻を多量にふくむ砂質シルトないし砂質泥層（UM）が地積している。 飯森の谷の本庖か

ら採集したシオヤガイを使って年代測定を行な ったところ， 5870士180y.B. Pという結果

が得られた。すなわち，本屈は縄文海進最高期のものである。 採集地点の海成層の高度は

海抜＋6.5m （貝殻は＋ 6～＋5.5mから採集〕を示す。 馬場の谷でも ＋6.5 mに貝殻をふ

くむ海成屈の上限が確認される。 海成層の分布から明らかになった古宮田湾は， 宮田台地
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の南西部を解析した谷沿いに海水が浸入してできた内湾で， 湾口部の狭く湾夫の浅い，い

くつもの入江をも った大きな湾であった。

( 1) 三戸浜の沖積層

第15図に三戸浜の谷を埋める海成沖積層を示す。外洋に面しているためか，非常に単純な

層序となってL喝 。 海岸線から谷の入口付近までは，上半部に砂層が厚く発達し，下半部

に泥層がみられる。 砂層は谷の上流に向って泥層に移り変る。この上半部の砂層は武山埋

積谷で区分した上部砂層（US）と中部混泥居（MM）の一部に相当するものと考えられる。

一方，下半部の泥層は， 中部泥層（MM）の大部分と下部泥層（LM）の一部をふくむものと

思われる。 谷奥では泥炭層が厚く発達している。最上部には泥層ないし シルト層がみられ

るが，これは耕作地のものである。 本地域での海成層の上限は Bb5の海抜＋ 8 m （員殻

のふくまれる上限も ＋8 m）を示す。

N 
1ηm 
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go 

0 100 200m 

＇－一ー一一」一一－－＇
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O JOO 200m 

」一一一一』~
一一一一ー且－20

10 

-20 

三戸浜海岸のN-N’（上），N-0（下〕地質断面図

(5) 三浦海岸の沖積層

東京湾側の三浦海岸では， 沖積層は千駄1hljlから菊名に至る海岸沿いや野上［：：JI[，長浜JiI （堂

前Jil）， 津久井川沿い， 金田低地に小規模に分布する。千駄岬に近い野比海岸には沖積段丘

を構成する貝殻をふくんだ際まじり砂層があり， これを青木(1925）が野比員層とよんだ。

そこで今回明らかになった三浦海岸の沖積層全体を野比層とよぶことにする。 野比員層は

野比J~iの上部砂層 （NUS）である 。 野比層は谷地形お よびj皮食面を ±1±[積す る L札積物で， i海成

段｜王をつくる。

野比層はl里積谷に厚くi仕積しており， 上宮田i引責谷での層序は次のよ うである （第16,

17図〉。

海岸沿いは上半部が砂層，下半部が泥層となる。

99 



100 松島： 三浦半島南部の沖積層

上部砂層 (NUS）層厚20～15m，海岸線から谷の入口 まで厚く発達する。 それよ り奥

は上部泥層（NUM）と下部泥層（NLM）の問へ薄く挟まれ消滅する。最上部は細磯ま

じり粗砂ないし中粒砂，三浦海岸駅南側には砂丘地積物の砂層もあるが境は不明。 地

表から深くなるほどよくしまり N値が高く，時に貝殻をふくむ。

下部泥層 (NUM）層厚12～lQm，層相は主にシルト谷底に沿って谷奥まで全域にわた

り分布する。しばしば疎と腐櫛物，貝殻をふくむ。

谷奥では最上部に泥炭層があり，他は泥層が厚く発達する。

頂部泥炭層 ：(NTP）層厚O～7m，谷の中程から奥にかけ厚くなる。

上部泥層・（NUM）層厚3～5m，谷の入口から奥まで発達する。主にシルトからなり

腐植物，貝殻を多くふくむ。Ca86地点（海抜＋5～＋4.5m〕から採集したマガキの14c 
年代が約5800年前を示した。本属は古宮田湾奥の飯森の谷て確認された小田和層と同

じ海進期の堆積物である。

中部砂層 ：（NUS）層厚2～Om，海岸沿いで発達するUNSが， 谷の入口付近で急激に

薄くな りNUMとNLMとに挟まれ分布する。 間口の広い谷の場合は厚くなり谷奥まで

分布する。横への層相層厚変化は大きく泥質になる。時に貝殻をふくむ。

下部泥層 ：（NLM）層厚10～8m，層相はシルト質から粘土質まで変わる。海岸沿いてい

分布するNLMの延長である。最下部には際（シル ト角傑〕と腐植物を多くふくみ，上

方に向って員殻がみられる。

以上から上宮田埋積谷の野比層は， 海岸沿いで砂屈が卓越し沿岸堆積相を示し，谷あい

になると泥炭層と泥層で占められおぼれ谷堆積相を呈する。 しかし，谷の隔のやや広い所

では上部砂層が谷奥まで分布する。

木ノ間埋積谷は 第19図から明らかのように上宮田埋積谷と類似した！ft積状況を示し， 海

岸沿いに砂層，谷奥に泥層の発達が著しい。

津久井川埋積谷も上宮田埋積と良く似た層序を示すが，ここでは最下部に下部砂層（NL

S）の発達が白立つ。層厚3～4mでpebble大のシル卜1擦をもち海岸線から上流に向って

分布する。 海岸線近くの川尻のポーリング資料では， NLM砂質シル トで，ところどころ

に泥岩礁をふくみ陶汰が悪く ，横への変化が大きL、。しばしば貝殻がふくまれる。NUSは

よく発達し分級度のよいしまった中粒砂～細粒砂よりなり， 外見は賞褐色を呈し特徴的で

ある。N値は高L、。 津久井浜駅南側に発達する砂丘および砂洲の堆積物は， 細礁を多くふ

くむ粗砂（厚さ約3m）からなりNUSとの区別はつけやすい。

長浜川と野比川沿いでは第22図に示すように泥相が顕微であり，砂尼iは最上部だけにみ

られ，この砂層が波食台仁の主体を構成する。長浜の海岸 （Ee9～12）には長浜川埋積谷

を埋めた泥層（NLM）が露出する。 泥居jには多量の貝殻と腐植物をふくむ。産出する貝化

石はいずれも強内湾性を指標するシズクガイ，イセシラガイ，イヨスダレ，オキシジミ

ハイガイなどが目立つ。 これらの種は現在の三浦海岸沿岸水域には生息、しなL、。 NLMは

本地点から約800m上流の Ec4地点まで長浜川沿いに露出する。一方，長沢の波食台を被

うNUSにはチョウセンハマグリ， ベンケ イガイ，ウチムラサキ， バカガイなとの貝化石

がふくまれており ，その貝化石のi'c年代が約5000年前であることが知られている（米倉，
1975）。野比川では， 河口付近の段l王を切って蛇行する河床に腐植物を多量にふくむ粘土居

(NLM）が連続して露出し， 河口から約 1km上流（Eb1）まで分布が確認されている。

NUSの砂層は， 海岸沿いの段丘を構成し厚さ10～5mである。 この砂層は東方の千駄1114J
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長浜川沿い縦断のV V＇地質断面図 （上〉と野比｝1ft品、縦断のw-w’地質断面図〔下〉

にかけて波食台上に分布する。 以上から両±ill積谷の沖積層は， 上宮田のものに比へて泥層

の発達が著しく，約20mと厚い。NUSの堆積年代は約5000年前である。

金田低地の沖積層は， 深いポーリング資料が全くなく，下部層の様子は全く不明。 しか

し最上部を構成する堆積物はかなり籾く cobble大の泥岩礁，砂岩礁をふくむ粗砂ないし

中砂が谷奥まで広く分布する。 金田海岸沖lこ知られている金田海谷 （力［｜賀美ほか， 1962)

へ述る金田埋積谷についても資料がなくわからなし、。

i出積谷は埋没波食台を横切り海岸線に直交する形で分布する。 西側から菊名埋積谷，上

宮田理1賓谷，木ノ間埋横谷，津久井川埋積谷，長浜川埋積谷，野比川士里程I谷がある。 陸上

にみられるそれぞれの河川の大きさから判断すると 長浜川や野比川｜の思憤谷が大きいよう

に考えられるが，第16図に示されるように比較的小さく狭い谷地形をとる。 最も犬規模な

のが上宮田埋積谷である。 この谷は，地表では三浦海岸駅西側の谷で目立つほど大きくな

し、。しかし，多数のボーリング資料から明らかにされた埋蹟谷は， 意外と深く 海岸線付近

で基底が約 30m(Cal0）に達するものと拘測される（第17図〉。なお，東京湾の海図や東京

湾口の海底地形など〔jJ日賀美ほか， 1962）では， 東京海谷から北西方向の上宮田方面に延

びる金田海谷がある。 上宮田埋積谷は三浦海岸沖合て世菊名埋積谷と木ノ間埋積谷，さらに

津久井川埋債谷を合流させてこの海谷に連る。 津久井川埋積谷も海岸線付近で－25mの深

さに谷底があり，谷壁のゆるやかな大きな谷であることが明らかにな った（第16,20図〉。

長浜川と野比川埋積谷は海岸線付近のボーリング資料がなく， 谷底までの深さを確かめ

ることができない。 しかし流域の地表調査から明らかにな った基蛾岩の分布や両河川沿い

に露出する沖積層の堆積状況から推察して， 埋積谷はかなり帽のj郎 、小さなものであった

と考えられる。野比川埋積谷は三ツ磯の東側を通り東京海谷に延びている。

三浦海岸のほほ中央を横切る武山断層を挟んで 東方の長浜川と野比川埋蹟谷が小規模で

基底までが浅いのに対し， 西方の津久井JI['上宮田埋積谷は大規模で深いことを示すこと

第22図
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が明らかになった。

埋没主主食台は台地から海岸へ舌状の形をとって分布する。 しかも場所によりその高度が

異なる。 第16図から明らかに国立久里浜病院付近では＋10～＋13m，野比川河口付近では

2段の波食合が認められ上位は＋5～＋lOmで台地に接して分布し， 下位は－ 3～Omで

海岸沿いに発達する。 上位の波食台上には数mの上部砂層 （NUS）が被うが，下位の波食

台上にはほとんど堆積物がのらず，現在の波食台といえる。 津久井川河口の東側北下非11小

学校周辺では＋2～十5mの波食台が存在し， 西側の津久井南方部落付近ではO～＋5m

と低い位置に分布する。 菊名付近ではO～＋5mの高さをとる。このような高度の相違は

後述の野比面の高度分布と同様に南西方に低下の傾向を示す。

野外調査と空中写真および2千5百分のl地形図の判読により ， この地域の沖積海成段

丘の分布を確かめた（第23区｜〉。沖積段丘は野上ヒ川河口付近から東方の千駄11却にかけて模式

的にみられ， 国立久里浜病院と県立老人ホームのある高度十20～＋22mの平坦面が最も高

く明瞭である。 この平±f!.面を野比面と名付ける。野比面は千駄11Jq1から西南方の菊名にかけ

ての海岸沿い，野比Ji[，長浜Ji[，津久井川沿いや金田付近に分布する。 段丘面の高度は千

！は岬近くで＋20～＋22m，野比川河口付近で＋14～＋18m，長沢付近で＋12～＋15m，津久

井浜から上宮田にかけて＋10～＋12m，菊名付近で＋7～＋lOmとなり， 東に高く 西南方

に低下する。 この面を構成する堆積物は前述のように埋没波食台上では厚さ 5～lOmの磯

まじり粗砂，埋積谷上で＇lOm以上の粗砂〔NUS〕からなる。 なお， 海岸沿いには，海岸線

に平行して野比層を被って厚さ1～3mの細磯まじり粗砂からなる小規模な砂丘，砂洲が

発達する。

野上ヒj雷の海成層の上限は，菊名付近で＋7m，上宮田±［！積谷で＋5.5m （貝殻がみられる

上限は＋5～＋4. 5m），木／間埋積谷で＋5. 7m （貝殻は＋ 4 m），津久井川沿いでは津久

蔭童話A

隆弘

0 lkl'll 

第23図 三浦海岸沿いの海成沖積段丘野比面の分布図 A，野比商，B，砂丘，砂洲，I，北武断層，

2；武山断層，3，南下浦断層， Na，長浜川， No，野比川，T，津久井JI!,P-Pつ地質断面位置
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井浜駅東側で＋5.5m （員殻は＋1 m），長浜川沿いで＋11.5m （貝殻はート8.3～＋7.5m), 

国立久里浜病院で＋19m（貝殻は15m）などの測定値が得られた。 前述の埋没波食台の高

度，野比百の高度分布と同じ傾向である。 すなわち， 武山断層を坑に，西側は低く東側が

高まる傾向にあり，武山断層の変位に起因することは確かである。 この点については後に

述べる。

今回明らかになった小田和層と野比層は， 14c年代からも確実に三浦半島北西岸の大船
貝層，鎌倉貝層，逗子貝層， 大磯丘陵の下原層の最上部層および房総半島南端の沼層（星

野， 1967，浜田，1963〕と対比でき 3 純文海進期に形成されたことが確かめられた。 さら

に，野比商は大磯丘陵の中村原町〈米倉ほか， 1968）や房総半島南端の沼町に対比される

ことが明らかになった。

b 

第24図 長浜川河口付近の野比層の露頭スケッチ a；長浜川左岸（Ec6), b；長浜川右岸｛EcSJ：』 tty;

葉山層群，Ns，野上ヒ層， X1，カモメガイ産出地点海抜＋6.5 m (6660土 140y.B. Pよ X2；カキ

などの貝化石産出地点海抜＋7 m (5060±120y. B. Pふ s;f[J、（野比層上部砂層）， ms；泥岩 （葉山

層群）， SS，砂岩 （葉山層群〉．

105 



106 松島： 三浦半島南部の沖積層

3. 貝化石と生息環境の変遷

本地域では野村 (1932〕が野比海岸から11種の二枚員を記載した以外， 沖積層産員化石

の記録はない。 貝化石をふくむ沖積層の露頭が少なく，調査する機会が稀で注目されなか

ったためであろ j0 最近は各種工事が進められており，各地で貝化石を採集することがで

きた。 また，調査地内で3地点4個所から採集した員化石を用いて 14C法による年代測定

を行なうことができた（第2表〉。

ここでは野外調査で得られた員化石とボーリングコアから得られた貝化石， および14c 
年代から本地域における貝化石群集の時代的変遷の概要を述べる。整理中の微小貝類をあ

わせた群集解析は別の機会に紹介する。

(1) 長沢の長浜川両岸の露頭と貝化石 （Loe.la, b) 

第24a,b図の露頭（Ee5, 6）は，長浜川河口付近で河川改修工事が行なわれたため出

現した。

基盤の葉山層群（走向55°W，北へ30°傾糾する薄い砂岩層を挟む泥岩層〉を斜交不整合

に被う基底礁をもっ厚さ約4.3mの海成層（野比層〉が露出する。不整合面は連続して観

察でき，かなり平坦化され海抜十6.7rnを示す（米倉， 1975）。海成層の基底から70～lOOcm

聞には， 泥岩の巨1擦や古期岩類の細粒円f擦をもち， 一部に貝化石をふくむ砂際層が発達す

る。 基盤の泥岩の表面や葉山層群から由来した泥岩の巨礁には， 穿孔性員類やイワガキ，

オオヘビガイの付着がみられ，この平坦面が波食台であったことを示す。 砂！深層の上位に

は分級度のよい平行層Jillのみられる細粒砂がある。露頭の頂面は海抜十nmである。
米倉（1975）が年代測定に使った貝化石は， 基盤の泥岩に穿孔していたカモメガイと砂礁

層中lこ点在していたカキ＊である。測定値はそれぞれ6660土140y.B. P., 5060±120y. B. P. 

第25図 三浦半島南部の沖積層産貝化石産地

キカキの種名は不明
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第2表 三浦半島南部の沖積層産貝化石試料の14c年代測定値

採集地 コード 試料採 集地
(m) 

測定値

番号 番号 試 料 名 備考
土1包 点 東経 北緯 海抜高度 司ty.B.P. (B.C.) 

+B一一 Ostreαsp. 
la 横須賀市七軒町 5060士120(3110)Gak-407 2 +6. 7 b キ

長浜川右岸 139' 40’58' 35' 12’5' Yonekura, 

Pho lad-王deαkrm昭kurensis 1975 
lb Gak-4775 +6. 7 6660士140(4710)

力モメ力”イ

三浦市下宮田 +6 AnOI叩 lodis四 ssquar叩SUS
8 Gak-5900 京浜急行電鉄 139・38'20” 35 ・ 1 0 ’ 3 7• 5870±180(3920) 

仲田陸橋橋脚下
+5 5 シオ p n・’イ

ニ浦市上宮田
35' 10’57” 

+5一一 加 880品目α向回6 Gak-5901 県営上宮田団地 139・39’10・ 5810±190(3860) 
ポ／＇ 7・場 +4. 5 マ カ1’キ

である（第2表〉。

カモメガ イと共産した貝頒はニオガ イ，メオニアサリ 3 チヂミウメなどである。 いずれ

も泥岩に穿孔しており，両殻が完全にそろい現地性堆積を示す。 カモメガイの示す6660士

140y. B. P.の値は，これら穿孔性員類の生息年代を表わし，同時に波食台の完成年代を示

す。また，当時の汀線が近い位置にあったことを知る資料である。一方，基底からわずか

50～7QCm上位の砂牒層中のカキは， 5060±120y. B. P.を示す。このカキと共産した種のう

ち多産するものは， ハカガイ ，チョウセンハマグリ，ウチムラサキ，イタヤガイ ，ベンケ

イガイなどの大型の貝で，i朝間帯下から上部浅海帯の砂質底に生息する種である。 これら

の貝は殻の表面がかなり風化されたり ，相当に磨滅された りしており，両殻のあわさ った

個体がみられないことなどから判断して， 異地性堆積によるものといえる。 したがって3

5060土120y.B. P.の値は砂磯層の椛積年代を表わしているが，波食台形成の時代を示すと

はいい難い。 なお同じ理由によって汀子息高度は求めにくし、。このカキと共産する群集は，

松島 ・大11鳴(1974）が縄文海進期における内湾の貝類群集を区分したとき， E群集と した沿

岸水域に生息するチョウセンハマグリ ，ダンベイキサゴ， ベンケ イガイなどからなる群集

に当る（第3表〕。

(2) 長浜川上流左岸の員化石 （Loe.2) 

前地点より約400m上流の長浜｝1 J左岸 （Ee4）の青灰色粘土層からマガキが密集して産出

した。採集地点は十8.3～＋7.5mである。 マガキは粘土層中に小規模な群（礁、〕を形成し

ている。 随伴種にはマガキの殻に付着しているナミ マガシワ，イボウミ ニナ，カワアイな

どである。 カキ群の組成は非常に単純であるが，湾奥部潮間帯に生息する群集（松島 ・大

嶋，1974のA群集〉 に相当する。

(3) 長沢の海岸際の貝化石（Loe.3 a～f) 

長沢の海岸には約100mにわた って腐植物まじりの粘土層が露出する。 本層には前述の

ごとく内湾度の高い種が産出する。長浜川河口に近いところでは， 基盤の葉山層群の泥岩

を不整合におお う砂質粘土からなり穿孔性貝類，マガキ，アサリ ‘ヒメシラトリ ，オキシジ

ミ，ハイガイ ，イボ ワミニナ，カワアイなどが産出する（Ee9, 10）。それより西南では粘

土層になりイセシラガイ，ウ ラカガミ，イ ヨスダレ， シズクガイなどの強内湾性種がみら

れる（Ecll,12）。粘土層の上限は，明らかでないが現在の汀線から約2mまでは確実に露

出する。それよ り上位は上部砂層（NUS）となる。一方，下限は汀線下に没している。本

層は堆積状況，岩相， 貝類の生態的特徴などから判断して縄文海進初期の谷埋めの堆積物

であると考えられる。 そこにはA群集 （ハイガイ ，イボウミ ニナ，オキシジ ミ〉とC群集
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第3表 内湾における生態環境と貝類群集区分（松島 ・大向島，1974〕

水塊

環境

堆積物

i朝間帯

上部浅海底帯

外洋水塊

湾 の外明lj

砂

E群集
ベンケイ
ガイ
チョウセ
ンハ7
グリ
ダンベイ
キサゴ
コタ7 ガ
イ
ワスレガ
イ

質

沿

湾口 部 ｜波 食 台

h守

F1伴」長
オオヘビ
ガイ
キクザJレ
ガイ

D群 集 yモド
イワtfキ キ
イタポガ
キ
ウチムラ
サキ
イポキサ
コ

岸 水 塊

湾 中 央 音II

砂 11 ｜ンルトー泥質

B群集

［ハマグリ C群集
カガミガ
イ
ンオフキ イヨスダ
イポキサ レ
ゴ

アカガイ
アサリ トリガイ
サノレボウ

ンズクガ
ヒメンラ

イ
トリ

（ウラカガミ，イヨスダレ，シズクガイ〉が生息していた。

( 4) 上宮田県営団地ポンフ。場産の貝化石（Loe.6) 

湾 奥部

砂 J尼質

Af,:{c集

7 庁キ
ウネナン
トマヤ
ガイ
ハイガイ
オキシジ
、

イボウミ
ニナ

三浦海岸駅西方にある県営上宮田団地内のポン プ場建設工事によって海成沖積層の上部

が露出した。ここでの海成層の上限は海抜＋5.5mにあり，貝化石の採集地点の高さは＋5

～＋4.5mである。腐植物を多量にふくむ礁まじり泥質砂層中にはマガキ，ウネナシトマヤ

ガイ，アサリなとがところどころに密集した自生群集がみられる。 これもA群集に当るが，

古大船湾や古逗子湾， 後で述べる古宮田湾などでみられるA群集の種構成に比べると極端

に単純なものであり， 上述の長浜川左岸〔Ee4）とよく似ている。マガキの示す5810士190y.

B. P.はA群集の生息年代を表わすと共に，本地域の縄文海進が谷奥に最も深く浸入した時

期を示している。

(5) 下吉田京急｛中田陸橋橋脚下の貝化石（Loe.8) 

貝化石は飯森の谷奥に当る京浜急行三崎線仲田陸橋橋脚工事に伴い産出した。 当地の高

さは海抜十 Smで， 腐植物を多量にふくむ海成層が約Smの厚さをもって堆積し， その上

限は＋6.5mである。取り扱かった資料は＋6～＋5.5m聞の黒褐色泥質砂層から採集した。

両殻の合わさったシオヤガイの多産することが特徴的で，共産種にはハイガイ ，カワアイ，

へナタリ ，カモノアシガキ，マガキ，イオウハマグリなどのA群集を構成する種と微小巻貝

が多種みられた。シオヤガイを用いた測定年代値5870士180y.B. P. は，前述の上宮田ポン

プ場の測定値と一致する。この群集と同じものが，この谷の東北にある馬場谷（Loe.9〕で

も，馬場の谷と飯森の谷の出口にあたる余水の小）iiの川底（Loe.10）でも見つかった。こ

れらの群集はマガキ，ハイガイ，イボウミニナを主体とする A群集にシオヤガイの多量に

混じ石ことが特'1数である。

埋立以前の宮田湾や油壷湾， 諸磯湾などの現世地積物の下からはシオヤガイが多産する

ことが確認されている（堀越増興教授の談話〉。シオヤガイにと って縄文海進最高期の三浦

半島南部の小さな内湾は，生息に好適な場所であったといえるが， 本種は現在の相模湾沿
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第26図菊名付近にみ

られる穿孔貝の生痕

化石露頭

海抜＋ 7～＋6.5 m 
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岸域には生息していなし、。最近埋立てられた宮田湾の一部が用水路工事により掘り起こさ

れ，砂質シル 卜（産出深度は不明〉からウラカガミ，イヨスダレがかなり多量に産出した。

これはC群集で，古宮田湾の湾中央部はC群集が広く分布していた可能性が大きい。

( 6) 菊名の生痕化石（Loe.7) 

菊名のLoe.7地点の民家の庭先に露出する初声層の砂質泥岩の表面には，穿孔性貝類に

よる巣穴の生痕化石（第26図〉が見つかった。 本地点は現在の海岸線から約300m奥まっ

た位置にある。 巣穴の密集する高さは海抜＋ 6.5～＋7m問であり， 沖積低地より約 lm

高い場所に分布する。年代を示す直接の資料はないが，この付近の野比面高度，海成層の

分布から判断して縄文海進最高期に形成されたものではないかと考えられる。

( 7) ボーリングコアからの貝化石

コアから確認できた員化石ーを第5表に示す。 資料は三浦海岸側で津久井川の河口に近い

川尻と上宮白木ノ間，小田平［｜湾側で宮ノ前と鹿島，林地域に集中する（第25図〉。それぞれ

の地域の沖積層のi仕積状況， 採集深度，層相，種を検討した結果， 化石群集の組成や産出

深度，地理的分布の特徴が明らかになった。

川尻地域では海抜一2.4～－14.0m聞に員化石が見いだされる。 13m以深ていは資料が少

ないが，アサリ，カワアイが腐植物を多くふくむシルト 層中に認められる。 この群集は強
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第4表 三浦半島南部の沖積層産の主要貝化石

Locations 1 a 1 b 2 3a 3b 3c 3d 3e 3f 6 7 8 9 10 

Altitude (m) +6.7 +6.7 + 7.5 +0.5 +0.5 +0.5 +0.5 +05 +0.5 +4.5 +6.5 +5.5 +6.5 +3 

+8.5 +8.3 +1 +l +1 +5 +7 +6 

Deposits R 9.Sd cl scl s.cl cl cl cl cl s.sl R slsd sl.sd sl.sd 

PLECYPODA 
Teg i I I a「ca granosa 「 a c 
Glycym e「isalbolinea十ヨ c 
Pe c十en a I bi c a円S c 
A円omia I ischkei r r r 「 「

C「assos十rea nipp O円司 r 

C. gigas δ c r a c a a 
Os十rea denselamel losa c 

Dendo s十rea paulucciae a a 
Trapezium Ii ra十um va - 「 r 

Ph lye十lderma japon icum 「

Anodo n十ia s十earnsiana c c r r c 

Pi I lucina pisidium c 「
p. s十「 ia十a c 
Kellia porculus 「

p i十ar s u If u「eum c 「

Saxidomus p U「pu「a十us r va 

Cycl ina sinensis c a r r r 

Mere十「 ix I u so「ia 「 r r 

M. lamarcki 1 a 

Dosinel la p e円ic i I I a十日 c a a a r r 
Anomalodiscus squamosus va v a 「
Pro十o十haca jedoens is 「

P. schenckl 「

Gomph i門司 melanaegis c 
Tapes japonica a c c r r 「 a 「 r r 

Paphia vernicosa c 
P. undul a十a r r r r 「 r r 
同ac十ra chinensis va -
川. veneriformis 「

T「esus keenae r 

Theora la十a c c 

A「copagia diapha円B 「 r 

Ma coma i ncong「ua 「 c c a c c r 「 r r 

Solen s十「 ic十us c 

Mya a「enaria oonoga i r 「 「

Barnea mani lens is c 

Pholadidea kamakurensis a c 

Pholadidea sp. ? va -

SCAPHOPODA 
De n十aI i um o c十angula十um r r 

GASTROPODA 

Umbonium cos十a十um c 

U. mon i I if e「um c r 

Lune I I a corona十a で r r 「

Assiminea lu十ea japonica va - c 「

Se「pulorbis imbric a十us c 

Ba十illaria mul十iform is 「 r 「 a c r 「

B. zona I is r r内 r 「 va va 「

Cer十hideopsllla c i円gu I a十a c 「

Cer l十hidea djadjariensis r r a r r 「 「 a va r 

Cer i十hium kobel十l 「 c r 

Clypeomo「uscoralium r c r 

Nev e「i十a didyma hosoyai 「 r 

Ch a「Onia sauliae r 

Baby lo円ia japonica r 

Ni o十ha Ii vescens 「 r r r で r r - 「 c r 

Hinia fes十iva r 「 r c c c 

Ri円自 iculadolia「is 「 「

Assemblages F E A A c c c c c A F A A A 

R,Rock, g.sd;gravel sand, sl.sd;silty sand, s sl ;sandy silt, s cl ;sandy clay, cl ;clay 

Frequency va;very abunda n十， a;abundan十， c;ccmmon, r,rare. 



第5表 三浦半島南部の沖積層のポーリ ングコアからの貝化石

Locati。ns 4a 
川ISAKI Da 2 

4b 4c 4d 4e 4f 4g 4h 5a 5b 

Boring llo. TAKEYAMA DclO TA KEYA刊A Dcl 1 TAKE YA附ADel 2 TAKEYAMA Dc13 TA KEYA吋ADel 4 TAKE YA”A Del 5 TAKEYA”A Dc17 TA KEYA”A Dc20 州ISAKI Da 3 

Alutitude at which shell 

was collecterl(m) 

(Lithofaciesl . 
I -6 s～・8＼（日 ndysl 1刊

叩eel問 n I Nlo怜 llv田ens
Pelecyp。da!rag•鳩n t

川
出
n 11 b 

TAKEYA阿ACbl 3 TAKE YA苅ABa2 TAKEYAMA 8a5 

-9. 7～－10.0Cslけ》
Ooslnel lo penlcl I loto 
Paph l• undulato 
Macα闇 令。ky。ensls 
-10 1 ~ － 1 I 7(sl I刊
Macoma toky。ensls 
-11 7--11.8Csondy sl It) 
Ooslnel I• pen le I I Iota ”lnlo festlva 
-13. 1--14目O(sondysl It) 
Topes J•P。n le• 
Cerlthld制 djadjorlensls

12a 
TA KEYA附A Bb20 

-8.6--8.8Cm.日 ndl
Macα咽 lncongruo
Pelecyp。da什崎明叶

12b 
TAKE YA時ABb21 

-6.9--7.211 sondl 
NI otha 11 vesens 

-8.9--9目2Csll令】
f句cα閣 lnc。ngruo

12c 

TA KEYA附A Bb24 

-2 . • －・｝.引9・拍nd l
Osすreasp 
Pelecyp。dofrogmen! 
Gas tr。p。dofragmen令

12d 

TAKEYAHA Bb25 

-12.8--1}.刊日 ndysl I竹
MaCOI'閣 Inc。噌rua

13a 

－・・・－・6.7(日 ndyslltl
Ooslnel lo pen I cl I loto 
Austrolob・pie’a

13b 
TAKE YA阿A Cb9 

-9.0--10.6《sondysll刊
M・c。n'la Inc。”grua
Pel・cyp。dofr・9晴n令

13c 

TAKEYA阿ACbl 1 

-4.2--4 5(sondy sl け3
Asslmln・asp. 
N’oth II vescens 
-6 2--6日sll竹 田ndl
Fu’vi・hunger，。rdl
The。ralubrlco 
Echlnold。

--0.8--1. l(sl け3
Cros日計r曲 glgos
Pl I luclno plsldlum 
Rlnglculo dol lorls 
。＠円相llum。c柑 ngulotum
Bal anus 

川1・11ir1::1i
13d 

TA KEYA附A Cbl 2 

13e 

• } .7 N叶 . O C mud l

Cerl州 Ideadjodjorlensls l・｝.5--1.0Cmud)
Cerl相 lum同国け1 I Os什田町・”lnla !esサlvo I Pophlo undulata 

＂＂＂°＇咽 Inc町、gruo
, Aus’rolobo pie’a ・1.0～－2.｝【日ndysl l刊 I Teeす加計lco叩・

Cycllno slnensls I Hlnla旬計 lvo
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Hlnlo festlv• 

ドザ「’γ「－75 .－「..，...マ、，

ド『F守h守～r9.6 冊、戸~トF

•1 4岬・1Hsi 1旬 sand)
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内湾性潮間帯のA群集あるいはB群集に比較される。 9～ 12m聞にはウラカガミ，イ

ヨスダレ，ゴイサギなどの種が目立つ。 これらはL、ずれも内湾の潮間帯下泥質底に生息す

る種である。 -6.4～－9mの砂層中からは再び潮間帯に多いヒメシラトリが見いだされ
る。－6.4 m以浅もカキの破片などが見いだされることから考えて， 内湾の潮間帯付近の

堆積物である可能性が強い。 本地域では，下部から上部に向って深度が増し再び浅くなっ

ていったと判断される。

木ノ問地域では海抜一 0.8～－11.1 m間より 貝化石がみられた。 -6mを境にしてそれ

以深にはチゴトリガイ，シズクガイで代表される潮間帯下のC群集があり， 6m以浅は

マガキ，カワグチツボなどの内湾々奥の潮間帯のA群集で構成される。 本地点は木ノ間埋

稜谷の谷奥に位置し， 小さな入江となっており下から上に向ってC群集からA群集に変っ

た。すなわち，水深が浅くなったことが明らかである。

小田和湾側の宮ノ前地域では海抜＋3.7～－2.3m 聞のシルトから員化石が産出した 。そ
れはコホロギ，カワアイ，オキシジミなどの種であり， A群集に比較される。本地点は古小

田和湾の松越川沿いに形成された入江の最奥に位置することからも A群集の分布は妥当で

ある。 しかも本地点はこの地域で最も高い位置に分布する海成層なので，これは縄文海進

最高期のA群集といえる。

鹿島地域では海抜＋ 2～－14m聞に員化石が豊富に見いだされた。 +2～ー0.4m聞の

砂層中にはマガキ， イボウミニナからなるA群集とイボキサゴからなるB群集とがみられ

る。 水平的にはB群集が砂層分布域の中央部にみられ， A群集はシルト質のところに片寄

って分布する。 -0.4～ 10 m聞のシル卜層にはウラカガミ，イヨスダレ，シズクガイ，

チゴトリガイなどのC群集構成種が顕著である。 -11m以深になると層相は変らないが，

腐植物を多量にふくみ， オキシジミ，カワアイ，イボウミニナ，コホロギなどの湾奥潮間
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帯に生息する貝類で占められる。 これはA群集の構成種である。垂直的にみると下部から

上部に向ってA群集からCj洋集， さらにB群集ないしA群集に変化していること を示す。

すなわち，群集から推測できる環境は縄文海進初期の状態から最高期を経て海退期に至る

までを現わしている。 最上部のA, B群集は最も新しい時期に生息していた群集であるc

林地域では海抜＋0.5～－3.4m聞に貝化石が産出した。 層相はシノレ卜質から磯質まで変
化に富むが，産出する員化石はマガキ，オキシ ジミ，コホロギなどの A群集構成種からな

り， 大橋川埋積谷の奥部にこの1J,Y0集が広く分布していたことを示す。

以上の資料から三浦半島南部における沖積層の貝化石群集の変遷をま とめると， 大体次

のようになる。

①縄文海進最高期以前，海水は各till積谷沿いに浸入した。 そこには主に泥質堆積物の供

給があり下部泥層 （シルト 層〉の形成がおこなわれ， 海岸線付近にはA群集，やや水深の

深い場所ーにはC群集が生息した（津久井川埋積谷の川尻付近， 長浜川埋積谷の現在の海岸

線付近， 木ノ間付近， 前越川；埋積谷の鹿島付近，第27図〉。

①約6600年前には，三浦海岸一帯に波食台が形成された。 埋積谷の泥質部にはC群集が

生息し， 波食台には穿孔性貝類や固着性貝類がみられた （長浜川河口付近の波食台，菊名

付近， 津久井i里積谷の川尻付近〉。

①約6000～5000年前，海進最高期には， 第28図のよ うな入江の発達する海岸線となり，

湾内は泥質堆積物，沿岸水域 〈三浦海岸側〉には砂質堆積物の発達をみた。 C群集は湾中

央部に広く分布し， 湾央部は A群集が生息した （長浜川埋積谷，木ノ間埋積谷，上宮田埋

積谷，古宮田湾，古小田和湾〉。外洋水の影響を受けやすい長沢付近の波食台上にはE群集

が分布した。
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①縄文海進最高期以後，A群集は三浦海岸側では内湾の消滅と共に失われた。相模湾側で

は，小田和湾周辺でかつての湾；央部まで前進して規模を縮少しながら生存した（鹿島付近〉。

宮田湾でも同様である。この時期に小田和湾ではB群集もみられる。C群集は現在三浦海岸

側では完全に消滅。小田市l湾では分布が著しく縮少して湾奥部に残る。 宮田湾も湾奥部に

生息していたが（堀越，1956〕，現在は埋立てにより消滅した。諸磯 ・j由壷湾には生息して

L、る〔堀越， 1955）。 E1l下集はチョウセンハマグ リを除き ほとんどの種が三浦海岸に生息

する（堀越，1960）。したがって海進海退の影響を強く受けた群集は内湾に生息するA, C 

群集であり， 意外と影響を受けてないものが外洋水域に生息するE群集である。

①各群集の種類構成をみると，相模湾側の方が黒潮の影響を受けやすいためか， 暖流系

種が多くふくまれて豊富な内容をもっ。 東京湾側の種類数は著しく少ないが，個体数が比

較的多い。

4. 三浦半島南部の縄文海進期後の地殻変動
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海成沖積層の頂面高度m〔貝殻のふくまれている高さm).
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南関東の縄文海進に伴う海成沖積層］頁面の高度分布は， 最近の地殻変動を知る手がかり

を知るために注目されてきた。 杉村・成瀬（1954）以後，成瀬 (1968），町田〔1973），松

田ほか (1974）， 米倉 (1975）などが調査し高度分布図を描いているが， 基本的な分布は成

瀬（1968）以後あまり変っていなL、。 すなわち， 房総半島南端と大磯丘陵南西部に最も高

し、場所があり， 東京湾湾奥に向って（北に向う〉低くなるパターンを示す。

今回の調査で得られた海成層上限の値を， 三浦半島を北西 南東方向に横切る活断層を

記入した図〔三梨 ・矢崎， 1968）の上にプロットしたものが第29図である。

谷奥の海成層の最上部はL、ずれもA群集をふくみ，汀線付近の堆積物と考えられる。 こ

の図で明らかのように測定値はそれぞれの断層を挟んで著しい高度差が認められる。 宮田

台地の南限を画す南下浦断層では，断厚の南側で， ＋Sm，北側で＋6.5～ート 7mを示し，

北側が1～1.5m低い。武山断層では南側が十 7～＋4mで，断層の北側が＋11.5～＋Sm  

を示し，その差4～5mと南側が低い。 北武断層沿いは千駄岬付近だけの資料から比較す

ると，南側の野比海岸は＋19～＋20m, 北側の久里浜港際で十 8m （杉村 ・成瀬， 1954)

を示し，北側（久里浜倶0が11～12mも低い。 衣笠断層を挟んで北側の平作川沿いでは，

十2.5～ ＋2.8m, 南側は上述の十 Smと比べ平作川沿いの低地が5～5.5 m1J:l;i、ことが

明らかになった。

従来の研究では， 海成沖積層の頂面が三浦半島南端の三崎付近で最も高く北に向って徐

除に低くなる傾向を示すといわれていた。 これらの研究では三浦半島全体で測定点が2～

3地点にすぎず，詳しいことがわからなかったのも当然である。

今回の調査結果からみると， 段丘高度の分布に明らかに活断層による垂直方向の動きが

大きく 作用している。宮田台地は南下浦断層と武山断層とに挟まれた陥没地帯であり，こ

の部分で洪積世の段丘〔小原台面，三崎面〉が周辺よ り低い位置にある （町圧I,1973，岡

ほか， 1974）。なお，この地帯のうちで沖積層の基盤が宮田層の部分では低く， 宮困層の分

布していない長浜海岸では＋10.5mと，この地帯としては非常に高い高度を示す。 また三

浦海岸沿いは，武山断層と南下浦断層に近づくと沖積層は若干高まり， 中央が低まる。 武

山断層と北武断層とにJ31.とまれた葉山層群の分布地域は著しい隆起帯となるが， 二It武断層沿

いに隆起量は大きく， 南に小さい傾動士山形を示す。杉村 ・成瀬 (1954）の測定した久里浜

の十 Smは，隣接の野比海岸が高い値を示すことから， これは新しい時期のものと考えら

れ従来あまり注目されなかった。しかし，今回の調査の結果，北武断層と衣笠断層の変位量

を知るために重要な値であることがわかった。 平作川沿いの低地は，現在調査中のため得

られた資料が確実に縄文海進最高期のものであるかどうか明らかでなし、。しかし，衣笠十字

路北方まで海成層が追跡できその高度が＋5m以上にならないことから判断しても，この

地域の低い傾向は動かない。

なお，沖積層の圧密沈下を考慮すると， 波食台上の砂層とおぼれ谷の厚い泥層とを比べ

たとき， 泥J~，：の方が沈下量が大きいといえる。 宮田台地や平作）11低地の値は実際より低く

なっているものと考えられる。 したがって断層の示す変位量は， 今回明らかになった値よ

り小さいといえよう。

三浦海岸沿いの埋没波食台の高度分布， 野比面の高度分布の様子もこの第29図に示した

海成層上限の高度分布と同様で， 海成層分布から判断された断層の動きに調和している。

金子 0969）は三浦半島の活断層は，いずれも右ずれの動きを示し， 時に水平ずれに伴

ううねりがあることを明らかにした。垂直ずれについてはそれほど詳しく説明してない。
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垣見ほか（1971），松島（1976）は南下浦断層の垂直変位を記述しているが， 今回ほど大き

な動きを認めていなし、。 さらに空中写真や地形図からもこれほど大きい垂直ずれを示す特

徴が確認できない。 この問題を明らかにするために，今後はさらに多くの資料を収集する

と同時に三浦半島全域にわたって調査地域を拡げ考察したし、。

5. おわリに

三浦半島西岸 （相模湾側〉の小田和湾周辺，宮田湾，三戸浜などのおぼれ谷を埋積して

発達するがや積層を小田和層とよぶ。層相は泥相が卓越し，谷沿いの最上部に泥炭層が形成

される。層厚は最も厚いところで約30mを示す。 三浦半島東岸 （東京湾側〉の三浦海岸沿

¥, ¥ c.金田付近にみられる沖積層を野比層とよぶ。 その一部は海岸段丘 （野比面〉を構成す
る。 小田和層に比八ると砂相がよく発達するのが目立つ。最大層厚は上宮田i里積谷の約30

mである。

縄文海進による内湾の貝類群集は， 復元された内湾の湾央部で下部から上部に向ってA

群集 》C群集→A群集あるL、はB群集と変化する。 A群集は海面の上昇により埋積谷の上

流部へ移動し， 下降または埋積にイ料、湾央へ移る。 B群集は砂相の発達する内湾が形成さ

れないとみられず，当時の三浦半島南部のような小規模な入江では稀な群集である。 C群

集は海進最高期に湾央部に広く分布したが， 海退と共に著しく 減少し 3 時に消滅した。E

群集は最高期に三浦海岸沿岸でかなり広く分布した。 現在でも若干種類が少ないが生息す

る。縄文海進の影響をあまり受けてない群集といえよう。

海成層頂面分布から得られた本地域の地盤変動は，活断層による垂直ずれが著しL、。宮

田台地や平作川低地帯は他の地域に比べ相対的に隆起量が小さし、。 すなわち，三浦半島で

は従来考えられていた地震隆起による変動パターンより複雑な動きがあったことが明らか

になった。
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三浦半島南部のボーリング柱状図
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